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地
方
議
会
の
議
員
定
数

　

八
代
市
議
会
は
６
月
５
日
、
議
員
定
数
を
現
行
の
32
か
ら
28
に
４
減
す
る
条
例
改
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
こ
の
措
置
は
次
回

選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

　

ど
れ
だ
け
の
議
員
数
で
あ
れ
ば
適
切
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
の
基
準
は
存
在
し
な
い
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
議
員
数
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

民
意
を
反
映
し
や
す
い
と
い
う
結
論
に
な
り
そ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
議
員
数
を
無
限
に
拡
大
で
き
る
わ
け
で
な
い
以
上
、
議
員
定
数
の
問

題
は
つ
ね
に
論
点
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　

今
回
、
八
代
市
議
会
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
も
と
づ
い
て
定
数
を
削
減
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
つ
の
考
え
方
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
第
一

に
、
九
州
の
同
規
模
議
員
一
人
あ
た
り
の
平
均
人
口
を
基
準
に
す
る
意
見
で
あ
る
。
第
二
に
、
全
国
の
同
規
模
自
治
体
の
定
数
平
均
と
将
来

人
口
や
税
収
の
減
収
を
根
拠
に
す
る
見
解
で
あ
る
。
第
三
に
少
数
意
見
尊
重
の
立
場
か
ら
定
員
削
減
に
反
対
す
る
見
解
で
あ
る
。
ど
の
見
解

が
適
切
か
。

　

八
代
市
の
面
積
は
約
６
８
１
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
人
口
は
約
12
万
６
千
人
で
、
人
口
密
度
は
１
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
１
８
５

人
で
あ
る
。
人
吉
市
は
、
面
積
は
約
２
１
０
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約
３
万
３
千
人
で
、
人
口
密
度
は
１
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
１
５
８
人
で
議
員
定
数
は
18
で
あ
る
。
人
口
１
人
あ
た
り
で
い
え
ば
八
代
市
の
新
定
数
28
の
場
合
、
１
議
員
あ
た
り
４
５
０
０
人
の
市
民

を
代
表
し
、人
吉
市
で
は
１
議
員
あ
た
り
１
８
０
０
人
の
市
民
を
代
表
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。こ
う
し
た
計
算
は
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

無
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
さ
ほ
ど
重
要
で
も
な
い
。
現
在
の
議
員
が
議
員
と
し
て
の
活
動
を
実
際
に
実
行
し
て
い
る
の
か
、
議
会
が
議

論
の
場
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
最
低
で
も
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
要
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
八
代
市
議
会
の
判
断
は
、
客
観
的
に
み
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
理
由
づ
け
を
す
る
か
は
別
に
し
て
、
現
行
の
定
数
は
多
す
ぎ
る
と
い

う
感
覚
を
議
会
自
体
が
抱
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。定
数
が
多
す
ぎ
る
と
第
三
者
が
指
摘
し
た
の
で
は
な
い
。議
員
自
体
が
そ
う
み
た
の
だ
。

わ
た
し
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
の
も
つ
意
味
を
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。　
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エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
と
須
恵
村

特 集ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
・
エ
ン
ブ
リ
ー

　

１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）
８
月
26

日
、
ア
メ
リ
カ
・
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
生

ま
れ
る
。
１
９
２
６
年
（
昭
和
元
年
）
11

月
、
両
親
に
連
れ
ら
れ
て
初
め
て
日
本
を

訪
問
（
当
時
、
彼
は
17
歳
の
高
校
生
）。

１
９
３
１
年
（
昭
和
６
年
）、
ハ
ワ
イ
大
学

で
学
士
号
を
取
得
。
１
９
３
２
年
（
昭
和

７
年
）、
日
本
訪
問
。
帰
国
後
ト
ロ
ン
ト

大
学
に
移
る
。
同
年
12
月
エ
ラ
と
結
婚
。

１
９
３
３
年
（
昭
和
８
年
）、
長
女
ク
レ

ア
生
ま
れ
る
。
１
９
３
４
年
（
昭
和
９

年
）、
ト
ロ
ン
ト
大
学
で
修
士
号
取
得
。

同
年
シ
カ
ゴ
大
学
に
移
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
教
授

（
１
８
８
１
〜
１
９
５
５
年
）
の
指
導
を

受
け
る
。

　

１
９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
８
月
、エ
ラ
、

ク
レ
ア
と
と
も
に
訪
日
。
同
年
11
月
か
ら

須
恵
村
の
調
査
を
開
始
。
翌
年
帰
国
。

１
９
３
６
年（
昭
和
11
年
）博
士
号
取
得
。

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）、『
須
恵
村
』

を
出
版
。
１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）
12

月
22
日
、
飲
酒
運
転
の
車
に
は
ね
ら
れ
て
、

一
緒
に
い
た
長
女
ク
レ
ア
と
と
も
死
亡
。
享

年
42
歳
。

　

本
誌
で
エ
ン
ブ
リ
ー
と
い
う
と
き
に
は
、

ジ
ョ
ン
を
指
す
こ
と
に
す
る
。『
須
恵
村
』

の
ほ
か
、「
日
本
」、「
日
本
人
」、「
日
本
の

民
謡
」、「
穢
多
」
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

エ
ラ

　

１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）
２
月
20

日
、
ロ
シ
ア
の
ニ
コ
ラ
エ
ス
で
生
ま
れ
る
。

１
９
１
７
年
（
大
正
６
年
）
の
ロ
シ
ア
革

命
。
１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）、
日
本

に
移
住
。
１
９
２
６
年
（
昭
和
元
年
）、

神
戸
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒

業
。
同
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・

免
田
町
・
岡
原
村
・
深
田
村
と
合
併
し
、

あ
さ
ぎ
り
町
が
で
き
、
現
在
で
は
、
あ
さ

ぎ
り
町
須
恵
地
区
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
合

併
前
の
面
積
は
17
・
98
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）
の
国
勢

調
査
で
は
、
総
人
口
は
１
４
７
１
人
で
あ
っ

た
。
ち
な
み
に
、
エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
が
調
査

し
た
時
点
の
人
口
は
１
６
６
３
人
、
戸
数

２
８
５
だ
っ
た
。

　

本
誌
で
は
、エ
ラ
ま
た
は
エ
ラ
夫
人
と
す
る
。

須
恵
村

　

１
９
８
９
年
（
明
治
22
年
）、
町
村
施

行
に
よ
り
成
立
。

　

２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）、
上
村
・

ノ
イ
マ
ン
（
１
９
０
９
年
〜
１
９
５
７
年
）

が
い
た
。
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）、
カ

ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
進

み
、
１
９
３
１
年
（
昭
和
６
年
）
に
日
本

に
戻
る
。
１
９
３
２
年
（
昭
和
７
年
）、ジ
ョ

ン
と
結
婚
。
１
９
５
５
年
（
昭
和
30
年
）、

フ
レ
デ
ッ
ク
・
ウ
イ
ズ
ウ
エ
ル
と
再
婚
。

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）、
１
９
６
８
年

（
昭
和
43
年
）、
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）

の
計
３
回
、
須
恵
村
を
訪
問
。
１
９
８
２

年
（
昭
和
57
年
）、『
須
恵
村
の
女
た
ち
』

を
出
版
。
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
８

月
16
日
永
眠
。
享
年
96
歳
。

ジョン・フィ・エンブリー

エラ

役場横にある旧須恵村の村民憲章。
「ハジアイ」という言葉も刻まれている

旧須恵村役場（球磨郡あさぎり町）
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先
日
、
エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
に
つ
い
て
の
本
格
的
な
評
伝
が
刊
行

さ
れ
た
。
田
中
一
彦
著
『
忘
れ
ら
れ
た
人
類
学
者
』（
２
０
１
７

年
３
月
１
日　

忘
羊
社
）
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
田
中
さ
ん
の
作

品
を
高
く
評
価
す
る
。日
本
全
体
か
ら
す
れ
ば
エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
は

「
忘
れ
ら
れ
た
人
類
学
者
」
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
球
磨
川
流

域
の
者
に
と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い
。「
須
恵
村
」
は
い
つ
も
身
近

な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、「
は
じ
あ
い
」
と
い
う
言
葉
（
方
言
）
に
具
現
さ

れ
て
い
る
共
同
体
の
「
相
互
協
力
」
的
側
面
に
注
目
し
、
そ
れ
を

浮
き
彫
り
に
す
る
形
で
「
須
恵
村
」
を
要
約
し
、
エ
ン
ブ
リ
ー
夫

妻
の
作
品
に
光
り
を
当
て
た
。
多
く
の
人
は
田
中
さ
ん
の
作
品
を

読
む
と
き
故
郷
（
共
同
体
）
の
「
や
さ
し
さ
」、「
旧
き
良
き
時
代

の
風
景
」
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
田
中
さ
ん
は
そ
れ
を

過
去
の
も
の
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
共
同
体
の
構
造
に
つ
な

げ
る
形
で
エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
の
業
績
を
ま
と
め
た

　

私
た
ち
は
、
田
中
さ
ん
の
作
品
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
エ
ン
ブ

リ
ー
夫
妻
の
業
績
を
み
て
い
こ
う
と
思
う
、
そ
れ
は
球
磨
川
流
域

の
１
５
０
年
を
考
え
う
え
で
の
基
礎
作
業
に
な
ろ
う
。

★
田
中
さ
ん
の
著
作
に
つ
い
て
は
本
誌
14
号
で
東
慶
治
郎
さ
ん
が

エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
を
読
む 

①　
　
　
　

                   

上
村
雄
一

一
点
を
み
て
、
エ
ン
ブ
リ
ー
に
対
す
る
注
目
度
が
低
い
と
い
う
。
し

か
も
、『
菊
と
刀
』
で
は
日
本
の
姿
は
み
え
て
こ
な
い
と
田
中
は
み

て
い
る
。
田
中
に
よ
れ
ば
、『
菊
と
刀
』
で
は
な
く
、『
須
恵
村
』

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
本
当
に
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
田
中
の
指

摘
の
意
味
を
確
認
す
る
た
め
に
は
『
菊
と
刀
』
も
読
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。『
菊
と
刀
』
は
須
恵
村
か
ら
遠
い
著
作
の
よ
う
に
み
え

る
け
れ
ど
も
、田
中
に
よ
れ
ば
、本
当
は
直
ぐ
隣
に
い
る
。
そ
れ
は
、

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
『
須
恵
村
』
を
重
要
な
参
考
資
料
と
し
て
利
用

し
て
い
る
と
い
う
周
知
の
事
実
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
両
者
の

日
本
論
は
根
本
的
に
ち
が
う
点
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
エ
ン
ブ
リ
ー

は
『
菊
と
刀
』
に
対
し
て
批
判
的
書
評
を
書
い
て
い
た
。
長
く
な

る
が
、
エ
ン
ブ
リ
ー
の
考
え
方
を
理
解
す
る
た
め
に
田
中
か
ら
引

用
す
る
。

　
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
博
士
の
総
合
的
な
分
析
に
対
す
る
一
つ
の

批
判
は
、
日
本
は
古
い
文
化
で
あ
り
ア
メ
リ
カ
は
新
し
い
文

化
だ
と
い
う
事
実
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
二
つ
の
国

家
の
幾
つ
か
の
文
化
的
な
相
違
は
、
こ
の
事
実
に
負
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
来
る
日
も
来
る
日

書
評
な
さ
っ
て
い
る
。
味
の
あ
る
紹
介
で
あ
る
。
ぜ
ひ
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

★
私
た
ち
は
、
田
中
さ
ん
の
指
摘
に
す
べ
て
賛
成
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
特
に
、
共
同
体
論
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

★
以
下
、
敬
称
は
す
べ
て
省
く
。

『
菊
と
刀
』
と
『
須
恵
村
』

　

田
中
は
、
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
『
菊
と
刀
』
に
注
目
し
、

同
書
と
エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
と
の
ち
が
い
を
強
調
す
る
。
な
ぜ
『
菊
と

刀
』
か
。
そ
れ
は
「
忘
れ
ら
れ
た
人
類
学
者
」
の
タ
イ
ト
ル
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
菊
と
刀
』
が
広
く
読
ま
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
、『
須
恵
村
』
に
対
す
る
評
価
が
不
当
に
低
い
と
い
う
田
中
の

問
題
意
識
に
根

ざ
し
て
い
る
。

両
者
の
相
違
は

両
者
の
販
売
部

数
の
ち
が
い
に

反
映
し
、
そ
の

忘れられた人類学者（ジャパノロジスト）
〜エンブリー夫妻が見た〈日本の村〉

田中一彦・著
忘羊社（2017 年２月17日）

菊と刀
ルース・ベネディクト著
（講談社学術文庫）
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批
判
し
た
部
落
共
同
体
の
「
旧
慣
」
の
半
面
で
あ
り
、
互
い

の
義
務
へ
の
「
細
か
い
気
配
り
」
は
、
同
時
に
自
発
的
な
も

の
で
あ
る
。」

　

と
す
る
。
引
用
文
中
に
登
場
す
る
「
丸
山
」
は
丸
山
眞
男
を
指

す
が
、
右
の
よ
う
に
指
摘
し
た
の
ち
、
田
中
は
、
さ
ら
に
云
う
。

　
「『
菊
と
刀
』
は
、
日
本
占
領
を
前
提
に
し
た
戦
勝
国
の
立

場
に
立
っ
た
典
型
的
な
日
本
論
で
あ
る
。『
義
務
』や『
義
理
』、

『
恩
』
を
重
ん
じ
る
日
本
人
の
国
民
性
や
特
徴
を
『
文
化
の

型
』
と
し
て
掘
り
下
げ
、
敗
戦
に
よ
っ
て
自
ら
の
立
ち
位
置

を
見
失
っ
た
日
本
人
に
一
つ
の
指
針
を
与
え
た
。

　

あ
く
ま
で
も
独
断
だ
が
、
私
は
丸
山
（
眞
男
）、
大
塚
（
久

雄
）、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
日
本
で
評
価
さ
れ
た
理
由
に
一
つ
の

共
通
点
を
見
る
。
そ
れ
は
、
三
人
と
も
欧
米
の
眼
差
し
、
価

値
観
に
基
づ
い
て
日
本
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

点
だ
。
そ
れ
は
都
市
の
価
値
観
で
も
あ
っ
た
。
加
え
て
現
実

を
追
認
し
た
り
実
生
活
に
引
き
づ
ら
れ
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
丸
山
の
主
張
に
よ
れ
ば
原
状
肯
定
型
の
『
で
あ
る
』
社

会
か
ら
改
革
型
の『
す
る
』
社
会
へ
の
転
換
（「
日
本
の
思
想
」）

も
同
じ
隣
人
―
と
顔
を
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
村
に
縛
れ
た

農
民
に
比
べ
る
と
、
開
拓
者
と
放
浪
者
は
ず
っ
と
利
己
的
な

ほ
ら
吹
き
に
見
え
る
。
開
拓
者
や
匿
名
の
大
都
市
住
民
よ
り

も
、
日
本
人
の
よ
う
な
古
い
農
民
文
化
で
暮
ら
す
人
は
、
礼

儀
と
互
い
の
義
務
に
よ
り
細
か
い
気
配
り
を
す
る
だ
ろ
う
」

　

エ
ン
ブ
リ
ー
の
こ
の
指
摘
を
ど
う
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
単
純

に
は
、「
古
い
文
化
」
と
「
新
し
い
文
化
」、「
村
に
縛
れ
た
農
民
」

と
「
大
都
市
住
民
」
と
い
う
二
項
対
立
的
に
日
米
を
比
較
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う

か
。
田
中
は
、
こ
れ
を
、

　
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
批
判
的
に
取
り
上
げ
た
「
義
務
」
は
、

エ
ン
ブ
リ
ー
に
と
っ
て
は
共
同
体
の
中
で
一
方
的
に
負
わ
さ
れ

る
被
害
や
身
分
関

係
に
よ
る
恩
義
で

も
、
単
に
束
縛
さ
れ

自
分
を
抑
え
る
だ
け

で
も
な
い
。
丸
山
が

創
出
に
力
点
を
お
き
、
封
建
制
か
ら
近
代
へ
の
移
行
を
当
為
と
す

る
近
代
化
論
の
立
場
か
ら
戦
前
日
本
を
批
判
的
に
み
た
う
え
で
、

戦
後
日
本
の
課
題
を
民
主
化
（
市
民
社
会
の
実
現
）
に
設
定
し
よ

う
と
し
た
と
ひ
と
ま
ず
は
要
約
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
田
中
は
、
丸
山
に
よ
る
「
個
の
確
立
」
の
主
張
は
間

違
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
田
中
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
い
い
と
し
て
も
、

問
題
は
、
丸
山
が
「
共
同
」
や
「
自
治
」
と
い
う
、
民
主
主
義
に

も
つ
な
が
る
共
同
体
の
側
面
を
認
め
ず
、
意
識
的
に
切
り
捨
て
て
い

る
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
田
中
の
主
張
の
核
心
で
あ
る
「
欧
米
的
」・

「
都
市
の
価
値
観
」
と
の
断
罪
は
先
に
引
用
し
た
エ
ン
ブ
リ
ー
に
よ

る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
批
判
に
連
結
し
て
い
る
。

ザ
イ
ン
と
ゾ
ー
レ
ン

　

こ
こ
で
「
で
あ
る
」
と
「
す
る
」
に
一
言
し
て
お
く
。「
で
あ
る
」

は
社
会
の「
構
造
＝
ザ
イ
ン（Seinn

）」を
指
し
、社
会
の「
あ
り
型
」

と
関
係
し
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
分
析
の
対
象
を
意
味
す

る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
丸
山
ら
は
そ
の
正
確
な
分
析
を
課
題
と
し

て
認
識
し
た
の
で
は
な
い
か
。

を
求
め
て
雄
弁
な
理
念
や
思
想
を
掲
げ
る
こ
と
を
是
と
す
る

思
潮
が
あ
っ
た
。

　

対
し
て
、ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
が
重
要
な
参
考
文
献
と
し
た
『
須

恵
村
』
に
は
、
欧
米
中
心
主
義
的
な
上
か
ら
の
眼
差
し
が
ほ

と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
日
本
人
が
見
る
ム
ラ
と
同
じ
目
線

に
よ
る
日
常
の
暮
ら
し
の
描
写
に
、
意
外
性
や
新
奇
性
、
批

判
性
が
欠
け
て
い
る
の
は
当
然
か
も
し
れ
な
い
。『
須
恵
村
』、

『
日
本
国
家
』
と
エ
ン
ブ
リ
ー
は
、『
菊
と
刀
』
と
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
の
影
に
隠
れ
た
、
と
言
っ
て
も
い
い
。」（
２
７
３
〜
４

頁
）。

丸
山
批
判

　

丸
山
と
エ
ン
ブ
リ
ー
の
ち
が
い
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

田
中
は
な
か
な
か
手
厳
し

い
。
丸
山
は
確
か
に
封
建

的
共
同
体
の
な
か
で
の
個
人

の
埋
没
と
、
そ
の
な
か
か
ら

の
個
人
（
自
我
）
の
脱
出
・

丸山眞男
ルース・ベネディクト



9  くまがわ春秋　Vol.15　2017.6.15 8くまがわ春秋　Vol.15　2017.6.15

い
た
十
九
世
紀
後
半
の
国
際
社
会
が
、
ま
さ
に
政
治
上
経
済

上
の
動
向
で
も
、
ま
た
思
想
文
化
の
あ
り
方
の
上
で
も
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
近
代
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
り
、
現
に
「
危
機
」

を
叫
ば
れ
て
い
る
諸
徴
候
が
出
始
め
て
い
た
と
い
う
現
実
が

日
本
の
「
近
代
」
理
解
に
︱
模
倣
の
側
に
も
反
撥
の
側
に
も

︱
早
く
か
ら
複
雑
な
陰
影
を
与
え
て
こ
と
は
、
免
れ
ぬ
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
限
り
で
、
欧
化
主
義
と
と
も
に
、「
近
代

の
超
克
」
的
思
想
も
ほ
と
ん
ど
同
時
に
登
場
す
る
運
命
に
あ
っ

た
。」

　

西
欧
の
市
民
社
会
を
実
感
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
「
超

克
」
が
簡
単
に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
の
問
題
性
は
説
明
し
た
も
の

だ
が
、
そ
れ
を
別
に
し
て
、「
開
国
」
時
の
西
欧
社
会
の
状
況
を
正

確
に
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
維
新
前
夜
の
１
８
６
７
年
（
慶

応
３
年
）
９
月
14
日
に
、
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
１
巻
を
出

版
し
て
い
る
。

（
つ
づ
く
）

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

　
「
す
る
」
は
当
為
＝
ゾ
ー
レ
ン
（Sollenn

）
の
こ
と
で
、
目
指
す

べ
き
社
会
論
（
そ
れ
は
市
民
社
会
で
あ
っ
た
）
に
相
当
す
る
。
し
か

し
、
丸
山
ら
が
、
ど
の
よ
う
な
市
民
社
会
を
構
想
し
て
い
た
か
は

簡
単
に
は
分
か
ら
な
い
。
維
新
政
府
は
欧
米
化
を
目
指
し
た
。
維

新
政
府
に
と
っ
て
「
維
新
」
は
欧
米
化
で
あ
っ
て
、そ
れ
が
「
近
代
化
」

で
あ
っ
た
。
封
建
社
会
か
ら
資
本
主
義
へ
の
移
行
過
程
が
収
奪
の
過

程
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
、
相
良
村
で
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
形
を
と
っ
た
の
か
は
小
山
勝
清
『
或
る
村
の
近
世
史
』
で
描
か

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歴
史
は
同
じ
経
路
を
た
ど
る
わ
け
で
な
い
。

維
新
時
に
つ
い
て
い
え
ば
、
西
洋
社
会
（
資
本
主
義
社
会
）
は
す
で

に
「
危
機
」
の
状
況
に
あ
っ
た
。
共
同
体
を
切
り
捨
て
た
と
断
罪

す
る
さ
い
に
、田
中
が
引
用
し
た
文
献
で
あ
る
「
日
本
の
思
想
」（
杉

田
敏
編『
丸
山
眞
男
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
収
）

で
丸
山
は
次
の
よ

う
に
言
う（
３
０
２

頁
）。　

「
日
本
が

「
国
を
開
」

丸山眞男セレクション
（平凡社ライブラリー）覚井の渡しがあった舟場

稲荷神社下の瀬

今は、ひっそりとした平山集落

あさぎり町須恵支所にある展示品。右はエンブ
リーが愛用した椅子

舟
場
稲
荷
神
社
に
保
存
さ
れ
て
い
る
寄
進
者
の
木
板
に
は

「
ジ
ョ
ン
エ
ン
ブ
リ
ー
」
の
名
前
が
。

日
本
の
村 「
須
恵
村
」 を
ゆ
く

　

今
回
の
特
集
を
組
む
た
め
に
、
か
つ
て
エ
ン
ブ
リ
ー

夫
妻
が
滞
在
し
た
、
あ
さ
ぎ
り
町
の
須
恵
地
区
を
訪

ね
て
み
た
。
い
た
る
と
こ
ろ
に
そ
の
足
跡
が
残
っ
て
お

り
、
興
味
深
い
散
策
と
な
っ
た
。（
編
集
部
）
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は
じ
め
に

　

さ
て
今
月
号
で
、
こ
の
「
球
磨
川
の
駅

も
の
が
た
り
」
も
15
回
目
を
迎
え
た
。
前

回
の
人
吉
駅
で
〝
球
磨
川
の
駅
〟
前
半
部
、

肥
薩
線
川
線
の
15
駅
が
一
段
落
。
こ
の
物
語

も
今
回
か
ら
旧
国
鉄
「
湯
前
線
」、
今
の
第

三
セ
ク
タ
ー
運
営
「
く
ま
川
鉄
道
」
に
乗

り
換
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
湯
前
線
の
営

業
キ
ロ
数
は
24
・
８
㎞
、
始
発
駅
の
人
吉

温
泉
駅
を
含
め
終
点
の
湯
前
駅
ま
で
大
小

14
の
駅
が
あ
る
が
、球
磨
川
の
流
れ
は
途
中
、

二
つ
目
の
川
村
駅
の
東
で
球
磨
川
本
流
と

支
流
川
辺
川
へ
の
二
つ
に
分
か
れ
る
。
そ
こ

ま
で
の
人
吉
温
泉
駅
、
相
良
藩
願
成
寺
駅
、

川
村
駅
の
３
つ
が
球
磨
川
の
右
岸
駅
、
そ
の

先
の
11
駅
は
す
べ
て
左
岸
に
存
在
す
る
。
球

磨
川
本
流
と
く
ま
川
鉄
道
各
駅
の
こ
れ
ま

で
（
歴
史
）
と
そ
の
物
語
を
、
分
る
範
囲
、

誌
面
の
許
す
範
囲
で
記
し
て
み
た
い
。

日
肥
鉄
道
運
動
と
湯
前
線

　

先
ず
は
「
湯
前
線
建
設
概
要
」
他
か
ら

〝
湯
前
線
の
歴
史
〟
を
少
々
紐
解
こ
う
。

日
肥
と
は
日
向
と
肥
後
を
結
ぶ
の
意
で
、

大
正
８
年
２
月
５
日
付
人
吉
時
報
に
「
当

郡
最
大
の
急
務
」
と
市
房
山
人
が
鉄
路
必

要
を
寄
稿
、
同
紙
２
月
25
日
号
に
も
「
日

肥
鉄
道
は
本
郡
に
と
り
て
肥
薩
線
開
通
に

次
ぐ
大
問
題
な
り
」
と
し
て
日
肥
鉄
道
開

通
運
動
を
開
始
。
さ
ら
に
「
人
吉
時
報
の

公
選
に
よ
り
池
松
豊
記
氏
他
10
名
を
選

出
。
二
位
の
田
代
離
三
氏
、
三
位
の
吉
田

克
己
氏
は
東
都
都
新
聞
の
理
事
と
し
て
天

下
に
恥
ず
か
し
か
ら
ぬ
人
な
り
、
云
々
」

と
あ
り
、
日
肥
鉄
道
運
動
は
水
面
下
で
の

誘
致
も
進
行
し
た
こ
と
が
判
る
（
吉
田
克

己
は
寺
町
出
身
の
一
井
正
典
と
親
戚
、
墓

連載その⓯ くま川鉄道・人吉温泉駅 

球磨川の駅・ものがたり

熊本産業遺産研究会　松本晉一

河口から上流まで、その駅を訪ねる

と
す
。
沿
線
に
は
林
産
の
無
尽
蔵
あ
り
、

物
資
の
豊
饒
な
る
地
方
開
発
と
相
ま
ち
て

良
好
の
栄
養
線
た
る
を
失
わ
ず
」
と
、
こ

の
地
域
の
林
業
の
豊
か
さ
と
背
景
に
宮
崎
へ

の
鉄
路
結
節
が
総
説
に
謳
っ
て
あ
る
。

　

路
線
工
事
は
人
吉
多
良
木
間
の
第
１

区
、
多
良
木
湯
前
間
の
２
区
に
分
か
れ
、

何
れ
も
西
松
光
治
郎
の
請
負
で
完
成
。

大
正
13
年
３
月
開
業
時
は
人
吉
、
肥ひ

ご後

西に
し
の
む
ら

村
、
一い

ち

武ぶ

、
免め

ん

田だ

、
多た

ら

ぎ

良
木
、
湯ゆ

の
ま
え前

の

６
駅
で
あ
る
。
人
吉
駅
に
は
こ
の
時
、
４
、

５
番
線
ホ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
併
せ
て
跨

線
橋
も
延
長
さ
れ
た
。

　

こ
の
湯
前
線
開
発
主
旨
は
湯
山
の
横
谷

峠
を
越
え
、
宮
崎
県
杉
安
に
て
国
鉄
妻
線

と
の
連
絡
予
定
線
で
、
そ
の
間
54
㎞
は
す

で
に
当
局
の
測
量
計
画
済
み
と
「
球
磨
郡

誌
」
に
見
ら
れ
、
日
豊
本
線
の
佐
土
原
駅

を
結
ぶ
九
州
横
断
線
と
し
て
計
画
さ
れ
た

所
も
並
ん
で
永
国
寺
に
あ
る
）。

　

湯
前
線
は
日
肥
鉄
道
計
画
の
熊
本
側
路

線
と
し
て
大
正
９
年
（
１
９
２
０
）
帝
国

議
会
で
予
算
成
立
。
工
事
は
大
正
11
年
10

月
１
日
起
工
、
２
年
後
の
大
正
13

年
（
１
９
２
４
）
３
月
31
日
に
全

線
開
通
。「
地
勢
概
ね
平
坦
、
球

磨
郡
東
部
に
向
い
て
平
野
を
横
断

し
球
磨
川
の
源
流
に
遡
り
て
走
行

し
将
来
日
向
の
杉
安
と
連
絡
せ
ん

湯前線平面図及び沿線風景（大正 13 年３月の開業記念絵葉書より）
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業
２
年
目
の
平
成
２
年
度
に
は
１
４
１
万
人

が
利
用
し
た
。
そ
の
多
く
は
球
磨
工
業
（
人

吉
温
泉
駅
）、
人
吉
（
相
良
藩
願
成
寺
駅
）、

球
磨
商
業
（
肥
後
西
村
駅
）、
南
稜
（
免
田

駅
）、
多
良
木
（
多
良
木
駅
）
の
沿
線
５
高

校
が
乗
客
の
主
体
を
成
し
た
が
、
自
動
車
数

の
増
加
と
乗
客
及
び
生
徒
数
減
少
も
あ
り
、

昨
年
の
広
報
人
吉
10
月
号
で
は
、
特
集
「
私

た
ち
の
鉄
道
を
い
つ
ま
で
も
」
を
企
画
、
く

ま
川
鉄
道
の
今
後
の
生
き
残
り
へ
の
取
組
み

を
訴
え
る
現
状
が
あ
る
。

人
吉
温
泉
駅

　

球
麿
川
沿
い
の
人
吉
球
磨
に
は
43
カ
所

の
源
泉
が
湧
き
出
て
い
る
。
開
湯
時
期
は

不
明
だ
が
、
室
町
・
戦
国
時
代
の
延
徳
４

年
（
１
４
９
２
年
）
に
は
肥
後
国
を
支
配

し
た
第
12
代
相
良
家
当
主
相
良
為
続
が

入
湯
し
た
記
録
も
残
っ
て
お
り
、
こ
の
地

は
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
あ
る
古
湯
で
あ

る
。
沿
線
の
地
名
や
球
磨
川
沿
岸
に
も
湯

元
や
湯
前
、
湯
山
な
ど
の
温
泉
に
由
来
す

る
名
称
が
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
最
近
、

温
泉
紹
介
本
も
出
さ
れ
た
。

　
「
人
吉
温
泉
駅
」
の
こ
の
名
称
は
〝
人

吉
が
温
泉
の
街
〟
で
あ
る
こ
と
に
因
む
。

人
吉
温
泉
の
名
称
は
紅べ

に
と
り取
陵お

か

を
対
岸
に
望

む
林
温
泉
、
そ
こ
で
の
明
治
42
年
の
新
開
削

（
前
号
掲
示
）
か
ら
、
そ
れ
が
大
正
昭
和

の
急
速
な
温
泉
掘
削
ブ
ー
ム
に
も
つ
な

が
る
の
だ
が
、
駅
通
り
の
薪
炭
業
・
永

見
三
郎
氏
は
昭
和
６
年
、
当
時
の
上か

ず
さ総

掘
り
で
現
在
の
新
温
泉
、
元
湯
、
昭
和

温
泉
他
５
カ
所
の
各
温
泉
を
開
削
。

くま川鉄道の今後を訴える特集号

人吉温泉駅名も英中韓国語と賑やか
（後方は村山古墳遺跡）

人吉球磨の温泉紹介本

バ
ス
転
換
の
３
案
を
出
し
、
そ
れ
を
受
け
て

湯
前
線
利
用
促
進
・
存
続
期
成
同
盟
会
が

存
続
運
動
を
開
始
。
昭
和
61
年
４
月
、
国

鉄
は
Ｊ
Ｒ
（Japan Railw

ays 

）
７
社
に

移
行
、
昭
和
62
年
４
月
に
は
Ｊ
Ｒ
九
州
が

湯
前
線
を
継
承
、
そ
の
後
、
湯
前
線
対
策

協
議
会
は
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
を
決
定
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
10
月
１
日
か
ら

「
く
ま
川
鉄
道
株
式
会
社
」
に
よ
り
人
吉
・

も
の
。
こ
の
横
断
新
線
完
成
こ
そ
が
人
吉

球
磨
の
産
業
・
観
光
と
南
九
州
交
通
体
系

に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

湯
前
線
は
昭
和
期
、
国
鉄
時
代
終
焉
ま

で
の
39
年
間
、
戦
前
、
戦
後
の
幾
多
の
波

濤
を
越
え
る
が
昭
和
60
年
１
月
、
赤
字
経

営
の
国
鉄
は
「
経
営
改
革
案
」
で
湯
前
線

を
62
年
度
末
廃
止
、
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
、

湯
前
間
24
・
８
㎞
を
Ｄ
Ｃ
車
輛
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
カ
ー
）
７
輌
で
の
運
行
を
開
始
す
る
。

　

く
ま
川
鉄
道
移
行
当
初
は
八
代
熊
本
方

面
へ
の
相
互
直
通
運
転
も
あ
っ
た
が
、
現
在

は
人
吉
・
湯
前
間
の
運
転
の
み
の
運
行
。

人
吉
温
泉
駅
は
旧
国
鉄
線
の
４
番
５
番
線

が
く
ま
川
鉄
道
・
湯
前
線
専
用
ホ
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
。

　

現
駅
は
全
部
で
14
駅
、
当
初
の
６
駅
か
ら

５
駅
（
東
人
吉
・
川
村
・

木
上
・
東
免
田
・
東
多

良
木
）
を
増
設
。
第
３
セ

ク
タ
ー
移
行
期
に
「
お
か

ど
め
幸
福
」「
公
立
病
院

前
」「
新
鶴
羽
」
の
３
駅

を
さ
ら
に
増
設
。
運
用
も

Ｊ
Ｒ
九
州
時
代
の
９
往
復

か
ら
、
く
ま
川
鉄
道
移
行

時
は
15
往
復
に
増
便
、
開

国鉄時代戦後のディーゼルカー（昭和30年5月）

国鉄時代末期のディーゼルカー（昭和60年７月）

くま川鉄道開通式（平成元年10月１日、各福井弘氏）
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り
る
方
法
と
、

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線

の
１
番
ホ
ー

ム
東
端
の

ホ
ー
ム
踏
切

を
渡
り
、
２

番
３
番
ホ
ー

ム
か
ら
次
の

踏
切
を
渡
れ
ば
正
面
に
出
札
事
務
所
（
駅

舎
）
が
あ
り
、
そ
こ
で
乗
車
券
が
購
入
出

来
る
。
同
じ
く
ホ
ー
ム
東
寄
り
階
段
下
の

自
動
発
券
機
で
も
買
え
る
。

　

ホ
ー
ム
の
名
所
案
内
に
は

「
相
良
三
十
三
観
音
」
近

く
は
駅
か
ら
０
・
７
㎞
の
瀬

原
観
音
、球
磨
川
下
り
（
人

吉
大
坂
間
間
18
㎞
）、
遠
く

は
市
房
山
が
記
さ
れ
て
い

る
。
大
正
13
年
の
開
業
記

庫
跡
周
辺
に
位
置
す
る
。
現
在
は
５
輌
の

気
動
車
（
KT
５
０
１
～
５
０
５
）
が
稼
働

し
て
い
る
。
そ
の
昔
、
こ
の
本
社
屋
周
辺
は

国
鉄
職
員
舎
宅
、
木
材
・
木
炭
関
係
の
会

社
や
商
店
が
多
く
み
ら
れ
、
今
で
も
そ
の

名
残
が
少
し
残
っ
て
い
る
。

　

く
ま
川
鉄
道
（
湯
前
線
）
人
吉
温
泉
駅

ホ
ー
ム
へ
の
順
路
は
、
人
吉
駅
正
面
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
「
く
ま
た
び
」（
沿
線
の
観
光
案

内
や
旅
行
業
務
全
般
、
く
ま
川
鉄
道
グ
ッ

ズ
を
取
扱
う
）
の
前
を
抜
け
て
く
ま
鉄
跨

線
橋
を
登
り
、
橋
中

央
右
手
の
階
段
を
下くま川鉄道本社屋

くま鉄本社前の旧球磨木材同業組合 現在の住友生命ビル（左は元国鉄職員寮）

くま鉄車輛基地、田園シンフォニー気動車庫

ゲストハウス「くまたび」
（この右手⇨がくま川鉄道入口）

くま鉄ホームへ➡

２
０
０
９
年
４
月
１
日
、
駅
の
命
名
権
を

有
す
る
副
名
称
は
〝
神
城
文
化
の
森
・
人

吉
温
泉
駅
〟
と
な
っ
た
。

く
ま
川
鉄
道
本
社
周
辺
と

見
ど
こ
ろ

　

く
ま
川
鉄
道
本
社
は
人
吉
市
中
青
井
町

２
６
５
番
地
、
人
吉
駅
正
面
右
手
、
や
ま

ぐ
ち
駅
弁
の
裏
手
に
在
る
。
検
修
庫
及
車

輛
基
地
は
湯
前
線
ホ
ー
ム
の
北
側
、
人
吉

市
城
本
町
４
９
１
︱
３
に
在
り
、
場
所
は

明
治
末
の
人
吉
駅
開
業
当
時
の
初
代
機
関

昭
和
温
泉
に
は
地
元
初
の
ネ
オ
ン
看
板
点

灯
、
駅
前
商
店
街
（
今
の
と
き
め
き
通
り
）

に
も
、
坂
内
義
雄
ら
と
共
に
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

（
昭
和
12
年
）
を
設
置
す
る
な
ど
、
昭
和

期
の
人
吉
温
泉
ブ
ー
ム
を
リ
ー
ド
し
た
と
の

こ
と
。
当
時
の
泉
質
は
無
色
澄
明
、
弱
ア

ル
カ
リ
の
単
純
温
泉
で
、
胃
腸
病
・
痛
風
・

リ
ュ
ウ
マ
チ
・
神
経
痛
に
湯
治
効
能
が
あ

る
が
、
球
磨
川
の
右
岸
左
岸
、
繊
月
大
橋

の
上
流
と
下
流
で
は
そ
の
泉

質
は
異
な
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
時
代
、

鉄
道
省
や
門
司
鉄
道
局
に
よ
る
観
光

と
温
泉
紹
介
、
旅
行
パ
ン
フ
に
よ
る

発
信
な
ど
、
鉄
道
観
光
に
よ
る
町
興

し
に
一
役
買
っ
て
出
た
こ
と
も
、
全
国

各
地
の
温
泉
ブ
ー
ム
に
火
が
着
い
た

よ
う
で
あ
る
。
現
在
、
人
吉
温
泉
の

泉
源
は
人
吉
市
内
で
30
カ
所
、〝
泉
都
ひ
と

よ
し
〟
と
し
て
も
十
分
な
数
と
量
で
あ
る
。

　

昭
和
29
年
の
市
内

地
図
で
は
中
青
井
・
下

青
井
町
の
駅
周
辺
部
の

温
泉
だ
け
で
も
青
柳
・

朝
陽
館
・
早
瀬
・
人

吉
・
芳
野
・
旭
の
各
旅

館
、
公
衆
浴
場
で
は
新

温
泉
・
中
央
温
泉
が
み

ら
れ
、
人
吉
温
泉
駅
の

名
称
と
も
合
致
す
る
。

当時の上総掘り（昭和６年新温泉）

駅前通り温泉ネオンサイン（昭和 12 年）

新温泉浴槽（機銃掃射跡も現存）

当時のままの新温泉
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お
も
て
な
し
を
含
め
、
こ
の
地
の
球
磨
川

と
青
井
神
社
と
の
所ゆ

か
り縁

を
知
る
た
め
に
も
、

興
味
深
い
も
の
に
な
る
の
で
は
。

　

こ
の
金
刀
毘
羅
宮
（
旧
お
旅
所
神
座
）

通
り
の
起
点
、
青
井
阿
蘇
神
社
は
平
成
20

年
６
月
に
熊
本
県
の

文
化
財
で
初
め
て
の

国
宝
指
定
と
な
り
、

１
昨
年
の
球
磨
人

吉
の
日
本
遺
産
認

定
と
併
せ
て
観
光
客

も
急
増
し
て
来
て
い

る
。
八
代
港
の
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
や
来
春

の
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ

ン
「
な
な
つ
星
in
九

州
」
の
人
吉
立
ち

4

4

4

4

寄
り
観
光

4

4

4

4

に
も
合
わ

せ
、
由
緒
あ
る
こ
の

地
（
禊
川
口
）
か
ら

の
球
磨
川
下
り
の
発

着
演
出
が
あ
れ
ば
、

川
に
抜
け
た
場
所
（
禊
川
ノ
瀬
）
に
赤
鳥
居

の
乗
船
場
が
し
っ
か
り
と
存
在
す
る
。

金刀毘羅宮通り（正面奥が発船場） 参拝用発船場（球磨川横）

〈
参
考
資
料
〉（
前
掲
資
料
は
省
略
）

・「
日
本
鐄
泉
誌
」
内
務
省　

明
治
19
年
２
月

・「
球
磨
郡
誌
」
球
磨
郡
教
育
支
会
発
行　

昭
和
16

年
８
月
25
日

・「
川
野
廉
遺
稿
集
」
翆
嵐
楼　

平
成
８
年
１
月　

・
旅
窓
全
書
第
２
回
「
九
州
各
線
」
昭
和
36
年
７

月　

修
道
社

・
広
報
人
吉　

２
０
１
６
年
10
月
号

・「
週
刊
鉄
道
の
旅
37
・
九
州
５
」
２
０
０
３
年
10

月
23
日　

講
談
社

・「
人
吉
温
泉
本
改
訂
版
」
ど
う
ぎ
ゃ
ん
別
冊　

平

成
29
年

○
資
料
協
力
：
く
ま
川
鉄
道
KK
、
朝
陽
館
、
新

温
泉
、
福
井
弘
氏　

翆
嵐
楼　

青
井
阿
蘇
神
社

○
聞
書
き
：
福
井
弘
氏　

永
見
明
子
氏　

川
野

加
奈
子
氏　

松
島
傀
氏　

宮
崎
貴
充
氏

前
号
訂
正
事
項
：
昭
和
２
年
４
月
26
日
、
人
吉

駅
前
の
大
火
で
は
駅
舎
の
消
失
は
免
れ
た
が
、
駅

構
内
の
一
部
（
シ
ー
ト
乾
燥
場
、浴
場
、官
舎
板
塀
）

を
焼
失
し
た

新旧の青井阿蘇神社の比較（明治末の木橋からセメント造りへ変化）

屋
が
在
っ
た
。

　

ま
た
、
昔

か
ら
人
吉
の

地
を
出
立
す

る
時
に
は
、

先
ず
青
井
阿

蘇
神
社
に
お

参
り
を
し
て
、

近
く
は
汽
車
で
の
旅
立
ち
、
遠
く
は
江
戸
時

代
、
相
良
の
殿
様
の
参
勤
交
代
の

折
に
も
、
川
下
り
の
際
は
禊

は
ら
い

川が
わ

口

か
ら
青
井
神
社
を
参
拝
。
今
で

も
鳥
居
正
面
の
出
立
口
（
細
い
金

刀
毘
羅
宮
通
り
）
か
ら
、
球
磨

球
磨
川
と
駅
・
青
井
阿
蘇
神
社

　

人
吉
（
温
泉
）
駅
と
球
磨
川
と
の
関
係

で
は
、
当
初
人
吉
機
関
庫
に
上
青
井
町
の

球
磨
川
べ
り
の
井
戸
（
手
塚
病
院
裏
手
）

か
ら
飲
料
用
と
機
関
庫
用
に
球
磨
川
の
水

を
直
接
引
い
た
と
の
こ
と
。
そ
の
名
残
が
今

も
残
る
（
工
マ
ー
ク
の
石
柱
）、
以
前
は
こ

こ
に
木
造
の
ポ
ン
プ
小

念
絵
葉
書
の
沿
線
名
勝
案
内
に
は
願が

ん

成じ
ょ
う
じ寺

（
人
吉
駅
よ
り
10
町
余
）、京

き
ょ
う

ヶ
峰み

ね

古こ

墳ふ
ん

（
球

磨
川
鉄
橋
よ
り
下
流
２
町
余
）、
県
種
畜
場

（
一
武
駅
よ
り
１
里
余
）
の
３
カ
所
の
記

載
が
見
ら
れ
る
が
、
両
者
に
も
隣
接
す
る

村
山
古
墳
群
の
記
載
の
な
い
の
は
不
思
議
で

あ
る
。

４番ホームの名所案内

機関庫用ポンプ小屋跡

くま鉄用跨線橋と連絡路

くま鉄駅舎

階段下の券売機
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ハ
イ
タ
カ
と
シ
ラ
サ
ギ

　

今
年
の
春
、
自
宅
近
く
の
小
川

か
ら
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
と
４
、５

匹
の
シ
ラ
サ
ギ
が
水
辺
か
ら
飛
び
上

が
っ
て
来
た
。
東
の
方
か
ら
１
匹
の
ハ

イ
タ
カ
が
す
ご
い
速
さ
で
飛
ん
で
き

て
、
１
羽
の
シ
ラ
サ
ギ
を
捕
え
、
し

ば
ら
く
し
た
ら
足
で
頭
を
つ
か
み
山

の
方
へ
飛
ん
で
行
っ
た
。

くまがわ野鳥だより ❺

【アオサギ】全体が青灰色で、大きさが 90㎝以上あり、サギ類
中では最も大きい。湿地・河川・沼地に棲み魚を食べる。これは、
足で水をかき回し小石の陰から逃げ出した魚を捕える様子

【キジ】80㎝位の大きいキジは最近、人工増
殖をして放鳥されている

【ジョウビタキ】全長約 15㎝。これはオス。メ
スは体が灰色味のある茶色

撮影／小川 一弥

　

前
号
ま
で
紹
介
し
た
「
ヤ
マ
セ
ミ
」「
カ
ワ
セ
ミ
」
の
他
、
流
域
に

は
様
々
な
野
鳥
が
生
息
し
て
い
る
。
今
回
は
球
磨
・
人
吉
地
方
の
鳥
を

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
紹
介
し
ま
す
。

野
鳥
あ
れ
こ
れ

【イソヒヨドリ】　全長が約 30㎝で、雄・雌ともに独特の色彩を持つ。
ホイピーチョイチョイ、ツツピーなどと良い声でさえずる。球磨村渡
の小川と球磨川合流点の水位観測用電灯に止まっていた。

　【バン】
　黒い体に赤いクチバシ、足は黄緑色で、足指が長い。主に夏鳥
として渡来するが、関東以西では冬も残っているのも多い。発船場
近くの球磨川でも数多く見られる。これは人吉市瓦屋町で撮影。
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ページだより②
文化発信 !

やつしろ Style

【ページ情報】「八代城ものがたり」の普及促進と文化
関連情報の発信を目的として、歴史上の八代の出来事や
八代にゆかりの事柄を書き綴っています。
https://www.facebook.com/YatsushiroBunka/

【
お
が
わ
・
か
ず
や
／
全
日
写
連
・
熊
日
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
会
員
、
球
磨
郡
球
磨
村
】

【
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
】

　

全
長
が
、
１
４
０
㎝
以
上
で
、
体

重
が
10
㎏
以
上
に
も
な
る
大
き
い
渡

り
鳥
と
し
て
主
に
北
日
本
や
日
本
海

側
に
渡
来
し
、
湖
沼
や
内
湾
、
河
川
・

河
口
な
ど
に
い
る
。
水
草
の
根
や
茎

な
ど
を
食
べ
る
。

　

こ
れ
は
、
渡
駅
裏
の
球
磨
川
に
飛

来
し
た
２
年
前
の
12
月
初
旬
、
お
昼

近
く
に
友
人
が
来
て
、
球
磨
川
に
オ

オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
来
て
い
る
と
教
え
に

来
た
の
で
食
事
も
取
ら
ず
、
カ
メ
ラ

を
持
ち
小
走
り
に
渡
駅
裏
の
球
磨
川

へ
行
っ
た
。
２
０
０
ｍ
上
流
に
２
羽

の
大
き
い
白
い
鳥
が
見
え
た
。
今
ま

で
に
見
た
こ
と
の
な
い
大
き
い
鳥
で

あ
っ
た
。

先
に
カ
メ
ラ
を
休
ま
せ
る
状
況
で
あ
っ
た
。

俳
優
陣
は
冷
房
機
の
あ
る
室
内
で
休
憩
で

き
た
が
、
地
域
の
高
齢
の
方
々
や
我
々
は
、

軒
下
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
屋
根
代
わ
り
し

た
簡
易
の
休
憩
所
で
汗
を
拭
き
な
が
ら
カ

メ
ラ
の
復
帰
を
待
っ
た
。

　

吉
組
の
大
半
は
、
亡
く
な
っ
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
隣
保
の
人
の
役
で
あ
っ
た
。
地
域

の
高
齢
の
方
々
も
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ

の
中
で
練
習
と
本
番
、
そ
し
て
休
憩
を
繰

り
返
し
て
い
た
が
、と
て
も
辛
そ
う
だ
っ
た
。

　

高
齢
の
一
人
の
男
性
が
「
こ
ん
映
画
は
、

ク
ラ
ン
ク
イ
ン

　

撮
影
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
は
、
雨
が
一
滴

も
降
ら
な
い
暑
い
日
が
続
い
て
い
た
。

　

熊
本
市
で
撮
影
が
行
わ
れ
る
予
定
だ
っ

た
が
、
熊
本
地
震
に
よ
り
急
遽
人
吉
市
で

の
撮
影
と
な
っ
た
映
画
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん　

死
ん
じ
ゃ
っ
た
っ
て
」
は
、
８
月
10
日
に
ク

ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。
熊
本
市
内
の
ス
ポ
ン

サ
ー
の
多
く
が
被
災
し
て
し
ま
い
、
キ
ャ
ン

セ
ル
が
続
出
し
た
そ
う
だ
。
撮
影
資
金
が

潤
沢
で
あ
れ
ば
カ
メ
ラ
も
数
台
使
用
で
き

た
で
あ
ろ
う
に
、
た
っ
た
１

台
で
の
撮
影
で
あ
っ
た
。
同
じ

シ
ー
ン
を
、
カ
メ
ラ
の
位
置

を
変
え
る
度
に
幾
度
も
演
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ま

り
の
暑
さ
に
カ
メ
ラ
の
温
度
が

上
が
っ
て
し
ま
い
、
人
間
よ
り

九州相良藩「吉組」大番頭　鳥飼 博 

人吉観光案内人物語

Ⓒ Keiichi Murakami

定
住 吉

吉
則 昭

が行く
─ 15 ─

森ガキ監督やスタッフとの初会合
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の
中
な
の
で
、
笑
い
声
を
押
し
殺
す
の
に
苦

労
す
る
。
監
督
の
「
カ
ッ
ト
」
の
声
で
緊
張

が
緩
み
、
皆
が
笑
顔
に
戻
る
。
17
時
終
了

予
定
で
あ
っ
た
葬
儀
式
シ
ー
ン
は
、
参
加
者

の
協
力
に
よ
り
、
16
時
過
ぎ
に
終
了
し
た
。

　

そ
の
日
の
午
前
中
に
は
、
場
末
の
ス
ナ
ッ

ク
で
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
ス
ナ
ッ
ク
の
マ

わ
る
と
、
吉
組
メ
ン
バ
ー
の
撮
影
シ
ー
ン
は

終
了
と
な
る
。
定
吉
の
疲
れ
た
表
情
の
中

に
は
、
役
目
を
果
た
し
た
と
い
う
安
堵
の

気
持
ち
が
表
れ
て
い
た
。

　

定
吉
は
、「
後
は
、
監
督
に
任
す
っ
し
か

な
か
」
と
言
っ
た
。

　

15
日
に
は
人
吉
市
恒
例
の
花
火
大
会
が

あ
る
の
で
、
映
画
撮
影
も
休
み
に
す
る
と
の

話
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
鬼
の
久
保
助
監
督
の

指
示
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
様
だ
。
監
督
は

若
く
優
し
い
方
な
の
だ
が
、
助
監
督
は
顔

か
ら
は
予
想
で
き
な
い
ほ
ど
厳
し
か
っ
た
。

【
荒
吉
】
か
ら
、
撮
影
カ
メ
ラ
マ
ン
の
今

村
さ
ん
が
熱
中
症
で
点
滴
を
受
け
た
と
の

連
絡
が
あ
り
、
す
ぐ
に
見
舞
い
に
行
こ
う
と

し
た
ら
、
点
滴
が
早
く
落
ち
る
様
に
ス
タ
ッ

フ
た
ち
が
点
滴
の
袋
を
掴
む
様
に
押
し
て
い

た
の
で
、
も
う
点
滴
が
終
わ
り
現
場
に
戻

マ
の
衣
装
が
小
さ
く
、
背
中
の
ジ
ッ
パ
ー
は

上
げ
な
い
ま
ま
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
と
の

情
報
も
あ
っ
た
。
こ
の
ス
ナ
ッ
ク
の
マ
マ
が
、

【
銃
吉
】
で
あ
る
。
当
初
は
、
機
関
銃
の

様
に
し
ゃ
べ
り
続
け
る
の
で
【
機
関
銃
の
銃

吉
】
と
命
名
さ
れ
た
が
、
お
店
を
や
っ
て
い

る
マ
マ
な
の
で
【
マ
ス
カ
ッ
ト
の
銃
吉
】
と
、

定
吉
が
改
名
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。
衣

装
が
合
わ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
銃
吉

は
、
美
術
ス
タ
ッ
フ
に
「
私
は
Ｌ
サ
イ

ズ
の
衣
装
を
お
願
い
し
ま
す
と
言
っ
た
の

に
、
映
画
の
世
界
で
は
こ
の
サ
イ
ズ
が
Ｌ

サ
イ
ズ
な
ん
で
す
か
？
」
と
、
冗
談
交

じ
り
に
毒
を
吐
い
た
ら
し
い
。
森
ガ
キ

監
督
は
笑
い
な
が
ら
「
マ
マ
さ
ん
ご
免
な

さ
い
。
時
間
が
な
い
の
で
、
後
姿
を
撮
ら

な
い
様
に
撮
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
銃
吉
の

ご
機
嫌
を
取
っ
て
撮
影
を
し
た
そ
う
だ
。

　

斎
場
で
の
葬
儀
式
シ
ー
ン
の
撮
影
が
終

隣保の人 おじいちゃんの回想シーンの獅子舞メンバー

を
落
と
し
た
ま
ま
、「
来
年
の
秋
な
ぁ
～
。

俺
ら
、
そ
ん
ま
じ
ゃ
生
き
と
ら
ん
か
も
知

れ
ん
な
ぁ
～
」
と
言
っ
た
。
隣
に
居
た
老

人
が
「
じ
ゃ
ん
な
ぁ
～
」
と
笑
っ
て
言
っ
た

が
、
周
囲
に
居
た
私
た
ち
は
、
本
当
に
そ

う
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
が

心
の
底
に
在
り
、笑
う
者
は
居
な
か
っ
た
。

　

映
画
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
り
、

通
夜
式
そ
し
て
葬
儀
式
ま
で
の
シ
ー
ン

は
、
お
盆
前
と
14
日
の
２
日
間
で
撮
ら

れ
た
。
こ
の
２
日
間
は
俳
優
さ
ん
た
ち
と

一
緒
だ
っ
た
の
で
、森
ガ
キ
監
督
か
ら
「
相

良
藩
吉
組
の
定
吉
さ
ん
と
メ
ン
バ
ー
の

方
々
で
す
」
と
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

斎
場
で
行
わ
れ
た
葬
儀
式
の
シ
ー
ン
に

は
、
多
く
の
人
吉
市
職
員
に
も
参
加
い

た
だ
い
た
。

　

老
人
と
吉
組
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
撮

い
つ
公
開
に
な
っ
と
な
？
」
と
、
ス
タ
ッ
フ

に
尋
ね
る
と
、「
人
吉
で
の
撮
影
が
終
わ
る

と
、
イ
ン
ド
で
の
撮
影
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
、
編
集
作
業
を
し
ま
す
の
で
、
来
年
の

秋
頃
の
公
開
と
な
る
予
定
で
す
」
と
応
え

た
。
す
る
と
、
そ
の
老
人
が
地
面
に
視
線

ら
れ
た
通
夜
式
シ
ー
ン
と
比
べ
る
と
、
市

職
員
の
皆
様
の
お
陰
で
か
な
り
若
返
っ
た
メ

ン
バ
ー
に
、
助
監
督
と
ス
タ
ッ
フ
か
ら
詳
細

な
葬
儀
式
シ
ー
ン
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。
説
明
の
終
わ
り
に
、
撮
影
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
む
に
は
、
カ
ッ
ト
毎
の
指
示
に
従
う

こ
と
が
大
切
だ
と
助
監
督
が
告
げ
た
。

　

斎
場
で
も
、
撮
影
前
か
ら
エ
ア
コ
ン
を
最

高
に
し
て
い
て
も
体
調
を
崩
す
方
が
出
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

様
々
な
事
情
で
１
日
だ
け
で
撮
影
を
終

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
葬
儀
式
シ
ー

ン
に
つ
い
て
は
、
映
画
関
係
者
だ
け
で
は
な

く
、
全
て
の
参
加
者
も
同
じ
く
真
剣
な
表

情
だ
っ
た
。

　

森
ガ
キ
監
督
の「
場
面
○
○
、ス
タ
ー
ト
」

の
声
が
館
内
に
響
き
、
撮
影
が
始
ま
っ
た
。

　

森
ガ
キ
監
督
の
撮
影
に
は
、
笑
い
を
と
る

シ
ー
ン
が
含
ま
れ
る
。
緊
張
し
た
雰
囲
気
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り
ま
し
た
と
い
う
。
助
監
督
の
指
示
で
は

あ
ろ
う
が
、
な
ん
と
も
恐
ろ
し
い
人
た
ち

島
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。

　

打
上
げ
に
も
参
加
し
な
い
で
帰
る
ス
タ
ッ

フ
も
い
る
ら
し
い
。
ぎ
り
ぎ
り
の
日
程
で
ク

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
の
が
分
か
る
。

　

打
上
げ
会
場
は
、
居
酒
屋
の
シ
ー
ン
で

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
京
た
る
」。
京

た
る
さ
ん
に
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
打

上
げ
の
席
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ス
タ
ッ

フ
た
ち
と
笑
顔
で
語
る
マ
マ
を
見
て
嬉
し

か
っ
た
。

　

森
ガ
キ
監
督
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
労
い

と
、
私
た
ち
全
て
の
協
力
者
へ
の
感
謝
の
言

葉
が
あ
っ
た
。
監
督
が
、
も
う
次
の
映
画
の

題
名
が
決
ま
っ
た
と
言
う
。
次
作
は
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん　

 

死
ん
じ
ゃ
っ
た
っ
て
」。
全

員
が
笑
っ
て
乾
杯
と
な
っ
た
。

【
と
り
か
い
・
ひ
ろ
し
／
人
吉
市 

】

で
あ
る
。

　

映
画
で
は
、
台
本
に
あ
る
田
舎
の
総

合
病
院
的
な
施
設
と
し
て
、
外
山
内

科
胃
腸
科
病
院
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
外
山
病
院
で
の
シ
ー
ン
は
撮
り
終

え
て
い
た
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
異
常
が

あ
っ
た
時
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
た

ら
し
い
。
先
生
や
看
護
師
さ
ん
が
居
な

い
隙
に
や
ら
か
し
た
ら
し
い
。
全
て
に

余
裕
が
な
い
証
の
様
な
出
来
事
で
あ
っ

た
。
そ
の
様
な
中
、
医
師
会
の
皆
様
に

も
大
い
な
る
ご
支
援
を
頂
い
た
そ
う
で

あ
る
。ク

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

　

撮
影
は
順
調
に
進
み
ク
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
の
前
日
に
、「
明
日
の
撮
影
終
了
と
同

時
に
打
ち
上
げ
を
行
い
ま
す
の
で
、
吉

組
の
皆
様
も
参
加
し
て
下
さ
い
」
と
、

クランクアップの打上げ

最
近
の
お
も
な
出
来
事

５
月
21
日
（
日
）

▽
熊
本
地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
フ
ェ
ス
タ
（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
）

▽
第
31
回
繊
月
ま
つ
り
（
人
吉
市
新
町
繊
月
酒
造
敷
地
内
）

▽
ヒ
ス
テ
リ
ア
テ
ラ
ス
五
木
谷
イ
ベ
ン
ト「
炭
窯
の
炭
出
し
」（
五
木
村
同
施
設
）

５
月
26
日
（
金
）

▽
第
２
回
坂
本
町
１
０
０
人
会
議

５
月
27
日
（
土
）

▽
人
吉
球
磨
地
域
「
医
療
と
介
護
連
携
研
修
会
」（
人
吉
市
カ
ル
チ
ャ
ー
パ

レ
ス
）

▽
「
人
吉
・
球
磨
山
頭
火
の
会
」
市
民
講
座
（
人
吉
市
東
西
コ
ミ
セ
ン
）

▽
石
塚
ま
み
コ
ン
サ
ー
ト
（
ひ
と
よ
し
森
の
ホ
ー
ル
）

▽
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
」（
錦
町
球
磨
川
河
川
敷
）、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
（
く
ま
川
鉄
道
「
お
か
ど
め
幸
福
駅
」
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

５
月
28
日
（
日
）

▽
熊
本
地
震
復
興
祈
願
「
第
32
回
ふ
る
郷
愛
鏡
祭
」（
八
代
市
鏡
支
所
・
鏡

文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺
）

▽
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
人
吉
市
同
施
設
）

▽
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
公
式
発
見
１
０
０
周
年
記
念
「
音
明
屋・ビ
エ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
」（
錦
町
木
上
駅
近
く
広
場
）

６
月
１
日
（
木
）

▽
球
磨
川
水
系
「
鮎
漁
解
禁
」

６
月
９
日
（
金
）

▽
人
吉
書
道
連
盟
展（
〜
11
日
、人
吉
市
イ
ス
ミ
本
店
地
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）

６
月
11
日
（
日
）

▽
映
文
協
第
１
０
４
回
名
画
会
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」（
あ
さ
ぎ
り
町
深

田
せ
き
れ
い
館
）

６
月
13
日
（
火
）

▽
球
磨
の
焼
酎
学
校
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
（
人
吉
市
・
翠
嵐
楼
）

今
月
の一
言

　
『
文
読
む
月
日
』（
　
　
　
　
）
よ
り

レ
フ
・
ト
ル
ス
ト
イ
編
著

北
御
門
二
郎
訳

　

人
生
は
、
そ
れ
が
人
生
の
掟
の
、
換
言
す
れ
ば
神
の
掟

の
遂
行
で
あ
る
度
合
い
に
応
じ
て
、
善
き
人
生
と
言
う
べ

き
で
あ
る
。

表
紙
写
真　

球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
地
区
に
あ
る
「
阿
蘇

　
　
　
　
　

神
社
鳥
居
と
阿
蘇
釈
迦
堂
』

　

エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
ゆ
か
り
の
須
恵
地
区
を
訪
ね
た
５
月
下
旬

は
田
植
え
の
真
っ
盛
り
。
か
つ

て
は
、
こ
の
田
ん
ぼ
の
位
置
に

長
い
参
道
が
あ
り
、
鳥
居
を
く

ぐ
っ
て
阿
蘇
神
社
に
参
拝
し
た

と
い
う
。

撮
影　

松
本
学
（
編
集
部
）
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「
坂
本
町
の
遊
休
施
設
・
空
き
家
の
利
活

用
」
を
テ
ー
マ
に
約
60
人
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活

発
に
提
案
を
お
こ
な
っ
た
。「
荒
瀬
ダ
ム
撤

去
に
伴
う
地
域
づ
く
り
部
会
・
１
０
０
人

会
議
チ
ー
ム
」
が
主
催
。
同
会
議
に
先
立

ち
、
５
月
14
日
、
同
町
葉
木
地
区
の
ボ
ー

ト
ハ
ウ
ス
の
見
学
会
が
実
施
さ
れ
た
。
ダ
ム

撤
去
に
と
も
な
い
同
ハ
ウ
ス
の
利
活
用
が
課

題
に
な
っ
て
い
た
。

　

同
町
は
高
齢
化
率
52
パ
ー
セ
ン
ト
の
地

域
だ
が
、
若
者
の
参
加
が
目
立
っ
た
。
参

加
条
件
を
坂
本
町
住
民
に
限
定
し
な
か
っ

た
こ
と
も
若
者
の
参
加
増
加
に
つ
な
が
っ

た
。
参
加
者
の
意
見
・
提
案
は
、
現
在
、

集
計
中
で
あ
る
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
意
見
・
提
案

を
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

れ
を
具
体
化
す
る
方
法
に
つ
い
て
踏

み
込
ん
で
議
論
す
べ
き
で
あ
っ
た
、

他
地
域
で
も
同
様
の
課
題
を
か
か

え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し

た
地
域
で
の
取
り
組
み
を
ま
と
め

て
資
料
と
し
て
配
布
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
制

度
上
の
制
約
を
も
ち
だ
さ
ず
に
夢
を
語
れ

る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
、
女
性
参
加
者

が
少
な
く
、
男
性
中
心
の
会
議
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
無
理
に
結
論
を
出
す
必
要
は

な
く
、
会
議
を
開
催
し
意
見
を
出
し
合
う

こ
と
だ
け
で
も
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
、

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　

テ
ー
マ
と
は
別
に
、
町
内
の
地
域
活
動
の

紹
介
も
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
坂
本
住

民
自
治
協
議
会
は
、
今
秋
に
、「
国
際
児

童
絵
画
展
」
を
開
催
す
る
と
発
表
し
た
。

５
月
26
日
、
第
２
回

坂
本
100
人
会
議
、開
催
さ
れ
る

荒瀬ダム ボートハウス

約 60 人が参加した第２回会議

国際児童絵画展のポスター

絵と文／坂本福治

　

こ
の
稿
を
書
こ
う
と
思
っ
た
日
の
朝
、
ラ
ジ
オ
が
「
き
ょ
う

は
何
の
日
」
で
三
浦
雄
一
郎
氏
の
こ
と
を
語
っ
た
。
世
界
初
の

エ
ベ
レ
ス
ト
滑
降
。
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
二
分
二
十
秒
で
滑
っ

た
。
大
阪
万
博
の
一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
）。
こ
れ
が

大
き
な
話
題
と
な
り
、
方
々
で
講
演
を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
私
が
住
ん
で
い
た
江
戸
川
区
に
も
来
ら
れ
た
。

　

多
分
、
私
は
一
番
前
の
席
に
い
た
の
だ
ろ
う
。
か
の
大
人
物

を
し
っ
か
り
と
ら
え
よ
う
と
、
夢
中
で
描
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

話
も
よ
く
聴
い
た
つ
も
り
だ
が
、
日
頃
か
ら
重
さ
二
十
五
キ
ロ

の
靴
を
は
い
て
歩
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
が
記
憶
に
残
っ
て

い
る
。

　

大
き
な
話
を
聴
い
て
、
私
の
心
臓
も
強
く
な
っ
た
の
か
、
三

浦
氏
に
サ
イ
ン
を
願
っ
た
ら
し
い
。
左
側
の
走
り
書
き
風
の
線

は
、
三
浦
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

私
の
急
務
は
身
辺
整
理
な
の
だ
が
、
こ
ん
な
の
が
出
て
来
る

の
で
、
ち
っ
と
も
は
か
ど
ら
な
い
。

【
さ
か
も
と
・
ふ
く
じ
／
画
家
、
人
吉
市
】

その ⑮

　
三
浦
雄
一
郎
氏
を
描
く
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民
家
か
ら
川
を
渡
っ
て
農
地
へ
向
か
う
た

め
の
自
家
用
の
石
橋
で
あ
る
。
現
在
も
現

役
で
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
通
路
面
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
舗
装
し
、
鉄
製
の
手
す
り
も

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
一
見
す
る
と
石
橋
と

は
気
づ
き
に
く
い
が
、
側
面
か
ら
見
る
と

輪
石
の
ア
ー
チ
は
し
っ
か
り
と
残
っ
て
お
り
、

土
台
は
石
橋
が
支
え
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　

架
橋
年
不
明
。
石
工
は
岩
永
三
平
と
伝

わ
っ
て
い
る
。
以
前
紹
介
し
た
新
村
眼
鏡
橋

も
そ
う
だ
が
、
三
平
は
重
盤
岩
眼
鏡
橋
の

よ
う
な
公
共
工
事
以
外
に
も
自
家
用
の
小

さ
な
橋
も
請
け
負
っ
て
お
り
、
津
奈
木
の
住

民
と
も
親
交
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

橋
長
１
・
75
メ
ー
ト
ル
、幅
１
・
４
メ
ー
ト
ル
。

寺
前
眼
鏡
橋
　

葦
北
郡
津
奈
木
町
千
代

　

近
く
の
高
台
に
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

光
明
寺
が
あ
り
、
そ
の
名
の
と
お
り
寺
前

に
架
か
っ
て
い
た
橋
で
あ
る
。
橋
の
あ
る
道

は
、い
ま
で
こ
そ
農
地
を
走
る
一
般
道
だ
が
、

か
つ
て
は
薩
摩
街
道
だ
っ
た
。

　

嘉
永
二
年
（
１
８
４
９
）、
こ
の
橋
の
あ

る
辺
り
は
、
大
雨
や
梅
雨
の
時
期
に
は
川

が
増
水
し
、
街
道
を
通
る
多
く
の
人
が
困
っ

内
野
眼
鏡
橋
　

葦
北
郡
津
奈
木
町
千
代

「内野眼鏡橋」
津奈木町指定文化財（昭和 50 年 11月
26日指定）

石
橋
を
訪
ね
る 

⑥
上村 和代

て
眼
鏡
橋
の
保
全
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

嘉
永
七
年
（
１
８
５
４
）
設
造
、
橋
長

８
・
０
メ
ー
ト
ル
、
橋
幅
３
・
２
メ
ー
ト
ル
。

石
工
の
名
は
不
明
。

三
貫
七
百
四
拾
目
余
を
献
金
。
そ
れ
に
地

域
の
年
貢
も
加
え
て
四
貫
九
拾
目
余
調
達

し
、
建
設
資
金
に
充
て
た
。
嘉
永
七
年

（
１
８
５
４
）
に
橋
が
完
成
し
て
か

ら
は
、
大
雨
や
洪
水
で
も
安
全
に
川

を
渡
れ
、
便
利
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

が
、
十
九
世
紀
の
熊
本
藩
住
民
評
価
・

褒
章
を
記
録
し
た
資
料「
町
在
」に
残
っ

て
い
る
。

　

残
念
な
こ
と
に
現
在
、
橋
の
姿
を
直

接
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
道
路
改
修

に
よ
り
、
橋
の
上
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
橋
が
で
き
た
た
め
だ
。
し
か
し
、
川

の
土
手
に
降
り
て
よ
く
見
る
と
、
眼
鏡

橋
と
新
設
橋
の
間
に
は
数
セ
ン
チ
の
隙

間
が
あ
り
、
旧
橋
に
負
担
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
た

ま
た
ま
な
の
か
、な
に
か
の
意
図
が
あ
っ

て
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
結
果
と
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
眼
鏡
橋
を
架
け
よ

う
と
山
田
清
栄
と
い
う
地
元
の
医
師
が
銭

「寺前眼鏡橋」
津奈木町指定文化財（昭和 50 年 11月26日指定）
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道
路
な
ど
。
垂
直
水
平
に
走
る
直
線
ば
か

り
の
風
景
の
中
で
、
美
し
く
整
え
ら
れ
大

き
さ
の
そ
ろ
っ
た
輪
石
の
エ
ッ
ジ
の
利
い
た

断
面
や
緩
や
か
な
曲
線
を
描
く
ア
ー
チ
は

ひ
と
き
わ
目
を
引
く
。
こ
れ
も
石
橋
造
り

の
名
工
、
岩
永
三
五
郎
の
技
術
を
受
け
継

い
だ
三
平
の
技
の
表
れ
な
の
だ
ろ
う
。

　

嘉
永
三
年
（
１
８
５
０
）
設
造
、
石
材

は
凝
灰
岩
。
橋
長
13
・
８
メ
ー
ト
ル
、
橋

幅
３
・
８
メ
ー
ト
ル
。

【
う
え
む
ら
・
か
ず
よ
／
水
俣
市
】

　

重
盤
岩
眼
鏡
橋
か
ら

川
下
へ
向
か
っ
て
三
つ
目

の
橋
に
あ
た
り
津
奈
木
川

と
支
流
の
千
代
川
の
合
流

点
に
架
か
る
。

　

こ
の
橋
も
通
行
量
の

多
い
現
役
の
橋
で
あ
る
た

め
、
通
路
面
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
な
り
、
欄
干
は

鉄
パ
イ
プ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
か

の
橋
と
違
っ
て
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
な

感
じ
が
し
な
い
。

　

津
奈
木
町
に
残
る
眼
鏡
橋
の
ほ
と
ん
ど

が
田
園
風
景
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
橋
だ
け

は
人
工
的
な
物
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、

少
し
離
れ
て
眺
め
る
と
よ
く
わ
か
る
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
整
備
さ
れ
た
護
岸
や
車
道
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
新
幹
線
の
高
架
に
変
電

所
の
鉄
塔
や
高
圧
電
線
、
建
設
中
の
高
速

中
村
眼
鏡
橋
　

葦
北
郡
津
奈
木
町
岩
城

「中村眼鏡橋」
津奈木町指定文化財（昭和 50 年 11月26日指定）

　

不
思
議
な
縁
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
、

【
１
】 

田
中
一
彦
氏
の
親
友
が
わ
た
し
と
同
じ
九
大
・
医
局
の
研
究

室
で
三
年
先
輩
の
親
友
だ
っ
た
。
彼
ら
は
修
猷
館
の
同
級

生
。
私
の
そ
の
親
友
か
ら
「
岐
部
君
、
田
中
一
彦
君
が
エ
ン

ブ
リ
ー
の
本
『
忘
れ
ら
れ
た
人
類
学
者
』
を
書
い
た
の
で
送

る
よ
」
と
い
う
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
そ
の
親
友
は
私
の

大
学
の
同
級
生
の
病
院
の
院
長
を
さ
れ
て
い
る
。

【
２
】
私
の
親
友
か
ら
の
電
話
が
あ
っ
て
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
西

野
さ
ん
と
い
う
ケ
ア
マ
ネ
（
介
護
支
援
員
）
が
私
の
病
院
に

患
者
を
連
れ
て
き
た
。
左
手
に
は『
忘
れ
ら
れ
た
人
類
学
者
』

の
本
を
持
っ
て
い
た
。
彼
女
曰い

わ

く
「
先
生
が
岐
部
先
生
で
す

か
？　

わ
た
し
の
家
に
よ
く
泊
ま
る
田
中
一
彦
さ
ん
が
岐
部

先
生
に
お
会
い
し
た
い
と
言
っ
て
ま
し
た
よ
」

【
３
】
私
が
田
中
一
彦
氏
の
『
忘
れ
ら
れ
た
人
類
学
者
』
の
本
を
検

査
の
合あ

い

間ま

に
読
ん
で
い
る
と
き
に
、
た
ま
た
ま
八
十
七
歳
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
診
察
に
き
た
。
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
須

恵
村
出
身
。
父
は
須
恵
村
の
お
菓
子
屋
さ
ん
。
彼
女
に
本

に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
み
せ
る
と
「
こ
の
お
菓
子
を
焼
い
て

い
る
の
は
父
で
す
。
こ
の
三
人
の
子
ど
も
の
一
人
は
わ
た
し
。

こ
れ
は
わ
た
し
と
わ
た
し
の
祖
母
で

す
」
と
田
中
一
彦
氏
の
『
忘
れ
ら
れ

た
人
類
学
者
』
の
本
の
三
つ
の
写
真

は
彼
女
と
彼
女
の
親
族
の
写
真
だ
っ

た
。
写
真
を
み
て
童
心
に
か
え
っ
た

彼
女
は
童
女
の
昔
に
か
え
っ
た
よ
う

な
素
敵
な
笑
顔
を
さ
れ
た
。

　

縁
と
は
何
と
も
不
思
議
だ
な
ァ
。【

き
べ
・
あ
き
ひ
ろ
／
人
吉
市
】

『
忘
れ
ら
れ
た
人
類
学
者
』
の
縁

外
山
胃
腸
病
院
院
長　

岐
部
明
廣
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ト
ン
、
25
年
度
に
３
万
３
千
ト
ン
、
26
年
度

に
３
万
５
千
４
０
０
ト
ン
を
除
去
し
た
。
し

か
し
、
堆
積
土
砂
量
は
減
少
せ
ず
、
む
し
ろ

増
加
し
た
。
電
源
開
発
は
、
平
成
27
年
11
月

に
「
堆
積
土
砂
処
理
計
画
」
を
新
た
に
作
成

し
、
平
均
堆
積
土
砂
量
を
１
万
７
千
ト
ン
か

ら
２
万
３
千
ト
ン
に
引
き
上
げ
た
。
そ
れ
は
、

あ
く
ま
で
も
平
均
で
あ
る
。
大
雨
の
と
き
に
は

土
砂
量
は
増
え
る
。「
27
年
計
画
」
は
処
理
予

定
量
を
大
幅
に
引
き
上
げ
た
。
そ
れ
を
実
行

で
き
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
計
画
と
お
り
に
い
く

か
は
疑
問
で
あ
る
。
除
去
費
用
は
相
当
な
額
に

な
る
と
予
想
す
る
（
写
真
１
）（
写
真
２
）。

山
腹
崩
壊
と
災
害

　

ダ
ム
は
水
を
貯
め
て
い
る
。降
雨
な
ど
に
よ
っ

て
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
た
場
合
、
ダ
ム
湖
内

の
水
が
ダ
ム
を
越
流
し
大
災
害
を
も
た
ら
す
の

で
は
な
い
か
と
の
不
安
が
残
る
。
旧
坂
本
村（
八

代
市
坂
本
町
）
で
は
平
成
５
年
（
１
９
９
３

年
）、
台
風
13
号
に
よ
っ
て
倒
木
被
害
が
発
生

し
た
。
植
林
の
管
理
不
足
に
よ
る
倒
木
だ
っ

た
。
雨
量
は
少
な
く
と
も
管
理
不
足
の
と
き
に

民
は
驚
き
、
堆
積
土
砂
の
除
去
を
求
め
た
。

土
砂
は
除
去
さ
れ
な
か
っ
た
。
洪
水
被
害
が
た

び
た
び
発
生
し
た
。

　

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
か
ら
、
国
土

交
通
省
は
同
ダ
ム
の
土
砂
堆
砂
状
況
に
つ
い
て

の
定
期
検
査
を
始
め
た
。
調
査
結
果
は
、「
ダ

ム
湖
内
に
過
剰
な
土
砂
が
堆
積
し
、
洪
水
被

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
す
る
「
Ａ
」

判
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
同
ダ
ム
の
管
理
責
任
者
で
あ
る
電
源
開

発
株
式
会
社
は
、
堆
積
土
砂
の
除
去
作
業
を

実
施
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
計
画
す
ら
立

案
し
な
か
っ
た
。

　

水
利
権
更
新
を
３
年
後
に
控
え
た
平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）
に
、
同
社
は
撤
去
計
画
を

国
交
省
に
提
出
し
、
除
去
作
業
を
は
じ
め
た
。

平
成
23
年
度
に
１
万
ト
ン
、
24
年
度
に
３
万

　

５
月
26
日
、
八
代
ハ
ー
モ
ニ
ホ
ー
ル
（
第

３
小
会
議
室
）
で
、「
ダ
瀬
戸
石
ダ
ム
湖
の
調

査
報
告
会
」（「
瀬
戸
石
ダ
ム
を
撤
去
す
る
会
」

主
催
）
が
開
催
さ
れ
た
の
で
参
加
し
た
。
講
師

は
崇
城
大
学
名
誉
教
授
の
村
田
茂
之
先
生
。

同
ダ
ム
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
多
岐
に
わ
た
る

報
告
を
う
か
が
い
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た

い
問
題
を
私
見
と
い
う
形
で
述
べ
る
。

土
砂
堆
砂
問
題

　

瀬
戸
石
ダ
ム
は
、昭
和
33
年（
１
９
５
８
年
）

に
完
成
し
た
。
そ
の
直
後
か
ら
土
砂
の
堆
砂
が

始
ま
っ
た
。
堆
砂
は
ダ
ム
湖
内
で
す
す
ん
だ
。

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
年
）、
芦
北
側
の
護
岸

工
事
の
た
め
に
、
瀬
戸
石
ダ
ム
は
ダ
ム
湖
の
水

を
す
べ
て
放
流
し
た
。
ダ
ム
建
設
か
ら
13
年
経

過
し
て
い
た
、
ダ
ム
湖
の
状
況
を
見
て
流
域
住

水
は
流
れ
て
い
る
ほ
う
が
い
い

　 

内
田
次
一

は
倒
木
・
土
砂
崩
れ
が
発
生
す
る
。
旧
坂
本

村
の
場
合
は
、
深
層
崩
壊
で
な
く
表
層
崩
壊
で

あ
っ
た
（
写
真
３
）。

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）、
鹿
児
島
県
出

水
市
で
土
石
流
災
害
が
発
生
し
た
。
山
の
斜

面
が
幅
90
メ
ー
ト
ル
、長
さ
２
２
０
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
28
メ
ー
ト
ル
、
16
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の

斜
面
崩
壊
で
あ
っ
た
。
土
砂
は
た
め
池
・
砂
防

ダ
ム
を
乗
越
え
て
、
死
者
21
人
、
重
軽
傷
者

13
人
、
全
壊
家
屋
19
棟
の
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
そ
の
６
年
後
、
水
俣
市
で
同
じ

く
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
た
。
幅
90
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
１
３
０
メ
ー
ト
ル
、深
さ
18
メ
ー
ト
ル
で
、

５
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
崩
壊
で
、
出
水
市
の
場

合
の
３
分
の
１
の
規
模
で
あ
っ
た
が
、
死
者
15

名
、
重
軽
傷
者
６
名
、
全
壊
家
屋
13
棟
の
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
３
箇
所
に
砂
防
ダ
ム
が

あ
っ
た
が
、
流
出
し
た
、
同
じ
よ
う
な
崩
壊
が

な
ぜ
発
生
し
た
の
か
。
出
水
市
と
水
俣
市
は

12
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
。両
者
は
、地
質
上
、

「
輝
石
安
山
岩
」
と
い
う
風
化
地
域
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
所
で
は
、
今
後
も
類
似
の
崩
壊

が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

ダ
ム
の
た
め
に
大
災
害
に
な
っ
た
例
と
し

て
、
イ
タ
リ
ア
の
バ
イ
オ
ン
ト
谷
に
建
設
さ
れ

① 瀬戸石ダムの土砂堆砂状況（村田先生の説明）

② 土砂除去作業

③ 坂本の倒木・土砂災害（村田先生の説明）
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今
は
、
お
と
な
し
く
し
て
い
る
が
将
来
、
巨
大

地
震
を
ひ
き
こ
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
。
地
震

で
山
が
崩
れ
る
か
、
雨
で
山
が
崩
れ
る
か
、
ど

ち
ら
と
も
危
険
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
水
を
た

め
て
い
る
ダ
ム
に
こ
ん
な
土
砂
が
落
ち
た
ら
、

大
災
害
に
な
る
。
水
は
、
出
来
る
だ
け
溜
め

ず
に
流
し
た
ほ
う
が
良
い
（
写
真
４
）。

発
電
利
益
と
コ
ス
ト

　

瀬
戸
石
ダ
ム
は
発
電
で
ど
れ
だ
け
稼
い
で
い

る
か
。
年
間
１
億
２
千
万
円
と
推
測
さ
れ
て

い
る
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
、
水
利
権
期
間

の
20
年
間
で
24
億
円
程
度
に
な
る
。
純
益
は
そ

の
半
分
程
度
で
あ
ろ
う
。
堆
積
土
砂
の
除
去

を
徹
底
的
に
す
す
め
て
い
く
と
、
そ
の
た
め
の

コ
ス
ト
が
加
算
さ
れ
て
い
き
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

発
電
利
益
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
経
営
判
断
と
し

て
は
、
水
利
権
は
更
新
し
な
い
方
が
よ
い
。
こ

れ
ま
で
は
堆
積
土
砂
を
除
去
せ
ず
、
稼
ぐ
だ

け
稼
い
で
い
た
。
し
か
し
、い
ま
は
、
ち
が
う
。

【
う
ち
だ
・
つ
ぎ
い
ち
／
八
代
市
坂
本
町
】

球
磨
川
流
域
も
同
様
で
あ
る
。
村
田
先
生
（
専

門
は
地
質
学
）
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
自
然

現
象
に
つ
い
て
の
分
析
は
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い

な
い
。
殊
に
地
震
の
予
知
に
つ
い
て
は
「
で
き

な
い
」
と
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
阪
神
淡
路
の

地
震
・
新
潟
地
震
・
東
北
地
震
・
熊
本
地
震
、

こ
れ
ら
の
地
震
の
発
生
を
予
測
し
た
も
の
は
い

な
い
。
八
代
に
は
「
日
奈
久
断
層
」
が
あ
る
。

た
ア
ー
チ
ダ
ム
が
有
名
で
あ
る
。
完
成
し
て

３
年
後
（
１
９
６
３
年
）、
隣
接
の
地
山
で
巨

大
地
す
べ
り
が
発
生
し
、
土
砂
が
ダ
ム
湖
に

流
れ
込
み
、
あ
ふ
れ
出
た
水
が
洪
水
と
な
り
、

２
１
２
５
人
の
死
者
を
出
し
た
。
崩
壊
土
量

は
１
億
４
千
立
方
メ
ー
ト
ル
、
１
分
で
一
気
に

流
れ
下
り
、
高
さ
１
０
０
メ
ー
ト
の
ダ
ム
を
土

砂
は
飛
び
越
え
た
。
ち
な
み
に
１
６
７
２
年
に

島
原
の
眉
山
が
大
崩
壊
し
、
３
億
４
千
万
立

方
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
が
有
明
海
に
流
れ
込
ん
だ

例
も
念
頭
に
お
い
て
お
き
た
い
。
い
わ
ゆ
る「
島

原
大
変
肥
後
迷
惑
」
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
４

～
５
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
発
生
し
、
熊
本
で
約

５
０
０
０
人
が
死
亡
し
た
。
水
の
中
に
土
砂

が
流
れ
込
む
と
、
こ
の
よ
う
に
大
被
害
を
ひ
き

お
こ
す
。

　
「
瀬
戸
石
崩
れ
」
の
よ
う
な
大
規
模
な
崩
壊

は
も
う
発
生
し
な
い
よ
と
い
う
人
が
い
る
。
し

か
し
、
そ
う
と
は
到
底
断
言
で
き
な
い
。
深
層

崩
壊
発
生
の
危
険
性
は
低
い
が
、
皆
無
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
阿
蘇
の
立
野
ダ
ム
予
定
地
、

阿
蘇
大
橋
が
あ
っ
た
場
所
に
つ
い
て
、
地
震
で

崩
壊
す
る
と
は
誰
も
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

④ 瀬戸石ダム

柳人があじわう漱石俳句

愚
か
な
れ
ば
独
り
す
ゞ
し
く
お
は
し
ま
す

（
漱
石
36
歳
）

薔
薇
ち
る
や
天
似
孫
の
詩
も
見
厭
た
り（

同
）

能
も
な
き
教
師
と
な
ら
ん
あ
ら
涼
し

（
同
）

　

天
似
孫
は
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
テ
ニ
ソ
ン
の
こ
と
。
ロ
ン
ド

ン
で
苦
し
ん
だ
神
経
の
病
は
帰
っ
て
か
ら
も
完
治
せ
ず
、
学

問
に
倦う

ん
だ
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　

10
句
目
に
あ
る
次
の
句
に
も
漱
石
の
苦
渋
が
み
え
る
。

　

最
後
の
13
句
目
は
留
学
経
験
を
句
材
に
し
た
次
の
句
。

　

漱
石
最
初
の
小
説『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』を
俳
句
雑
誌「
ホ

ト
ト
ギ
ス
」
に
発
表
し
た
の
は
こ
の
１
年
半
後
の
こ
と
。
西

洋
と
東
洋
の
精
神
の
混
乱
を
小
説
に
反
映
し
て
い
く
。

　

継
続
は
力　

マ
ン
ネ
リ
に
暮
ら
す

　

白
白
白
白
白
白
と
で
る
ガ
ラ
ポ
ン

　

矮
小
化
さ
れ
た
向
日
葵
が
臭
う
つ

　
『
漱
石
全
集
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
と
、
こ
の
句
か
ら

13
句
を
井
上
微び

し
ょ
う笑
（
藤
太
郎
）
に
送
っ
た
も
の
と
あ
る
。

　

微
笑
は
熊
本
県
球
磨
郡
湯
前
町
の
俳
人
で
、
俳
句
結
社

白は
く
せ
ん扇
会
を
主
宰
し
て
い
た
。
生
れ
は
現
在
の
福
岡
県
朝
倉

市
だ
が
、
父
の
仕
事
の
関
係
で
移
り
住
み
、
当
時
の
湯
前

村
役
場
に
勤
務
す
る
。
漱
石
が
在
熊
時
に
お
こ
し
た
俳
句

結
社
紫し

溟め
い

吟
社
に
投
句
し
、
夏
目
漱
石
選
で
入
選
を
果
た

し
た
こ
と
も
あ
り
、
漱
石
を
知
っ
て
い
た
。

　

微
笑
に
請
わ
れ
て
送
っ
た
13
句
は
、
漱
石
が
ロ
ン
ド
ン
留

学
か
ら
帰
っ
た
の
ち
東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
詠
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
句
に
は
、
夜
討
・
同
心
衆
・
十
手
・
一
筋
町
・

旅
芸
者
・
鍛
冶
・
市
の
灯
・
玻
璃
盤
な
ど
の
江
戸
（
東
京
）

ら
し
き
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
句
稿
に
は
「
…
マ
ズ
キ
も

の
ば
か
り
に
候
」
と
い
う
漱
石
の
自
句
へ
の
謙
遜
の
文
面
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。
微
笑
は
漱
石
と
同
じ
慶
応
３
年
生
れ
。

36
歳
ど
う
し
の
若
き
交
流
だ
っ
た
。

【
い
わ
さ
き
楊よ
う

子こ

／
川
柳
誌
「
裸ら

ぎ木
」
編
集
人
、熊
本
市
】

いわさき楊子

─ ⑮ ─
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建
築
み
て
あ
る
記
⑩

悟
真
寺
御
霊
殿
を
あ
る
く　 

森
山　

学

　

下
流
域
の
球
磨
川
と
水
無
川
の
間
に
そ

び
え
る
八
丁
山
、
そ
の
北
か
ら
西
に
か
け

て
国
史
跡
の
古
麓
城
跡
が
広
が
る
。
こ
こ

は
南
北
朝
時
代
以
来
の
山
城
で
、
名
和
時

代
の
飯
盛
城
跡
や
相
良
時
代
の
新
城
跡
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
今
回
訪
問
す
る
の
は
八
丁
山
の
北

の
麓
、
水
無
川
（
中
宮
川
）
沿
い
の
悟ご

真し
ん

寺じ

で
あ
る
。
八
代
駅
東
町
線
の
バ
ス
で「
谷
」

に
下
車
、
参
道
入
口
ま
で
徒
歩
三
分
で
あ

る
。

　

悟
真
寺
の
山
号
は
「
中
宮
山
」。
そ
の
由

緒
は
妙
見
中
宮
に
始
ま
る
。
妙
見
中
宮
は

永
暦
元
年
（
一
一
六
○
）、
二
条
天
皇
の
勅

願
に
よ
り
、
肥
後
国
司
・
平
貞
能
が
創
建

し
た
。
そ
の
神
宮
寺
が
天
台
宗
・
護ご

神し
ん

寺じ

で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
懐
良
親
王
御
墓
の
あ
る

水
無
川
沿
い
の
小
さ
な
平
地
に
あ
っ
て
、
今

で
も
塔
の
心
礎
が
残
っ
て
い
る
。

　

懐
良
親
王
は
、
征
西
将
軍
隠
退
後
の
天

授
七
年
（
一
三
八
一
）、
母
・
霊れ

い

照
し
ょ
う

院い
ん

禅ぜ
ん

定じ
ょ
う
に尼
の
三
一
回
忌
に
護
神
寺
に
参
籠
し
、
妙

見
中
宮
に
宝ほ

う

篋き
ょ

印い
ん
と
う塔
を
奉
納
し
て
い
る
。

さ
ら
に
父
・
後
醍
醐
天
皇
と
母
の
霊
牌
を

つ
く
り
、
水
無
川
の
対
岸
、
大
平
山
に
顕

孝
寺
を
建
立
し
安
置
し
た
。

　

懐
良
親
王
が
亡
く
な
る
と
、
護
神
寺
に

御
墓
と
菩
提
所
・
悟
真
寺
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
ゴ
シ
ン
ジ
は
曹
洞
宗
に
改
め
ら

れ
、
九
州
各
地
に
八
○
以
上
の
末
寺
を
抱

え
る
大
寺
へ
発
展
す
る
。

　

小
西
行
長
時
代
の
衰
退
の
の
ち
、
加
藤

清
正
時
代
の
慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）、
当

写真① 山門から見た参道。奥に御霊殿

寺
保
存
法
に
も
貢
献
し
た
。
そ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
は
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
に
世
界
を
一

周
し
た
建
築
調
査
紀
行
は
世
界
初
の
試
み

で
あ
っ
た
。
法
隆
寺
を
ギ
リ
シ
ア
神
殿
と
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
で
結
び
つ
け
た
研
究
は
刺
激
的

で
あ
る
。

　

建
築
家
と
し
て
も
平
安
神
宮
、
明
治
神

宮
、
祇
園
閣
、
靖
国
神
社
神
門
、
築
地
本

願
寺
と
、
正
統
派
か
ら
、
何
と
も
奇
妙
な

建
築
ま
で
を
手
が
け
た
。
彼
の
奇
妙
さ
は
、

幼
少
期
か
ら
妖
怪
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

資
質
に
よ
る
も
の
で
、
妖
怪
画
も
得
意
と

し
た
。

　

こ
の
伊
東
に
設
計
を
依
頼
し
た
経
緯
は

二
説
あ
る
。
古
麓
城
の
支
城
・
平
山
城
主

の
松
岡
家
の
子
孫
に
し
て
、
台
湾
新
聞
・

台
湾
精
糖
社
長
で
あ
っ
た
松
岡
富
雄
が
御

霊
殿
の
願
主
で
あ
る
。
そ
の
松
岡
か
ら
、

大
日
本
精
糖
の
社
長
も
務
め
た
藤
山
コ
ン

に
建
つ
の
は
御
霊
殿
（
写
真
②
）
で
あ
る
。

　

御
霊
殿
は
、
加
藤
時
代
の
再
興
か
ら
長

い
年
月
を
経
た
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

の
建
設
。
懐
良
親
王
両
親
の
霊
牌
、
親
王

自
身
の
位
牌
と
木
像
を
安
置
す
る
。
当
時
、

両
親
の
霊
牌
は
小
西
時
代
の
不
遇
と
明
治

時
代
の
神
仏
分
離
を
経
て
、
八
代
市
袋
町

の
医
王
寺
へ
移
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ

れ
を
再
び
こ
の
地
へ
、
と
い
う
檀
家
の
思
い

が
高
ま
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
設
計
を
依
頼
さ
れ
た
の
が
建
築
家
・

伊
東
忠
太
で
あ
る
。
実
は
こ
の
伊
東
忠
太
、

大
御
所
で
あ
り
、
か
つ
異
色
の
す
ご
い
人
物

な
の
で
あ
る
。
彼
は
帝
国
大
学
（
現
・
東

京
大
学
）
の
大
学
院
に
進
学
し
た
最
初
の

建
築
家
で
、
工
学
博
士
を
取
得
し
て
日
本

初
の
建
築
史
研
究
者
と
な
る
。

　

研
究
者
と
し
て
全
国
の
古
建
築
を
調
査

し
、
文
化
財
保
護
法
の
前
身
で
あ
る
古
社

初
の
地
か
ら
高
台
に
上
が
っ
た
現
在
地
で
再

興
さ
れ
た
。

　

坂
道
と
石
段
を
上
り
山
門
を
く
ぐ
る
と
、

再
興
時
に
植
樹
さ
れ
た
夫
婦
銀
杏
が
さ
ら

に
続
く
参
道
の
両
側
に
あ
っ
て
、
こ
の
二
本

の
枝
葉
が
つ
く
る
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
に
光

が
射
し
込
ん
で
い
る
（
写
真
①
）。
光
の
中

写真② 御霊殿の全景



39  くまがわ春秋　Vol.15　2017.6.15 38くまがわ春秋　Vol.15　2017.6.15

写真③ 亀腹

写真④ 中央に桟唐戸、左右に連子窓

写真⑤ 柱の上に平三斗。渦文が禅宗様木鼻。向拝
の柱のみ角柱

よ
う
な
奇
妙
さ
は
見
当
た
ら
な
い
。
正
統

派
で
あ
る
。
入
母
屋
造
の
三
間
四
方
の
建

物
で
、
亀
腹
（
写
真
③
）
の
上
に
建
つ
。

桧
の
丸
柱
を
長
押
で
つ
な
ぎ
、
窓
は
連れ

ん

子じ

窓ま
ど

と
呼
ば
れ
る
格
子
、
扉
は
桟
唐
戸
で
あ
る

（
写
真
④
）。
柱
の
上
部
に
あ
る
組
物
と
呼

ば
れ
る
部
位
は
平ひ

ら
み
つ三
斗と

（
写
真
⑤
）
で
あ

る
。
堂
内
（
写
真
⑥
）
の
天
井
は
折
上
格

天
井
。
床
は
畳
敷
き
だ
が
、
本
来
は
板
敷

き
だ
っ
た
ろ
う
。
日
本
古
来
の
手
法
を
正

統
に
継
承
し
て
き
た
和わ

様よ
う

で
あ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
の
伊
東
は
、「
日
本
建
築
は
木

造
か
ら
石
造
に
進
化
す
べ
き
」
と
す
る
建

築
進
化
論
を
唱
え
つ
つ
、
神
社
建
築
は
進

化
の
例
外
で
あ
り
、
祭
神
の
時
代
の
建
築

に
す
べ
き
、
と
主
張
し
て
い
た
。

ツ
ェ
ル
ン
創
始
者
、
藤
山
雷
太
を
通
じ
て
依

頼
し
た
と
い
う
の
が
一
説
。
他
説
は
、
伊
東

が
技
師
を
務
め
た
古
社
寺
保
存
会
の
参
事
・

中
川
忠
純
か
ら
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

た
だ
し
伊
東
が
手
が
け
た
と
い
う
記
録

は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
れ

で
も
建
設
現
場
に
伊
東
が
訪
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
八
代

市
鏡
町
の
貝
洲
加

藤
神
社
の
拝
殿
（
大

正
十
年
）
も
伊
東

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ

る
、
と
い
う
こ
と
で

信
憑
性
は
高
い
。

　

あ
ら
た
め
て
御

霊
殿
を
見
て
み
よ

う
。
彼
が
手
が
け

た
築
地
本
願
寺
の

と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
納
得
が
い
く
。

　

さ
ら
に
天
皇
家
と
し
て
の
特
性
は
、
正

面
の
蟇

か
え
る

股ま
た

に
彫
ら
れ
た
十
六
菊
紋
（
写
真

⑦
）
で
示
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
妖
怪
を
見
る

者
に
よ
る
奇
妙
な
建
築
で
は
な
く
、
建
築

史
研
究
者
に
よ
る
、
地
味
な
が
ら
も
設
計

意
図
を
存
分
に
発
揮
し
た
建
築
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
彼
は
十
五
年
後
、

成
田
山
新
勝
寺
の
開
山
堂
を
、
こ
の
御
霊

殿
と
ほ
ぼ
同
じ
構
成
で
建
設
し
て
い
る
。

　

妖
怪
と
言
え
ば
、
悟
真
寺
に
は
河
童
の

伝
説
も
あ
る
。
伊
東
忠
太
も
現
場
を
監
督

し
な
が
ら
、
何
か
の
気
配
を
感
じ
た
か
も

し
れ
な
い
。

【
も
り
や
ま
・
ま
な
ぶ
／
高
専
教
員
、

一
級
建
築
士
、
八
代
市
】

室
町
時
代
の
南
都
和
様
の
特
徴
と
解
釈
で

き
る
。

　

た
だ
し
木き

鼻ば
な

は
宗
派
に
も
と
づ
い
た
禅

宗
様
木
鼻（
写
真
⑤
）で
あ
る
。
こ
の
点
も
、

室
町
時
代
の
和
様
が
古
来
の
手
法
に
新
様

式
・
禅
宗
様
を
加
味
し
た
も
の
で
あ
る
こ

　

御
霊
殿
は
寺
院
だ
が
、
懐
良
親
王
は
明

治
政
府
が
創
建
を
認
め
た
八
代
宮
の
祭
神

で
も
あ
り
、
神
社
建
築
同
様
、
懐
良
親
王

に
ふ
さ
わ
し
い
室
町
時
代
の
南
朝
の
様
式

で
建
設
し
よ
う
と
努
め
た
で
あ
ろ
う
。
前

述
の
御
霊
殿
の
建
築
的
特
徴
は
、
ま
さ
に写真⑥ 折上格天井。内外陣に境はない

写真⑦ 十六菊紋の蟇股
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今月の詩
う た

　⑮

 人吉球磨児童生徒文詩集「やまぎり」から
第 34 号（2006 年３月発行）　選・作文の会

不
必
要
な
も
の
は
買
わ
な
い

　

ド
イ
ツ　

六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

　

日
本　
　

十
九
パ
ー
セ
ン
ト

衣
類
を
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
る

　

ド
イ
ツ　

二
パ
ー
セ
ン
ト

　

日
本　
　

三
十
九
パ
ー
セ
ン
ト

使
わ
な
い
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
ま
わ
す

　

ド
イ
ツ　

八
十
八
パ
ー
セ
ン
ト

　

日
本　
　

三
十
九
パ
ー
セ
ン
ト

同
じ
経
済
大
国
な
の
に

こ
の
違
い
は
何
だ
ろ
う

世
界
で
最
も
多
く
ゴ
ミ
を
発
生
さ
せ

燃
や
し
て
い
る
国

世
界
で
最
も
多
く
食
糧
を
輸
入
し

無
駄
に
捨
て
て
い
る
国

日
本

　
　
真
剣
に
　
　
　
　
　
　
　

岡
原
中
三
年
　
城
本 

伊
織

環
境
問
題
に
無
知
で
い
る
と

環
境
問
題
に
無
関
心
で
い
る
と

環
境
問
題
に
無
責
任
で
い
る
と

間
違
い
な
く　

加
害
者
に
な
り

間
違
い
な
く　

被
害
者
に
な
る

わ
た
し
に
で
き
る
こ
と

節
電
・
節
水
・
リ
サ
イ
ク
ル
…

一
人
の
力
は
微
々
た
る
も
の

で
も　

だ
れ
か
が
始
め
な
い
と

だ
れ
か
が
取
り
組
ま
な
い
と

今　

一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
が
来
て
い
る

【
評
】
ド
イ
ツ
と
日
本
の
考
え
方
の
相
違
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
独
特
の
き
り
こ
み
を
し
て
い
る
。
三
年
生
ら
し
く

視
野
を
広
げ
、
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と

は
評
価
に
値
す
る
。

その❹

て
に
ゃ
の
っ
と
ら
じ
ん
、
タ
ナ
ゴ
て
の
っ

と
っ
た
で
、
よ
ぅ
で
見
っ
と
、
カ
ラ
ス

ガ
イ
ん
中
か
し
き
ゃ
タ
マ
ゴ
は
、
生
ま

ん
て
、
書
ゃ
て
あ
っ
た
で
、
ど
し
こ
と
っ

て
捕
っ
て
き
て
、
に
ぎ
ゃ
た
っ
ち
ゃ
コ
ヒ

ナ
し
き
ゃ
お
ら
ん
、
コ
ブ
チ
ン
入
れ
て

ん
、
ふ
ゆ
っ
こ
た
ぁ
無
か
と
じ
ゃ
っ
た
。

　

ジ
ッ
ケ
ン
ブ
チ
ん
お
っ
と
じ
ゃ
っ
で

と
も
ぅ
て
、
砂
ん
あ
っ
と
こ
ら
ぁ
そ
こ

ら
く
じ
ゅ
う
、
せ
せ
っ
て
見
っ
ば
っ
て

ん
、カ
ラ
ス
ガ
イ
の
殻
い
っ
ち
ょ
な
か
っ

た
で
、
東
ん
方
か
ら
ジ
ッ
ケ
ン
ブ
チ
ん

流
れ
こ
ぅ
ど
る
、
小
み
ん
か
川
の
あ
っ

た
で
、
そ
け
ぇ
い
た
て
見
れ
ば
、
シ

ビ
ン
チ
ャ
の
泳
え
ぇ
で
さ
る
き
お
っ
た

で
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
も
見
っ
け
て
、
つ
か

ま
え
て
、
コ
ブ
チ
ん
持
っ
て
い
た
ぁ
て

逃
が
し
た
と
ば
っ
て
ん
、
雨
ん
降
っ
て

水
ん
出
た
あ
と
ん
、
ど
ぎ
ゃ
し
こ
も

ぐ
っ
て
見
た
っ
ち
ゃ
、
カ
ラ
ス
ガ
イ
も

シ
ビ
ン
チ
ャ
も
お
ら
じ
ゃ
っ
た
で
、
そ
っ

か
ら
捕
ま
ゆ
っ
と
は
、
き
ゃ
や
め
て
、

そ
っ
か
ら
そ
ん
川
に
ゃ
行
っ
ち
ゃ
お
ら

ん
で
、
今
で
ん
お
っ
と
じ
ゃ
ろ
ぅ
か
し

ら
ん
。

【
ま
つ
ふ
ね
・
ひ
ろ
み
つ
／
青
井
阿
蘇

神
社
・
文
化
苑
「
童
遊
館
」】

　

ジ
ッ
ケ
ン
ブ
チ
き
ん
ぺ
ん
に
し

き
ゃ
、
お
ら
じ
ゃ
っ
た
で
、
潜
っ
て
見
っ

け
た
っ
ち
ゃ
、
あ
ん
ま
り
ぃ
き
れ
か
っ

た
で
、
鉄
砲
イ
ザ
リ
じ
ゃ
、
突
き
ゃ

き
ら
じ
ゃ
っ
た
。

　

い
ま
ん
ご
て
ぇ
、
ナ
イ
ロ
ン
の
袋
の

あ
っ
じ
ゃ
な
し
ぃ
、
捕
ま
え
た
っ
ち
ゃ
、

入
る
ん
も
ん
も
な
か
っ
た
で
、
カ
ン
ヅ

メ
ん
空
ん
フ
タ
ん
ち
ぃ
と
っ
と
ば
も
っ

て
、
イ
ヲ
突
ぎ
ゃ
行
き
お
っ
た
。

　

捕
ま
ゆ
れ
ば
、
カ
ン
ヅ
メ
ん
中
き
ゃ

入
れ
て
、
は
っ
て
か
ん
ご
て
ぇ
フ
タ
ば

し
て
、
イ
ヲ
ば
突
き
な
が
ら
、
上
が
っ

て
い
た
ぁ
て
、
コ
ブ
チ
ん
逃
が
し
お
っ

た
ば
っ
て
ん
、
学
校
ん
図
書
館
の
イ
ヲ

の
図
鑑
ば
見
た
っ
ち
ゃ
、
シ
ビ
ン
チ
ャ

シ
ビ
ン
チ
ャ

絵と文／松舟博満
おっとわっとあすび その❹
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比
べ
て
約
３
倍
に
増
え
た
事
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

い
わ
ゆ
る
、
キ
レ
や
す
い
子
供
の
増

加
。
私
は
食
育
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
、
こ

の
件
に
一
番
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
の
は
「
食
」
し
か
な
い

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
味
覚
は
、
３
歳
で
基
礎
が
で

き
、
10
歳
で
固
定
さ
れ
ま
す
。

　

３
歳
～
10
歳
ま
で
に
食
べ
た
物
が
、
そ

の
人
の
味
覚
や
味
に
対
す
る
依
存
の
原
因

を
作
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
代
食
と
い
う
も
の

は
、
添
加
物
や
有
害
物
質
に
ま
み
れ
て
い

ま
す
。

　

カ
ロ
リ
ー
は
高
い
け
ど
栄
養
素
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
言
わ
ば
エ
ン
プ
テ
ィ

カ
ロ
リ
ー
な
食
品
が
蔓
延
（
で
ま
わ
）
っ

　

文
部
科
学
省
が
２
０
１
４
年
に
公
開

し
た
「
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
等
生
徒

指
導
の
諸
問
題
に
関
す
る
調
査
」
で
、

小
学
生
に
よ
る
暴
力
行
為
が
７
年
前
に

て
い
ま
す
。
そ
の
エ
ン
プ
テ
ィ
カ
ロ
リ
ー

食
品
の
王
様
が
「
白
砂
糖
」
で
す
。

　

消
化
吸
収
の
早
い
エ
ン
プ
テ
ィ
カ
ロ
リ
ー

（
白
砂
糖
な
ど
）
を
過
剰
に
摂
取
す
る

と
、
血
糖
値
が
急
激
に
上
昇
し
ま
す
。

上
が
り
す
ぎ
た
血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
た
め
に
、
体
内
で
は
イ
ン
ス
リ
ン
が

大
量
分
泌
さ
れ
、
今
度
は
血
糖
値
が
一

気
に
下
が
り
ま
す
。
血
糖
値
の
低
下
に

よ
り
、
ブ
ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
し

て
い
る
脳
に
影
響
が
起
こ
り
ま
す
。
脳
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
で
慢
性
頭
痛
を
は
じ

め
、「
ボ
ー
っ
と
す
る
」「
集
中
で
き
な
い
」

と
い
う
症
状
が
現
れ
ま
す
。
こ
の
低
血
糖

を
改
善
す
る
た
め
に
、
今
度
は
脳
か
ら
、

気
分
の
高
ま
り
や
攻
撃
性
を
司
る
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
や
っ
て
、
血
糖
値
の
急
激
な
上
が

り
下
が
り
に
影
響
を
受
け
、
情
緒
が
不

医食同源 ⑩

現代食

エンプテ
ィカロリ

ー

食育を始めて 10 年

浦川春加

安
定
な
「
キ
レ
や
す
い
こ
ど
も
」
が
出
来

上
が
り
ま
す
。

　

人
工
甘
味
料
・
加
工
で
ん
ぷ
ん
・
膨

張
剤
・
カ
ラ
メ
ル
色
素
・
タ
ー
ル
系
色
素
・

イ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
・
乳
化
剤
。
食
べ
て
ほ

し
く
な
い
添
加
物
を
挙
げ
る
と
キ
リ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
も
白
砂
糖
を
摂
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
近

道
で
す
。

　

私
は
白
砂
糖
を
徹
底
し
て
抜
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
時
は
市
販
の
甘
い

も
の
は
何
ひ
と
つ
買
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

白
砂
糖
に
い
か
に
依
存
し
て
い
た
の
か
身

を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
。

　

最
近
の
子
供
は
「
キ
レ
や
す
い
。
落
ち

着
き
が
な
い
。
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
だ
」
と

よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

で
も
「
子
供
だ
け
」
が
悪
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

子
供
は
そ
の
日
の
食
事
を
自
分
で
選
ぶ

事
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

親
や
大
人
が
、
与
え
て
初
め
て
食
事

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
大
人
の

選
食
力
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
お
や
つ
＝

お
菓
子
。
と
い
う
概
念
を
捨
て
る
時
代

は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
気
付
く
か
ど
う
か
で
幸
せ
な
家

庭
は
保
た
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

幸
せ
な
家
族
が
増
え
る
。
と
い
う
事
は

と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

【うらかわ・はるか／人吉市「さんぽ
カフェオーナー」】
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古
代
日
本
に
お
け
る
文
化
・
政
権
形
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

朝
鮮
半
島
の
動
乱
の
影
響
は
倭
国
（
我

国
）
に
も
及
び
避
難
民
の
増
加
と
し
て
現

れ
た
。
当
時
の
倭
王
権
力
は
大
陸
の
最
新

文
化
・
技
術
に
依
存
し
て
い
て
避
難
民
が

渡
っ
て
く
る
の
を
拒
む
理
由
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
む
し
ろ
貴
重
な
存
在
の
人
達
で
政

権
内
で
優
遇
さ
れ
、
歴
史
に
名
を
残
し
て

い
る
人
も
多
い
。

　

ヤ
マ
ト
王
権
に
仕
え
た
渡
来
人
と
し
て

は
、
秦
氏
・
東
漢
氏
・
西
文
氏
（
か
わ
ち

の
ふ
み
う
じ
）
が
代
表
的
で
あ
り
、
他
に

渡
来
人
系
の
人
物
と
し
て
鞍
部
村
主
司
馬

達
等
（
止
）（
大
唐
漢
人
、
継
体
朝
・
敏

達
朝
）、
鞍
部
多
須
奈
（
用
明
朝
）、
鞍
作

止
利
仏
師
（
推
古
朝
）、
高
向
玄
理(

高

向
氏)

、
南
淵
請
安
（
南
淵
漢
人
）、
旻(

日

て
来
た
人
々
を
意
味
す
る
。

　

歴
史
用
語
と
し
て
は
、
４
世
紀
か
ら
７

世
紀
頃
に
、
中
国
大
陸
及
び
朝
鮮
半
島
か

ら
日
本
に
移
住
し
た
人
々
を
指
す
こ
と
が

多
い
。
渡
来
は
集
中
し
て
起
こ
っ
た
訳
で
は

な
く
、
幾
つ
か
の
移
入
の
波
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ル
ー
ツ
に
関
し
て
も
、
黄
河
流

域
～
山
東
半
島
、
揚
子
江
流
域
、
満
洲
～

朝
鮮
半
島
な
ど
様
々
で
あ
る
。

　

揚
子
江
流
域
な
ど
か
ら
伝
わ
っ
た
稲
作

（
水
稲
）
に
始
ま
り
、
漢
字
・
仏
教
や
寺

院
建
築
技
術
な
ど
を
日
本
に
持
ち
込
み
、

　

日
本
全
国
に
中
国
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
っ

て
き
た
と
い
う
場
所
は
無
数
に
あ
り
、
百

済
来
も
そ
の
中
の
一
つ
の
場
所
で
あ
る
。

　

私
達
の
住
む
国
と
大
陸
は
弥
生
時
代（
Ｂ

Ｃ
10
～
Ａ
Ｄ
３
）
以
前
か
ら
人
の
往
来
が

あ
っ
た
。
考
証
を
進
め
る
と
戦
禍
の
中
の
混

乱
の
結
果
、
我
が
国
に
避
難
し
て
き
た
と

い
う
の
が
事
実
の
よ
う
だ
。
３
～
６
世
紀

に
入
る
と
活
発
化
し
、
５
３
８
（
一
説
に

は
５
５
２
年
）
年
の
仏
教
伝
来
を
機
に
日

本
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

●
「
渡
来
人
」
の
定
義
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。広
義
に
は
、海
外
か
ら
日
本
に
渡
っ

八
代
市
坂
本
町

百
済
来
の
地
名
考

鶴
崎
信
二

文
、
新
漢
人)

、
鑑
真
な
ど
が
い
る
。
朝
鮮

半
島
で
は
な
く
中
国
大
陸
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

人
物
が
多
い
。

　

弥
生
時
代
の
渡
来
を
除
け
ば
、
半
島
か

ら
の
渡
来
の
第
一
波
は
５
世
紀
前
半
に
発

生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
原
因
は
高
句
麗

軍
の
南
進
で
あ
る
。
西
暦
４
０
０
年
、
高

句
麗
は
新
羅
を
救
援
す
る
た
め
５
万
の
兵

を
南
下
さ
せ
た
。
高
句
麗
軍
は
逃
げ
る
倭

兵
を
追
っ
て
任
那
加
羅
（
金
官
国
）
ま
で

追
撃
し
た
と
い
う
。
戦
場
と
化
し
た
半
島

南
部
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
大
勢
の

人
々
が
戦
乱
を
逃
れ
て
日
本
列
島
へ
や
っ
て

き
た
。
古
い
渡
来
人
グ
ル
ー
プ
の
東
漢
（
や

ま
と
の
あ
や
）
氏
や
秦
（
は
た
）
氏
な
ど
は
、

こ
の
時
期
に
移
住
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

現
在
の
日
本
国
民
の
中
に
百
済
の
末
裔

の
方
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
の
は
事
実
で
、

古
代
で
は
国
境
と
言
う
概
念
は
な
い
の
で

半
島
の
先
端
か
ら
対
馬
島
を
飛
び
石
に
し

て
、
多
く
の
人
が
来
倭
し
て
き
た
と
思
わ

れ
る
。三

つ
の
大
き
な
波

①
高
句
麗
好
太
王
の
碑
文
に
あ
る
、

３
９
６
年
の
高
句
麗
に
よ
る
百
済
南
部

の
熊
津
城
を
討
伐
し
た
時
、
地
域
単
位

で
百
済
遺
民
が
列
島
に
移
動

②
高
句
麗
に
よ
り
、
百
済
北
部
の
首
都
漢

城
が
陥
落
し
王
族
や
遺
民
が
熊
津
に
南

百済来地蔵堂（八代市坂本町）
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２
０
０
５
年
、
八
代
市
の
町
村
合
併
に

よ
り
、
小
川
内
、
久
多
良
木
と
い
う
大
字

は
百
済
来
上
と
百
済
来
下
に
変
更
さ
れ
た
。

　
「
百
済
」
の
地
名
に
つ
い
て
は
敏
達
天
皇

の
代
に
葦
北
国
造
阿
利
欺
登
の
子
で
百
済

王
に
仕
え
た
と
い
う
「
日
羅
公
」
の
故
事

に
ち
な
み
称
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

　

百
済
来
中
学
校
が
坂
本
中
学
校
に
統
廃

合
さ
れ
る
如
く
、
地
域
か
ら
「
百
済
」
と

い
う
地
名
が
消
え
て
い
く
こ
と
を
惜
し
み
、

平
成
の
合
併
を
機
に
地
域
の
総
意
と
し
て

「
百
済
来
」
を
復
活
さ
せ
た
。

　

百
済
来
は
九
州
の
古
代
史
に
関
心
を
持

つ
も
の
に
と
っ
て
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で

き
な
い
所
で
あ
り
、
渡
来
系
氏
族
の
定
着

地
を
居
な
が
ら
に
し
て
実
感
で
き
る
非
常

に
重
要
な
場
所
な
の
で
あ
る
。

【
つ
る
さ
き
・
し
ん
じ
／
八
代
市
】

得
、（
中
略
）
又
推
古
帝
の
朝
に
百
済
の
僧

道
欣
、
道
俗
八
十
余
人
を
率
て
葦
北
に
入

津
し
た
り
、（
中
略
）
百
済
・
新
羅
の
下
に

来
字
を
付
着
せ
し
む
る
は
、
古
語
百
済
人

を
ク
タ
ラ
キ
、
新
羅
人
を
シ
ラ
キ
と
唱
え

し
に
由
る
」。（『
坂
本
村
史
』）

　

久
多
良
木
は
百
済
来
の
、芦
北
町
の
「
白

木
」
地
区
は
新
羅
の
音
を
当
て
た
文
字
と

考
え
ら
れ
る（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
こ
だ
ま
96
号
よ
り
）。

百
済
来
村

　

県
内
で
は
１
８
８
９
（
明
冶
22
）
年

の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
小
川
内
、
久

多
良
木
、
田
上
、
鶴
喰
、
川
嶽
の
五
ヶ
村

が
合
併
し
て
葦
北
郡
百
済
来
村
と
な
り
、

１
９
６
１
年
の
町
村
合
併
ま
で
続
い
た
。

こ
の
年
、
百
済
来
村
は
葦
北
郡
を
離
れ
、

八
代
郡
の
上
松
求
麻
村
と
下
松
求
麻
村
と

一
緒
に
な
り
八
代
郡
坂
本
村
と
な
っ
た
。

遷
し
て
き
た
時
も
、
列
島
に
多
数
移
動

③
６
６
３
年
に
白
村
江
の
戦
い
に
敗
れ
た

時
、
王
族
や
遺
民
が
大
量
に
列
島
に
移

動

　

昔
か
ら
、
政
治
的
に
は
百
済
と
倭
は
兄

弟
国
の
よ
う
な
関
係
で
、
王
族
や
官
僚
の

移
動
が
あ
り
、
列
島
に
定
着
し
た
人
た
ち

も
大
勢
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
「
日
本
国

民
の
中
に
百
済
の
末
裔
の
方
は
存
在
す
る
」

と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

　

●
村
名
の
由
来
は
『
大
日
本
地
名
辞
書
』

（
１
９
０
７
年
刊
）
に
「
今
百
済
来
村
と

云
ふ
、
久
多
良
木
に
作
る
、（
中
略
）
土
俗

相
伝
へ
、
百
済
僧
日
羅
（
に
ち
ら
）
の
帰

葬
す
る
所
と
曰
へ
り
。
按
に
本
郡
に
百
済

来
、
新
羅
来
の
二
村
名
あ
る
は
偶
然
に
あ

ら
じ
、
葦
北
国
造
阿
利
斯
登
（
あ
り
し
と
）

の
子
日
羅
、
百
済
国
に
赴
き
、
達
率
の
位

（
た
つ
そ
ち
＝
官
位
十
六
階
中
二
位
）
を

https://www.facebook.com/groups/1805562046390300/

永田満徳選評・向瀬美音訳

このコーナーは、「二行書きに
よる〈切れ〉と〈取り合わせ〉
を取り入れたHaiku」を提案し
ている『俳句大学』facebook
ページからの転載です。

【ながた・みつのり／俳人協会会員、熊本市】

俳句大学
Haiku University

今月の秀句
Selected Haiku of this Month

Haiku Column ❹

Corail Berhaute Creuzet
●
bain de soleil
sur la plaine moussent les nuage
【Commented by Mitsunori Nagata】
Cette personne prend un bain de soleil 
et voit les nuages monter. On ressent 
l’atmosphère riche de l’été.

コラリ
●
日光浴
雲の泡立つ平野の上
【永田満徳評】
日光浴を楽しんでいる目線の先には盛
り上がり育ちつつある雲がある。「泡立
つ」という措辞に豊かな夏のひと時が
活写されている。

Nazarena Rampini
●
soffio di vento
da un ramo all`altro l`echo del cuculo
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Suddently wind blew. The song of the cuckoo 
echoes in the mountain. We feel the nice 
silence of the deep forest.

ナザレーナ
●
一陣の風
枝から枝へ郭公の谺
【永田満徳評】
折からの風が吹いてきて、木の枝を飛
び回っている郭

カ ッ コ ウ

公の声が谺
こだま

している。
いかにも奥深い森林の静けさが感じら
れて心地良い。

Gerard Dumon
●
sieste à la plage
vent tourne les pages du dernier roman
【Commented by Mitsunori NAGATA】
Au milieu de sa sieste, la page du roman 
est ouverte. Ce n’est pas une personne 
mais le vent qui va finir de lire le roman. 
C’est une expression extraordinaire.

ジェラルヂュモン
●
海岸の昼寝
風は小説の最後のページをめくる
【永田満徳評】
昼寝によって小説が読み掛けのままに
なっている。小説をめくり終わらせるの
が風だという擬人的表現はなんとも心
憎い。
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○
相
馬
市
に
移
動

　

相
馬
市
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
家
、
斉
藤
誠

さ
ん
（JA7DYN

）
と
電
話
で
連
絡
を
取

り
な
が
ら
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま

ず
宇
田
川
の
近
く
の
家
の
裏
庭
に
案
内
さ

れ
た
。
Ｈ
Ｆ
（
短
波
帯
）
の
周
波
数
ア
ン

テ
ナ
数
本
が
高
く
聳そ

び

え
て
い
る
。

　

自
家
製
の
ア
ン
テ
ナ
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

世
界
六
大
国
と
交
信
し
た
く
さ
ん
の
ア

ワ
ー
ド
、
交
信
賞
を
取
得
さ
れ
て
い
た
。

無
線
機
の
あ
る
居
間
に
は
Ｈ
Ｆ
の
機
器
と

Ｆ
Ｍ
の
機
器
が

所
狭
し
と
設
置

し
て
あ
る
。
さ

ら
に
斉
藤
さ
ん

は
写
真
の
趣
味

を
お
持
ち
で
、

写
真
展
入
選
の

ど
こ
の
テ
レ
ビ
局
の
人
」
と
気
さ
く
に
語
り

か
け
て
き
た
の
で
「
熊
本
県
か
ら
来
た
よ
」

と
言
っ
た
ら
ワ
ゴ
ン
車
の
中
か
ら
お
母
さ
ん

が
出
て
き
て
「
熊
本
地
震
が
大
変
だ
っ
た
で

し
ょ
う
」
と
お
見
舞
い
の
言
葉
を
頂
い
た
。

　

漁
港
か
ら
相
馬
市
の
繁
華
街
に
出
る

カ
ー
ブ
の
と
こ
ろ
に
海
側
の
窓
を
ベ
ニ
ヤ
板

で
打
ち
付
け
た
２
階
建
て
の
建
物
が
あ
っ

た
。
横
浜
税
関
相
馬
出
張
所
だ
そ
う
だ
。

火
力
発
電
の
燃
料
を
外
国
か
ら
運
ん
で
く

る
た
め
に
税
関
職
員
２
名
が
常
駐
し
て
い

る
。
後
述
す
る
が
、
姪
の
主
人
の
職
場
だ
っ

た
。

○
相
馬
市
に
入
る

　

相
馬
港
に
立
ち
寄
る
。
港
の
堤
防
か
ら

釣
り
を
楽
し
ん
で
い
る
家
族
が
多
い
。
サ
バ

子
が
釣
れ
て
い
た
。
九

州
で
は
ア
ジ
子
が
釣
れ

る
季
節
だ
。
寒
い
東
北

で
は
魚
種
も
変
わ
る
の

だ
な
。
ビ
デ
オ
を
回
し

て
い
た
ら
、
小
学
生
く

ら
い
の
ふ
っ
く
ら
と
し

た
女
の
子
が
近
寄
っ
て

来
た
。「
お
じ
さ
ん
は

人
吉
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ 

会
長　

那
須 

智
治

支
え
て
　
支
え
ら
れ
て
　
有
難
う

︱ 

み
ち
の
く
南
相
馬
紀
行 

︱  

❹

相馬港で釣りをしていた女の子

JA7DYNの空中線（アンテナ群）

多
く
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
戸
棚
に
収
め
て
あ
っ

た
。
井
川
さ
ん
斉
藤
さ
ん
と
私
三
人
で
し

ば
ら
く
無
線
談
義
。
お
二
人
は
一
度
無
線

で
コ
ン
タ
ク
ト
（
通
信
）
し
た
こ
と
が
あ
る

が
会
わ
れ
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
人
吉
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ

ブ
会
員
と
の
コ
ン

タ
ク
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
作
成
す
る
こ

と
、
昨
日
お
会
い

し
た
野
田
祥
三
さ
ん

（JA7UBZ

）
か
ら

提
案
を
い
た
だ
い
た

「
相
馬
野
馬
追
ア

ワ
ー
ド
」
に
向
か
っ

て
人
吉
の
会
員
と
一

緒
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
て
い
き
た
い
と
希
望

が
わ
い
て
き
た
。
午
後
５
時
、
斉
藤
家
を

辞
し
て
鹿
島
区
の
民
宿
ま
で
井
川
さ
ん
に

送
っ
て
も
ら
う
。
国
道
６
号
線
は
職
場
か

ら
自
宅
に
向
か
う
車
で
混
雑
し
て
い
た
。

25
分
の
南
相
馬
市
へ
ド
ラ
イ
ブ
、
お
空
の
上

の
無
線
で
再
会
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
お
別
れ

す
る
。
色
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

○
山
田
神
社
の
事
も

　

忘
れ
て
は
い
け
な
い

　

八
沢
浦
干
拓
（
明
治
39
年
〜
昭
和
３
年
、

八
沢
浦
干
拓
さ
れ
広
大
な
農
地
造
成
）
の

工
事
を
行
っ
た
山
田
貞
策
氏
（
岐
阜
県
養

老
町
の
実
業
家
）
の
大
事
業
に
対
す
る
感

謝
と
報
恩
の
念
を
も
っ
て
、
又
そ
の
偉
業
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
昭
和
16
年
、
山
田

左から斉藤さん、筆者、井川さん

建設中の山田神社

球磨工業生が作った仮社と鳥居



51  くまがわ春秋　Vol.15　2017.6.15 50くまがわ春秋　Vol.15　2017.6.15

そ
の
席
で
鈴
木
文
雄
さ
ん
か
ら
歯
の
治
療

の
相
談
を
受
け
た
。

　

翌
日
朝
「
ま
さ
子
豆
」
の
種
を
頂
い
た
。

豆
の
表
面
に
シ
マ
の
模
様
が
あ
る
。
帰
宅
後

種
を
播
い
た
ら
、
今
で
は
50
㎝
ほ
ど
に
芽

が
出
て
伸
び
て
い
る
。
10
月
の
収
穫
が
楽
し

み
だ
。
生
キ
ュ
ウ
リ
に
箸
を
刺
し
た
も
の
は

ビ
ー
ル
に
よ
く
あ
っ
た
。
カ
ツ
オ
の
刺
身
も

う
ま
か
っ
た
。

て
い
た
。

○
最
後
の
晩
餐

　

鹿
島
の
加
藤
家
に
帰
る
と
五
賀
さ
ん
と

鈴
木
さ
ん
の
奥
さ
ん
に
準
備
し
て
い
た
だ
い

た
最
後
の
晩
餐
が
始
ま
っ
て
い
た
。
地
元
の

手
料
理
が
一
杯
並
ん
で
い
た
。
昨
日
は
一
日

中
固
ま
っ
て
い
た
私
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
ア

ル
コ
ー
ル
の
力
で
会
話
が
弾
ん
だ
。
人
吉
で

は
見
ら
れ
な
い
イ
ン
ゲ
ン

豆
を
び
っ
し
ゃ
い
だ
よ
う

な
野
菜
を
尋
ね
る
と
「
ま

さ
子
豆
だ
べ
」
と
自
分
の

名
前
を
付
け
て
サ
ラ
リ
と

答
え
た
鈴
木
正
子
さ
ん
、

皆
笑
っ
た
。
豆
を
播
い
た

ら
山
芋
を
添
え
と
け
ば

と
田
中
氏
の
ジ
ョ
ー
ク
に

宴
会
は
盛
り
上
が
っ
た
。

神
社
（
八
沢
浦
干
拓
地
総
鎮
守
）
が
創
建

さ
れ
た
。

　

私
は
井
川
さ
ん
の
案
内
で
別
行
動
を
し

た
の
で
見
て
な
い
の
で
残
念
だ
っ
た
。
宮
川

さ
ん
に
よ
れ
ば
、
こ
の
神
社
は
大
津
波
で
流

失
、
天
草
志
岐
八
幡
宮
の
宮
崎
国
忠
宮
司

の
依
頼
を
聞
い
た
田
中
前
市
長
の
取
り
計

ら
い
で
、
熊
本
県
立
球
磨
工
業
高
等
学
校

の
伝
統
建
築
専
攻
科
の
生
徒
た
ち
が
造
っ

た
社
を
、
仮
社
殿
と
し
て
２
基
の
鳥
居
と

と
も
に
青
井
阿
蘇
神
社
の
御
世
話
で
寄
贈

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

地
域
の
人
の
心
の
支
え
に
な
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
現
在
は
写
真
の
よ
う

に
大
き
な
神
社
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

建
築
中
の
神
殿
に
球
磨
工
業
生
が
造
っ
た

仮
神
社
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
仮
社
を
心

の
支
え
に
大
切
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の

か
と
感
動
一ひ

と
し
お入
で
あ
っ
た
と
宮
川
氏
が
語
っ

最後の夜

○
姪
の
家
族
に
会
う

　

仙
台
空
港
で
家
内
の
姪
の
エ
リ
コ
の
家
族

に
会
う
。
メ
ン
バ
ー
と
共
に
昼
食
を
と
る
。

ご
主
人
は
横
浜
税
関
の
職
員
で
仙
台
空
港

に
勤
務
し
て
い
た
平
成
22
年
の
６
年
前
の

出
会
い
を
思
い
出
し
懐
か
し
か
っ
た
。
二
人

は
同
級
生
、
仕
事
の
関
係
で
仙
台
市
の
仙

台
空
港
の
近
く
、
名
取
川
の
堤
防
の
直
ぐ

傍
に
住
宅
を
新
築
し
た
。
そ
の
年
の
11
月
、

私
が
群
馬
県
前
橋
で
文
科
省
大
臣
表
彰
を

受
け
た
時
に
、
こ
こ
ま
で
来
た
の
だ
か
ら
家

内
と
東
北
の
知
人
を
レ
ン
タ
カ
ー
で
訪
ね

周
り
、
仙
台
の
二
人
の
新
築
祝
い
に
立
ち

寄
っ
た
。
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
床
暖
房
を

整
え
た
間
取
り
の
良
い
家
屋
だ
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

の
時
、
仙
台
空
港
は
津
波
に
襲
わ
れ
、
滑

走
路
を
軽
飛
行
機
や
無
数
の
自
動
車
が
東

知
っ
た
元
藤
田
観
光
社
員
、
東
京
銀
座
に

あ
る
大
分
ブ
ラ
ン
ド
ク
リ
エ
イ
ト
株
式
会

社
社
長
但
野
智
尚
氏
が
訪
ね
て
こ
ら
れ
、

出
発
前
の
短
い
時
間
に
東
北
の
ア
ク
セ
ン
ト

と
東
京
弁
を
交
え
て
久
し
ぶ
り
に
田
中
氏

に
会
っ
た
感
激
と
、
田
中
氏
の
指
導
で
今
の

自
分
が
在
り
「
師
」
と
し
て
今
も
仰
い
で
い

る
と
熱
く
語
っ
て
い
た
。
初
対
面
の
私
ま
で

帰
り
し
な
に
御
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
名

刺
を
渡
し
た
ら
後
日
手
紙
と
本
人
の
名
刺

が
送
っ
て
き
た
。
鹿
島
に
別
れ
を
告
げ
る
。

多
く
の
方
に
お
見
送
り
を
し
て
い
た
だ
い

た
。

　
「
セ
デ
ッ
テ
か
し
ま
」（
常
磐
自
動
車
道

　

南
相
馬
鹿
島
Ｓ
Ａ
）
で
お
土
産
を
買

う
。
中
身
は
分
か
ら
な
い
が
全
て
衝
動
買

い
で
あ
る
。
軽
く
な
っ
た
荷
物
が
又
少
々
重

く
な
っ
た
。
土
産
を
買
う
こ
と
も
復
興
支

援
で
あ
る
。

　

私
が
知
ら
な
い
初
め
て
会
う
人
が
今
夜

も
田
中
前
市
長
が
来
て
い
る
事
を
知
り
訪

ね
て
き
た
。
南
相
馬
市
で
は
今
で
も
田
中

信
孝
氏
は
人
吉
市
長
で
あ
っ
た
。「
何
で
落

ち
た
べ
」
と
見
舞
う
鹿
島
の
人
々
に
「
不

覚
を
と
っ
た
」
と
サ
ラ
リ
と
田
中
氏
は
答
え

て
い
た
。
田
中
前
市
長
を
慕
っ
て
い
る
鹿
島

の
人
が
多
い
の
に
驚
い
た
。「
田
中
市
長
は

い
つ
ま
で
も
田
中
市
長
で
あ
り
今
で
も
鹿
島

の
人
の
中
で
生
き
て
い
る
」
こ
と
を
知
り
私

は
そ
の
絆
に
心
が
打
た
れ
た
。
田
中
氏
の

市
長
在
任
中
は
人
吉
市
の
活
性
化
を
指
揮

す
る
市
長
の
顔
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
人

吉
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
慈
悲
に
満
ち
て

柔
和
な
顔
を
し
て
い
た
。

○
別
れ

　

最
終
日
（
７
月
17
日
）、
朝
食
を
と
っ
て

い
る
と
田
中
前
市
長
が
来
て
い
る
こ
と
を
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で
き
た
。

　

人
々
の
触
れ
合
い
、
優
し
さ
、
思
い
や
り

に「
支
え
て　

支
え
ら
れ
て　

あ
り
が
と
う
」

と
、
お
会
い
し
た
人
々
に
感
謝
し
て
い
る
。

（
平
成
28
年
８
月
記
す
）

　
【
な
す
・
ち
は
る
／
人
吉
市
】

料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
、
南
相
馬
市

の
人
々
、
同
行
者
に
電
話
を
入
れ
て
情
報

と
資
料
を
取
り
寄
せ
、
こ
の
紀
行
文
を
綴

る
こ
と
が
で
き
た
。
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
、

お
世
話
に
な
っ
た
南
相
馬
市
、
相
馬
市
の

方
々
と
同
行
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。
勉
強
不
足
で
僅
か
の
時
間

に
知
り
え
た
情
報
・
記
録
で
こ
の
章
を
書

き
上
げ
た
。
不
適
切
な
表
現
・
記
載
が
あ

れ
ば
お
許
し
を
願
い
た
い
。

　

日
本
中
活
断
層
だ
ら
け
で
あ
る
。
今
は

ど
こ
で
大
地
震
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
。
人
吉
に
も
人
吉
盆
地
南
縁
断
層
が

あ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
が
動
く
と
同
時
に
30

年
内
に
動
く
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
心
し
て

個
人
個
人
が
対
策
を
考
え
活
動
に
移
す
時

で
あ
る
。

　

３
日
間
の
訪
問
で
高
齢
者
の
私
の
人
生

で
体
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が

か
ら
西
へ
流
れ
て
行
く
の
を
テ
レ
ビ
で
見

た
。
そ
の
時
は
仙
台
空
港
の
ほ
ぼ
真
北
に

あ
る
二
人
の
新
居
は
流
失
し
た
と
思
い
安

否
が
気
が
か
り
だ
っ
た
。

　

当
時
ご
主
人
の
北
野
君
は
仙
台
空
港
の

税
関
に
勤
務
し
、
４
日
と
い
う
長
い
時
間

を
旅
行
者
と
共
に
空
港
ビ
ル
の
２
階
に
避

難
し
寒
さ
に
耐
え
て
助
か
っ
た
。
４
日
後
、

家
族
と
も
無
事
で
あ
る
と
連
絡
が
着
い

た
。
停
電
が
続
き
食
料
も
な
く
寒
い
と
言
っ

て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
忘
れ
て
い
た
が
身

内
に
も
災
害
体
験
家
族
が
い
た
。
二
人
の

娘
も
大
き
く
育
っ
て
元
気
そ
う
だ
っ
た
。

○
人
吉
へ

　

７
月
17
日
午
後
７
時
、
人
吉
イ
ン
タ
ー

の
停
留
所
に
着
き
、
帰
宅
す
る
。

　

白
紙
で
参
加
し
、
帰
宅
し
て
１
週
間

後
、
旅
の
行
程
を
思
い
出
し
な
が
ら
又
資

【追想】千倉の仮設住宅自治会の皆さんと（平成 28 年 7月）

あ
る
。
統
計
を
調
べ
て
い
な
い
の
で
結
論
的
な

こ
と
は
い
え
な
い
け
ど
、
今
年
は
、
も
し
か
し

た
ら
、
そ
う
い
う
事
情
の
も
と
に
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

　

長
い
目
で
み
る
と
き
、
地
球
の
温
暖
化
が
気

に
な
る
。
今
年
の
不
順
に
温
暖
化
が
関
係
し
て

い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
表
面
的
に
み
れ
ば
、

今
年
は
温
暖
化
で
は
な
く
寒
冷
的
に
み
え
る
。

け
れ
ど
も
気
候
は
地
球
規
模
で
決
定
さ
れ
る
の

で
不
順
自
体
が
問
題
に
な
る
。
温
暖
化
は
個
人

の
力
で
は
阻
止
で
き
な
い
。
熊
本
県
全
体
で
が

ん
ば
っ
て
も
到
底
無
理
だ
。
日
本
全
体
で
と
り

く
ん
で
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
地
球
規
模
の

課
題
で
あ
る
、
し
か
し
、
そ
う
考
え
て
い
な
い

指
導
者
も
い
る
。

　

パ
リ
協
定
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
た
ア
メ
リ

カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
た
と
え
ば
そ
う
だ
。

自
国
を
愛
す
る
の
は
い
い
。
し
か
し
、
愛
し
す

ぎ
て
知
ら
な
い
う
ち
に
自
分
の
首
を
絞
め
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
僕
は
、
い
ま
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
ム
カ
デ
く
ん
と
議
論
し
た
い
と
思
う
。

【
き
ゅ
う
ま
・
す
ぐ
る
／
八
代
市
】

治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
き
が
あ
っ
た
。
だ

か
ら
、
僕
は
き
み
と
会
わ
な
い
日
が
つ
づ
い
て
い

る
の
で
幸
せ
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

蛇
く
ん
、
き
み
も
そ
う
だ
。
僕
は
ム
カ
デ
く

ん
ほ
ど
に
は
き
み
を
苦
手
に
し
て
い
な
い
。
し
か

し
勘
違
い
し
な
い
で
欲
し
い
の
だ
が
、
き
み
を

好
き
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
た
ま
に
会
う
と

う
れ
し
い
け
ど
、
毎
日
は
、
嫌
だ
な
。
気
分
を

害
し
た
ら
謝
る
け
ど
、
本
心
を
い
う
と
、
そ
う

う
な
ん
だ
。
ご
め
ん
ね
、
蛇
く
ん
。

　

今
年
は
、
旧
暦
５
月
が
２
回
あ
っ
た
。
閏

月
だ
。
そ
の
こ
と
も
今
年
の
状
況
に
関
係
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
僕
た
ち
は
、
日
頃
、
陽

暦
で
生
活
し
て
い
る
け
ど
、
陰
暦
の
影
響
も
受

け
て
い
る
。
い
つ
も
よ
り
開
花
が
遅
い
と
き
で

も
、
陰
暦
で
考
え
る
と
そ
う
で
も
な
い
と
き
が

　

今
年
は
、
ど
う
も
お
か
し
い
。
梅
・
桜
・
菜

の
花
・
海
棠
・
菖
蒲
な
ど
の
開
花
が
す
べ
て
２

週
間
近
く
遅
れ
た
。
筍
・
蕨
・
茶
も
そ
う
で

あ
っ
た
。鮎
も
少
な
い
。梅
雨
入
り
も
遅
れ
た
。

蛇
も
み
な
い
。
ム
カ
デ
も
一
度
み
た
だ
け
。
僕

ら
に
は
感
じ
な
い
け
ど
、
自
然
の
世
界
は
ど
う

や
ら
今
ま
で
と
は
ち
が
う
よ
う
だ
。
人
は
自
然

の
一
部
だ
か
ら
、
変
化
を
知
ら
な
く
と
も
、
状

況
の
ち
が
い
を
身
体
に
受

け
て
い
る
。
い
っ
た
い
、
ど

う
な
る
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。

　

ム
カ
デ
く
ん
に
は
遭
遇

し
な
い
の
は
嫌
で
は
な
い
、

む
し
ろ
、
う
れ
し
い
。
い
つ
も
な
ら
、
ム
カ
デ

く
ん
は
当
然
に
あ
ら
わ
れ
、
い
つ
の
ま
に
か
僕

の
身
体
の
う
え
で
遊
ん
で
い
て
、
僕
を
び
っ
く

り
さ
せ
、
と
き
ど
き
刺
す
の
で
、
き
み
に
は
、

本
当
は
、
会
い
た
く
な
い
。
き
み
の
針
は
あ
ま

り
に
も
強
く
て
、
刺
さ
れ
た
と
き
の
痛
さ
は
説

明
で
き
な
い
ほ
ど
だ
。
僕
は
お
も
い
の
ほ
か
ガ

マ
ン
強
い
け
ど
、
そ
れ
で
も
、
夜
中
に
病
院
で

ム
カ
デ
君
、
ど
う
し
た
の
？ 

　 

久
馬　

俊
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まんが美術館（球磨郡湯前町）

お
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

　

球
磨
で
も
奥
地
、
小
さ
な
町
で
の
、
い

わ
ば
、
こ
れ
は
行
政
の
仕
事
で
あ
る
が
、

今
、
覚
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
で
も
書
き

残
し
た
い
と
も
考
え
て
い
た
。

　

本
稿
は
、
私
の
ま
ん
が
美
術
館
関
係

の
仕
事
の
記
録
で
あ
る
。
湯
前
出
身
の
漫

画
家
、
那
須
良
輔
先
生
が
鎌
倉
市
に
て
、

平
成
元
年
二
月
に
逝
去
し
た
。
そ
の
後
、

湯
前
町
は
那
須
先
生
の
美
術
館
（
記
念

館
）
構
想
を
打
ち
出
し
、
そ
の
館
を
核

と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

平
成
四
年
、
ま
ん
が
美
術
館
「
那
須
良

輔
記
念
館
」
を
設
立
し
た
。

　

私
は
当
時
、町
教
委
・
社
会
教
育
の（
中

央
公
民
館
）
職
員
と
し
て
、
こ
の
業
務

に
参
画
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
の
当
時

の
こ
と
を
以
前
か
ら
、
少
し
、
ま
と
め
て

（那須良輔記念館）
設立の頃 ①

溝下昌美

湯前まんが美術館

多
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
…
。

　

本
稿
で
は
、
主
に
平
成
四
年
十
一
月
の

開
館
ま
で
を
書
い
て
み
た
い
。

　

先
ず
、
那
須
先
生
の
『
漫
画
家

生
活
五
十
年
』
昭
和
六
十
年
（
平

凡
社
）
を
頼
り
に
、
那
須
先
生
に

つ
い
て
書
い
て
お
く
こ
と
に
し
た

い
。

　

那
須
先
生
は
大
正
二
年
四
月
、

当
時
の
湯
前
村
染
田
地
区
に
生
ま

れ
た
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
絵
が
う

ま
く
、
絵
描
き
に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
、
上
京
後
、
太
平
洋
美
術
学

校
に
入
学
し
た
が
、
雑
誌
に
漫
画

を
投
稿
す
る
う
ち
、昭
和
八
年『
日

本
少
年
』
で
デ
ビ
ュ
ー
、
戦
前
か

ら
漫
画
家
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
世
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

時
代
が
時
代
で
あ
る
。
昭
和
十
二
年
か

ら
三
回
の
兵
役
を
経
験
、
雑
誌
社
の
取

材
で
中
国
前
線
に
い
た
と
き
、
何
と
、

招
集
令
状
が
来
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
。

　

昭
和
十
三
年
、
百
六
師
団
で
の
武
漢

攻
略
戦
で
は
九
死
に
一
生
を
得
ら
れ
た
と

い
う
。

　

ま
た
、
大
本
営
陸
軍
部
に
所
属
さ
れ
、

戦
争
宣せ

ん

撫ぶ

の
伝
単
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
制

作
に
従
事
し
た
り
し
た
こ
と
も
あ
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

当
時
、
多
く
の
画
家
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
戦
争
礼
賛
の
絵
も
描
か
れ
て
い

る
（
現
在
は
国
立
近
代
美
術
館
蔵
『
漫

画
家
生
活
五
十
年
』
よ
り
）。
そ
の
後
、

横
山
隆
一
先
生
ら
と
「
漫
画
集
団
」
を

結
成
、
仕
事
を
続
け
て
お
ら
れ
た
。
し

か
し
、
米
軍
の
空
襲
が
激
し
く
な
る
中
、

　

な
に
か
将
来
の
文
化
行
政
の
参
考
に
な

れ
ば
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
の

感
じ
方
、
私
の
意
見
で
あ
り
、
異
論
も

山北幸さん（中央？）とｔ那須良輔氏（右）
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六
月
一
日　

官
軍
の
一
斉
攻
撃
始
ま
る

　

新
宮
簡た

け
まは

陸
軍
中
主
理
と
し
て
人
吉
に
入
る
。
攻
撃
に
先
立
ち

四
男
の
破は

ま

お
魔
男
を
長
男
の
嘉
善
の
も
と
へ
密
使
と
し
て
送
り
〝
人
吉

は
わ
が
郷
里
、人
吉
を
焼
く
に
は
忍
び
な
い
。
宜
し
く
降
伏
す
べ
し
〟

と
諭
し
た
。
し
か
し
、
新
宮
嘉
善
答
え
て
曰
く
〝
同
士
と
共
に
戦
っ

て
今
日
に
至
る
、
一
存
で
決
し
が
た
く
親
孝
行
は
先
の
世
で
致
す
〟

と
答
え
た
と
い
う
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
新
宮
簡
は
村
山
か
ら
の
第
一
弾
を
土
手
馬
場
の
わ

が
屋
敷
に
向
け
て
放
っ
た
。
弾
丸
は
見
事
命
中
し
て
燃
え
上
が
っ
た
と

い
う
。
何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
新
宮
父
子
最
大
の
悲
劇
で
あ
る
。

《
戦
闘
記　

屯
田
兵
出
征
目
録
》

　
「
六
月
一
日　

午
前
六
時　

諸
口
の
官
軍
一
斉
人
吉
を
攻
撃
し
、

午
前
九
時
人
吉
を
取
る　

賊
大
橋
並
び
に
車
道
田
町
等
を
放
火
し

て
走
る
」

　

ま
た
《
肥
薩
縦
行
日
記
》
に
は

　
「
六
月
一
日
午
前
四
時
、
山
路
中
佐
は
右
偏
正
面
に
進
み
屯
田
兵

は
八
木
少
佐
の
隊
と
合
流
し
左
偏
よ
り
攻
撃
、
賊
敗
走
す
。
賊
塁

数
多
く
を
抜
き
、
九
時
人
吉
市
街
に
迫
る
。
屯
田
兵
は
側
面
よ
り

激
射
す
る
に
由
て
賊
つ
い
に
市
街
に
火
を
放
ち
て
遁
走
し
、
城
址
或

い
は
河
堤
に
拠
り
発
射
す
れ
ど
も
川
橋
焼
却
し
た
れ
ば
官
軍
川
を

渡
る
に
便
な
ら
ず
、
水
を
隔
て
て
砲
戦
す
。
頃
あ
っ
て
ロ
ケ
ッ
ト
砲

を
以
て
前
岸
の
人
家
を
焼
く
。
賊
も
ま
た
火
を
放
ち
て
遁
去
す
。

「
西
南
戦
争
」
百
四
十
年  

③

郷
土
を
巻
き
込
ん
だ
悲
惨
な
戦
い

益
田
啓
三

が
、
当
時
の
平
川
教
育
長
や
役
場
の
企

画
サ
イ
ド
の
方
と
仕
事
を
し
た
り
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

那
須
先
生
は
、
湯
前
の
偉
大
な
先
輩

と
い
う
こ
と
で
、
ま
あ
、
調
べ
る
の
は
好

き
な
の
で
、
那
須
先
生
は
新
聞
漫
画
だ

け
で
な
く
、
週
刊
誌
や
創
作
絵
本
の
仕

事
も
し
て
お
ら
れ
て
、
こ
れ
は
す
ご
い
と

思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

那
須
先
生
は
鎌
倉
在
住
で
あ
り
、
歴

史
好
き
の
わ
た
し
が
、
夢
中
に
な
る
に
充

分
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
し
か
し
、
当
然
、

鎌
倉
に
あ
る
頼
朝
の
墓
に
も
詣
で
ね
ば
な

る
ま
い
。
す
る
と
、
人
吉
の
初
代
の
殿
様

相さ
が

良ら

頼よ
り
か
げ景
は
頼
朝
に
仕
え
て
い
た
？　

え
ー

【
み
ぞ
し
た
ま
さ
み
／
地
域
史
研
究
家
、

球
磨
郡
湯
前
町
】

　

平
成
元
年
二
月
の
逝
去
後
、
時
の
豊

永
順
喜
町
長
は
平
成
元
年
六
月
議
会
で

那
須
先
生
の
美
術
館
構
想
を
発
表
さ
れ

た
。
時
に
村
お
こ
し
、
ふ
る
さ
と
創
生
が

声
高
に
い
わ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
当
然
、
時
代
的
な
も
の
も
あ

り
、
町
と
し
て
も
以
前
か
ら
那
須
先
生

に
い
ろ
い
ろ
と
知
恵
を
拝
借
し
た
い
と
は

考
え
て
お
り
、
昭
和
六
十
一
年
、
町
の
村

お
こ
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
特
別
講
演
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
六
十
二
年
に
は

熊
本
県
立
図
書
館
に
て
、「
漫
画
家
生
活

五
十
年
」
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
講

演
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
地
元
紙
熊
日
に

も
連
載
を
持
つ
な
ど
、
故
郷
と
も
縁
が

戻
り
つ
つ
あ
る
頃
で
も
あ
っ
た
。

　

私
は
教
育
委
員
会
（
中
央
公
民
館
）

の
社
会
教
育
の
職
員
の
は
ず
で
あ
っ
た

帰
郷
。
終
戦
は
ご
家
族
と
一
緒
に
、
湯
前

の
実
家
で
迎
え
た
。

　

今
も
実
家
に
残
る
那
須
先
生
が
描
か

れ
た
母
ヨ
シ
の
像
に
は
、「
昭
和
二
十
年
、

大
東
亜
戦
争
決
戦
の
年
」
と
記
載
が
あ

り
、
当
時
の
緊
迫
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
よ
う
か
。

　

ま
た
、
終
戦
時
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

那
須
先
生
の
著
書
『
す
べ
り
台
』
に
記
載

が
あ
り
、『
湯
前
町
史
』
に
引
用
さ
れ
て

い
る
。

　

昭
和
二
十
三
年
、
再
上
京
、
毎
日
新

聞
社
や
東
洋
経
済
社
嘱
託
と
し
て
、
風

刺
漫
画
家
、
水
墨
画
家
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、

絵
本
作
家
な
ど
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
よ

う
な
っ
て
い
た
。
横
山
隆
一
先
生
と
同
じ

く
鎌
倉
に
在
住
、
小
林
秀
雄
な
ど
、
鎌

倉
文
人
と
も
ひ
ろ
く
交
友
さ
れ
て
い
る
方

で
あ
っ
た
。
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れ
て
い
る
。

　

こ
の
戦
い
で
自
宅
に
大
砲
を
打
ち
込
ま
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た

新
宮
簡
の
苦
衷
と
、
ま
た
見
事
に
誤
ら
ず
命
中
し
た
当
時
の
砲
術

の
正
確
さ
が
わ
か
る
手
紙
で
あ
る
。

　

薩
軍
は
人
吉
城
か
ら
村
山
の
官
軍
に
向
け
て
大
砲
を
放
っ
た
が
一

発
も
着
弾
し
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
装
備
の
違
い
が

こ
の
戦
の
勝
敗
を
決
め
た
と
推
察
で
き
る
。

　
「
心
中
御
察
し
下
さ
れ
た
し
…
」
こ
の
頃
の
新
宮
簡
の
心
の
内
は
、

悲
し
み
・
絶
望
・
不
安
・
悔
悟
…
お
そ
ら
く
勝
ち
戦
の
喜
び
な
ど

微
塵
も
無
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

六
月
四
日

　

新
宮
簡
の
勧
誘
に
従
い
人
吉
隊
は
こ
と
ご
と
く
兵
器
を
捨
て
球

磨
郡
木
上
村
に
在
る
官
軍
選
抜
隊
の
本
営
に
帰
順
す
る
。

《
人
吉
隊
降
伏
に
つ
い
て
西
南
戦
役
秘
帳
は
》

　
「
当
時
田
代
に
退
い
た
薩
軍
中
に
あ
る
人
吉
隊
は
、
城
落
ち
故
山

焼
土
と
化
し
し
み
じ
み
連
敗
の
憂
目
を
見
、
薩
兵
ま
た
冷
淡
に
遇

し
そ
れ
と
な
く
疑
心
を
も
っ
て
警
戒
す
る
と
み
て
同
隊
中
内
心
不
満

の
は
〝
相
良
武
士
〟
の
最
後
の
意
地
と
責
任
の
取
り
方
だ
っ
た
ろ
う
か
。

　

新
宮
簡
と
新
宮
嘉
善
、
父
子
の
苦
労
が
察
せ
ら
れ
る
人
吉
戦
で

あ
っ
た
。

《
新
宮
簡
よ
り
東
京
の
田
代
蔵
に
宛
て
た
手
紙
》

　
「
…
人
吉
表
賊
軍
に
加
担
の
者
沢
山
、
去
る
一
日
官
軍
討
ち
入
り

の
処
何
れ
も
敗
北
、一
人
も
敵
候
者
無
し
、
薩
人
、
肥
人
、
人
吉
人
、

蜘
蛛
の
子
の
散
す
る
か
の
如
し
…
そ
れ
よ
り
村
山
に
登
り
寺
ノ
馬

場
に
屯
し
居
候
賊
を
四
斤
半
の
大
砲
に
て
実
丸
二
発
誤
ま
ら
ず
整

列
の
中
に
打
ち
込
み
悲
心
中
御
察
し
下
さ
れ
た
し
、
而
し
て
賊
は

本
城
よ
り
大
砲
を
放
つ
も
村
山
へ
着
弾
一
発
も
無
し
、
拙
者
宅
へ
破

裂
二
発
打
ち
込
み
候
処
快
く
焼
け
上
が
る
」

　

新
宮
簡
が
六
月
下
旬
に
書
い
た
手
紙
か
ら
は
、
人
吉
で
は
一
日
の

戦
で
ほ
ぼ
決
着
が
つ
い
た
様
子
が
窺
え
る
。「
寺
ノ
馬
場
に
屯
し
賊
」

は
、お
そ
ら
く
現
在
の
人
吉
税
務
署
（
寺
町
）
に
あ
っ
た
「
御
内
家
」

（
旧
郡
役
所
）
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
ま
た
「
拙
者
宅
」
と

は
人
吉
市
土
手
町
に
あ
る
武
家
蔵
（
堤
氏
宅
）
の
こ
と
で
、
当
時

は
新
宮
家
の
屋
敷
で
あ
っ
た
。
現
在
は
資
料
館
と
し
て
一
般
開
放
さ

是
に
お
い
て
人
吉
は
全
く
官
軍
の
有
と
な
れ
り
。
屯
田
兵
は
聖
泉

院
を
本
部
と
す
…
」

　

瓦
屋
町
の
聖
泉
院
を
本
部
と
し
た
屯
田
兵
た
ち
は
球
磨
川
を
挟

ん
で
戦
い
、
ロ
ケ
ッ
ト
砲
（
ド
イ
ツ
製
ク
ル
ッ
プ
砲
）
等
の
近
代
装

備
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
薩
軍
は
退
却
の
時
、
大
橋
や
人
家

に
火
を
つ
け
て
逃
げ
た
の
で
多
く
の
家
財
と
共
に
歴
史
的
資
料
も
こ

の
時
に
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
一
般
市
民
も
戦
が
近
い
の
を
感
じ
て
家
財
道
具

を
運
び
出
し
た
よ
う
だ
が
騒
然
と
し
た
中
、
人
々
は
ど
こ
へ
避
難
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
働
け
そ
う
な
町
人
は
弾
薬
の
製
造
運
搬

な
ど
の
人
夫
と
し
て
強
制
的
に
徴
用
さ
れ
て
い
る
。
住
民
試
練
の
朔

日
で
あ
っ
た
。

　

丸
目
徹
が
薩
軍
に
加

わ
っ
た
六
月
一
日
、
人
吉
隊

は
会
議
を
行
い
今
後
の
こ

と
を
計
る
が
、
犬
童
治
成

は
自
刃
す
る
こ
と
を
望
み
、

新宮嘉善

ま
た
人
吉
二
番
隊
の
中
に
は
降
伏
を
主
張
す
る
者
も
あ
り
決
す
る

こ
と
は
無
か
っ
た
。
夜
ひ
そ
か
に
逃
れ
降
伏
す
る
者
の
名
前
数
名
を

記
し
て
い
る
。

六
月
二
日

　
「
晴
…
東
軍
新
宮
簡
、
使
を
遣
わ
し
降
る
を
勧
め
、
懇
々
諭
す
に

順
逆
の
理
を
以
て
す
と
是
に
お
い
て
衆
議
し
云
う
、
弾
薬
乏
し
く

力
尽
き
ん
と
す
、
且
降
伏
し
再
挙
を
謀
る
に
如
か
ず
と
一
決
し
帰
順

に
定
む
…
」

　

こ
の
よ
う
に
丸
目
徹
ら
は
新
宮
簡
の
説
得
を
受
け
入
れ
官
軍
に

降
伏
し
た
の
ち
、
相
良
村
柳
瀬
か
ら
人
吉
の
瓦
屋
町
の
民
家
に
拘

留
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
兵
は
人
吉
を
出
発
し
て
か
ら
約
九
十
日
、

こ
の
間
山
野
を
駆
け
巡
る
苦
労
の
疲
れ
か
ら
終
日
眠
っ
た
が
、
丸
目

徹
の
父
は
尚
降
伏
せ
ず
薩
軍
と
行
動
を
共
に
し
て
お
り
、
そ
の
苦

労
を
想
っ
て
〝
眠
る
能
は
ず
〟
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
新
宮
簡
の
書
簡
に
も
「
未
だ
降
伏
致
さ
ず
候
者
三
十
人
ば
か
り

に
て
、
筑
地
忠
利
、
丸
目
常
平
、
赤
坂
静
衛
、
高
橋
水
哉
な
り
、
何

の
訳
や
ら
分
か
ら
ず
」
と
記
し
て
い
る
。
降
伏
を
善
し
と
し
な
か
っ
た
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の
輩
は
帰
順
を
乞
い
願
い
、
そ
れ
に
別
働
第
二
旅
団
参
謀
附
教
導

た
る
人
吉
出
身
新
宮
簡
、
密
か
に
人
を
遣
わ
し
順
逆
の
理
を
解
き

懇
諭
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
人
吉
隊
は
帰
順
論
、
主
戦
論
と

に
分
か
れ
大
勢
は
帰
順
に
傾
い
た
が
、
人
吉
一
番
隊
長
犬
童
治
成
の

如
き
は
薩
軍
に
参
加
以
来
の
節
義
を
論
じ
、
最
後
ま
で
戦
の
継
続

を
力
説
し
て
服
せ
ず
、
隊
は
ま
さ
に
瓦
解
せ
ん
と
す
る
状
態
で
あ
っ

た
」

　
「
翌
日
再
び
急
使
営
に
来
て
、
も
し
今
日
返
答
無
け
れ
ば
官
軍
明

日
を
期
し
て
猛
襲
を
決
行
す
べ
し
と
帰
順
の
急
を
説
き
、
密
か
に
、

〝
我
が
人
吉
の
陣
に
あ
り
て
同
輩
た
る
吾
が
軍
門
に
降
る
は
面
目

上
忍
び
ざ
る
が
故
、
明
日
木
上
十
日
市
に
出
張
中
の
山
田
少
将
の

許
へ
帰
順
せ
よ
〟
と
告
げ
た
の
で
瀧
川
俊
三
・
東
九
郎
次
・
丸
目

徹
ら
は
人
吉
隊
の
為
に
と
犬
童
治
成
を
慰い

ぶ撫
し
、
こ
ぞ
っ
て
帰
順
を

約
し
そ
の
夜
、
薩
軍
の
眼
を
掠か

す

め
て
黒
辺
田
野
を
経
て
小こ

纚さ
で
が
わ川
を

渡
り
薩
軍
の
塁
下
を
抜
け
て
木
上
村
に
行
き
帰
順
し
た
」
し
か
し
、

絶
対
に
帰
順
不
賛
成
の
者
、
そ
の
他
帰
順
を
知
ら
ぬ
者
な
ど
薩
軍

と
行
動
を
共
に
し
宮
崎
方
面
へ
去
っ
た
者
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
新
宮
簡
は
「
女
密
使
」
を
使
っ
て
人
吉
隊
へ
降
伏
の
説
得

を
行
っ
た
話
も
残
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
手
を
尽
く
し
同
胞
を
救
お

う
と
し
た
簡
の
姿
が
窺
え
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
西
南
戦
争

秘
話
で
あ
る
。

　

西
郷
隆
盛
は
約
一
ヶ
月
間
人
吉
に
滞
在
し
、
戦
が
始
ま
る
直
前

に
幹
部
と
共
に
や
は
り
宮
崎
方
面
へ
逃
れ
て
い
る
。
そ
の
西
郷
隆
盛

の
人
吉
滞
在
中
の
事
は
口
伝
の
み
少
し
伝
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、

文
書
な
ど
の
記
録
は
見
出
せ
な
い
。
薩
軍
は
西
郷
の
暗
殺
を
恐
れ

住
居
を
秘
密
に
し
転
々
と
し
て
い
た
と
も
聞
く
。
薩
軍
の
〝
王
将
〟

な
れ
ば
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
人
吉
で
の
戦
い
は
終
結
す
る
。
た
だ
人
吉
隊
に

は
こ
の
後
厳
し
い
戦
後
処
理
が
待
ち
構
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
つ
づ
く
）

　
《
参
考
資
料
》

新
宮
家
文
書　

人
吉
市
史　

屯
田
兵
出
征
目
録　

人
吉
隊
始
末
記

【
ま
す
だ
・
け
い
ぞ
う
／
人
吉
市
九
日
町
】

　

人
生
を
60
年
も
生
き
て
来
る
と
色
々

な
素
敵
な
出
逢
い
が
あ
る
も
の
で
す
。

　

今
か
ら
５
年
ほ
ど
前
、
当
時
経
済
産

業
省
か
ら
出
向
さ
れ
て
人
吉
市
役
所
の

副
市
長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
高
橋
隆
さ

ん
と
の
出
逢
い
が
あ
り
、
ス
ナ
ッ
ク
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
席
を
並
べ
て
は
球
磨
焼
酎
を

飲
み
交
わ
し
な
が
ら
、　

地
域
活
性
化
に

つ
い
て
、
幾
度
と
な
く
夜
遅
く
ま
で
熱
く

語
り
合
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
24
年
６
月
16
日
に
高

橋
さ
ん
を
隊
長
と
し
て
他
の
メ
ン
バ
ー
21

名
と
共
に
、
走
る
事
を
通
し
て
地
域
と
の

交
流
を
図
っ
た
り
、
人
吉
・
球
磨
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
努
め
る
地
域
活
性
化
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
ひ
と
よ
し
応
援
隊
」
を
結

成
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

隊
長
が
栃
木
県
真
岡
市
出
身
で
私
が

芦
北
町
出
身
。
人
吉
・
球
磨
出
身
で
な

い
二
人
が
人
吉
・
球
磨
の
魅
力
に
ひ
か
れ

て
「
ひ
と
よ
し
応
援
隊
」
を
立
ち
上
げ

た
こ
と
は
非
常
に
お
も
し
ろ
い
話
と
な
り

ま
し
た
。

　

高
橋
隊
長
の
提
案
で
平
成
25
年
５
月

25
日
に
球
磨
川
河
川
敷
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
活
用
し
て
「
第
１
回
ツ
ク
シ
イ

バ
ラ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
。

　

球
磨
川
に
自
生
す
る
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の

花
を
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
て
も
ら
い
、
健

康
増
進
や
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
周
知
・
保
護

な
ど
を
目
的
に
、
他
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
愛
好

会
の
団
体
「
走
Ｒ
Ｕ
Ｎ
か
い
・
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
（
谷
口
総
志
代
表
）」
と
共
催
で
実

施
し
ま
し
た
。

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
と
の
素
敵
な
御
縁
で

　 

ひ
と
よ
し
応
援
隊　

岡
部 

保
男

第１回ツクシイバラ・ランニング大会
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式
を
企
画
し
ま
し
た
。
新
郎
・
新
婦
に
内

緒
で
用
意
し
て
き
た
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

と
ス
ー
ツ
に
着
替
え
て
頂
き
、
ツ
ク
シ
イ

バ
ラ
の
中
で
会
場
の
皆
さ
ん
と
共
に
お
祝

い
を
し
ま
し
た
。
突
然
の
企
画
に
新
郎
・

新
婦
は
嬉
し
さ
と
驚
き
の
様
子
で
し
た
。

　

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
に
は
色
々
な
演
出
が
似

合
い
、ド
ラ
マ
が
あ
り
感
動
が
あ
り
ま
す
。

　

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
存
在
を
多
＜
の
方
々

に
知
っ
て
も
ら
い
、
次
世
代
に
ツ
ク
シ
イ
バ

ラ
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。
地
道
な
活
動
で

あ
る
が
、
来
年
も
素
敵
な
仲
間
と
共
に
ツ

ク
シ
イ
バ
ラ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
を
継
続

し
て
開
催
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
花
言
葉
は
「
か
わ
ら

な
い
愛
情
」
…
。

【
お
か
べ
・
や
す
お
／
芦
北
町
】

レ
レ
と
ギ
タ
ー
演
奏
に
よ
る
ひ
と
よ
し
応

援
隊
バ
ン
ド
が
デ
ビ
ュ
ー
し
、
演
奏
者
と

観
客
が
一
つ
に
な
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

一
昨
年
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
終
了
後
に
、

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
中
で
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
結
婚

す
る
事
と
継
続
す
る
事
の
難
し
さ
を
感
じ

る
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
終
了
後
は
「
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
」
と
し
て
ツ
ク
シ

イ
バ
ラ
の
中
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
ウ
ク

サプライズ結婚式

リバーサイドミュージシャン

第４回ツクシイバラ・ランニング大会

　

昨
年
は
熊
本
地
震
の
影
響
で
残
念
な
が

ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
は
開
催
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
は
５
月
27
日
に
公
式
発

見
１
０
０
周
年
記
念
行
事
と
し
て
「
第

４
回
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
」

を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
順
位

も
付
け
な
い
し
、
タ
イ
ム
も
計
測
し
な
い

で
５
㎞
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
ツ
ク
シ
イ

バ
ラ
を
愛
で
な
が
ら
走
っ
て
も
ら
う
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
手
づ
く
り
の
大
会
に
ス
タ
ッ
フ

18
名
、
一
般
参
加
者
32
名
の
合
計
50
名
の

皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
家
族
で
参
加
さ
れ
た
方
や
初

め
て
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
を
見
る
方
も
い
て
、
ツ

ク
シ
イ
バ
ラ
を
楽
し
み
な
が
ら
ラ
ン
ニ
ン

グ
さ
れ
、爽
や
か
な
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
公
式
発
見
１
０
０
周
年

に
因
ん
で
参
加
者
が
１
０
０
名
集
ま
る
こ

と
を
密
か
に
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、
企
画

　
「
球
磨
川
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
会
（
桑
原
史

佳
代
表
）」
と
の
出
逢
い
も
素
敵
な
出
逢

い
の
一
つ
で
す
。
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
公
式
発
見

１
０
０
周
年
の
記
念
行
事
の
企
画
会
議
を

結
成
10
年
目
の
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
会
の
皆

さ
ん
と
重
ね
る
こ
と
で
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ

保
護
活
動
の
苦
労
と
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
会

の
皆
さ
ん
の
団
結
力
を
知
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

広
い
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
自
生
地
で
の
保

護
活
動
の
一
つ
で
あ
る
除
草
作
業
は
、
地

味
な
作
業
で
は
あ
る
が
他
の
団
体
と
の
連

携
を
図
り
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
、
感
動

の
連
続
で
す
。

　

除
草
作
業
に
は
、
国
土
交
通
省
八
代
河

川
国
道
事
務
所
人
吉
出
張
所
の
所
長
や
錦

町
役
場
職
員
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
頂
き
、

多
い
時
に
は
１
０
０
人
程
の
団
体
連
携
と

な
り
、
素
敵
な
展
開
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

県
の
絶
滅
危
傾
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
の
存
在
さ
え
も
知
ら
な
か
っ

た
私
に
は
、
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
と
の
素
敵
な

出
逢
い
か
ら
、
色
々
な
方
々
と
の
出
逢
い

が
展
開
さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
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自
動
車
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が
目
に
止
ま
っ
た

の
で
し
た
。
見
て
い
る
う
ち
に
そ
の
車
が

欲
し
く
な
り
早
速
、
購
入
の
運
び
と
な
り
、

運
転
手
も
雇
い
入
れ
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
で

人
吉
を
目
指
し
た
の
で
す
。

　

人
吉
に
到
着
す
る
頃
に
は
多
分
、
日
暮

れ
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
夜
は
運
転

手
と
も
ど
も
人
吉
の
旅
館
に
一
泊
し
翌
朝
、

木
上
村
の
我
が
家
に
向
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
時
で
し
た
。
川
辺
川
に
差
し
掛
か
っ

た
時
、
橋
が
な
い
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
球
磨
川
に
掛
か
る
橋
を

利
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
す
が
、

当
時
の
橋
は
全
て
木
橋
で
あ
り
、
重
量

物
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
に
は
耐
え
ら
れ

ず
、し
か
も
橋
の
幅
が
狭
す
ぎ
た
の
で
す
。

こ
の
辺
り
で
自
分
の
迂う

闊か
つ

さ
に
気
が
滅め

い入

り
、
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
の
が
普
通
な
の

で
し
ょ
う
が
、
二
代
目
当
主
は
、
あ
き
ら

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
い
う
の
は
、

そ
の
後
、
訓
練
場
が
無
償
で
人
吉
中
学
校

に
贈
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
代
目
当

主
夫
人
が
来
校
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
数
十

人
の
教
師
と
八
百
人
の
男
子
生
徒
が
見
守

る
中
、
講
堂
の
演
台
に
立
た
れ
た
奥
様
は
、

い
さ
さ
か
も
臆お

く

す
る
こ
と
も
な
く
、
堂
々

た
る
態
度
で
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

の
奥
様
は
紺
系
統
の
和
服
姿
で
、
時
折
キ

ラ
キ
ラ
と
光
る
眼
鏡
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
中
肉
中
背
で
五
十
代
後
半
と
思

わ
れ
る
奥
様
は
、
遠
目
が
ち
な
が
ら
も
お

美
し
い
方
だ
と
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
才

色
兼
備
の
女
性
と
は
こ
ん
な
人
を
い
う
の

で
し
ょ
う
。
話
が
横
道
へ
そ
れ
ま
し
た
が
、

改
め
て
問
題
の
核
心
に
せ
ま
る
こ
と
に
し

ま
す
。

　

あ
る
時
、
二
代
目
当
主
が
所
用
の
た
め

福
岡
に
行
き
、
た
ま
た
ま
米
国
製
の
高
級

た
の
で
す
。

　

通
常
、
公
道
に
架
け
ら
れ
る
橋
は
市
町

村
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

個
人
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
こ
の
初
代
柳
瀬
橋
は

個
人
の
手
に
よ
っ
て
建
設
・
架
橋
さ
れ
た

驚
く
べ
く
橋
な
の
で
す
。
し
か
も
架
橋
の

理
由
も
常
識
の
域
を
超
え
た
も
の
だ
っ
た

の
で
す
。

　

で
は
初
代
柳
瀬
橋
を
架
け
た
人
物
と
は

一
体
誰
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
明
治

以
降
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
郷
土
第
一
の

大
地
主
で
あ
っ
た
木
上
村
（
現
錦
町
木
上
）

平
山
家
の
二
代
目
当
主
、
そ
の
人
だ
っ
た

の
で
す
。
平
山
家
は
人
吉
中
学
校
が
グ
ラ

イ
ダ
ー
訓
練
場
と
し
て
借
地
し
て
い
た
土

地
の
持
ち
主
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
平
山
家
の
存
在
を
知
っ
た
頃

に
は
、
二
代
目
当
主
は
す
で
に
亡
く
な
っ

思
い
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
実
際
は
大
勢
で
渡
っ
て
も
ビ
ク
と

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

よ
く
観
察
す
る
と
通
常
の
橋
と
は
異
な

り
、
細
い
な
が
ら
も
短
い
間
隔
で
橋
脚
が

多
数
設
置
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
構
造
こ
そ

が
永
年
に
わ
た
っ
て
川
辺
川
の
強
烈
な
洪

水
に
耐
え
て
き
た
理
由
で
あ
ろ
う
と
納
得

で
き
ま
し
た
。

　

地
形
図
か
ら
橋
の
長
さ
を
求
め
て
み
る

と
、
約
二
五
〇
ｍ
あ
り
ま
す
。
こ
の
長
さ

は
現
在
の
柳
瀬
橋
に
も
適
用
で
き
る
数
値

で
す
。
幅
は
、
私
が
初
め
て
初
代
柳
瀬
橋

を
目
に
し
た
時
、
通
常
す
る
こ
と
の
な
い

「
目
測
」
を
友
人
た
ち
も
巻
き
込
ん
で
行
っ

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
私
の
目
測
は
二
ｍ

で
し
た
。
こ
の
目
測
の
結
果
は
、
必
ず
し

も
検
討
は
ず
れ
で
は
な
く
、
あ
る
意
味
か

ら
す
れ
ば
真
実
に
せ
ま
る
数
値
で
も
あ
っ

一
町
歩
ほ
ど
の
広
さ
で
し
た
が
、
そ
の
く

ら
い
の
広
さ
で
は
本
格
的
な
滑
空
訓
練
は

出
来
な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
千ち

敷し
き
ば
る原
の
東

部
に
あ
る
広
い
畑
地
を
借
り
て
訓
練
場
と

し
た
の
で
す
。
学
校
か
ら
訓
練
場
ま
で
は

片
道
六
㎞
の
道
の
り
が
あ
り
七
、八
人
で
グ

ラ
イ
ダ
ー
を
担
ぎ
な
が
ら
、
順
次
交
代
し

な
が
ら
駆
け
足
で
往
復
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
時
、私
は
初
め
て
初
代
柳
瀬
橋
を
渡
っ

た
の
で
す
。

　

初
代
柳
瀬
橋
に
対
す
る
私
の
第
一
印
象

は
、
か
な
り
長
い
橋
な
の
に
橋
の
幅
が
狭

い
た
め
、
や
た
ら
と
細
長
く
感
じ
ま
し

た
。
大
勢
で
渡
っ
て
も
大
丈
夫
な
の
だ
ろ

う
か
と
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
様
な

初
代
「
柳
瀬
橋
」
物
語

　

人
吉
か
ら
人
吉
海
軍
航
空
隊
に
向
か
う

時
に
渡
る
相
良
村
の
初
代
「
柳
瀬
橋
」
に

つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
な
お
、

現
在
の
柳
瀬
橋
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
橋

幅
を
広
げ
た
、
よ
り
頑
丈
な
構
造
の
も
と
、

初
代
柳
瀬
橋
と
同
じ
場
所
に
架
橋
さ
れ
ま

し
た
。

　

私
が
初
代
柳
瀬
橋
を
初
め
て
目
に
し
た

の
は
中
学
五
年
生
の
時
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
人
吉
中
学
校
で
は
体
育
の
時
間
に
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
訓
練
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
練

習
機
が
一
台
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
校
庭
は

倉
敷
便
り  

⑥   

　
　
　
原
田 

正
史
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な
お
こ
の
物
語
は
、
平
山
家
と
の
親
交

が
あ
り
後
年
、
熊
本
南
警
察
署
長
と
な
っ

た
桑
原
俊
介
君
か
ら
聞
い
た
話
を
元
に
記

述
し
た
も
の
で
す
。

【
は
ら
だ
・
ま
さ
ふ
み
／
元
人
吉
市
文
化

財
保
護
委
員
、
倉
敷
市
】

か
っ
て
広
い
道
路
が
直
線
上
に
伸
び
、
そ

の
先
に
広
が
る
斜
面
は
庭
園
と
な
っ
て
お

り
、
一
面
に
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
植
栽
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
通
路
の
西
側
に
は
建
物
が

建
ち
並
び
、
特
に
避
雷
針
が
高
く
突
き
出

た
緑
の
屋
根
の
洋
館
が
ひ
と
き
わ
目
立
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ

が
初
代
柳
瀬
橋
を

独
力
で
架
橋
さ
れ
た

平
山
家
第
二
代
当

主
が
育
っ
た
家
で
し

た
。
初
代
柳
瀬
橋
の

写
真
も
実
在
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
私

の
少
年
時
代
の
記
憶

に
残
る
懐
か
し
い
初

代
柳
瀬
橋
の
ス
ケ
ッ

チ
を
添
え
て
お
く
こ

と
に
し
ま
す
。

の
こ
と
で
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
車
の
左

右
に
運
転
可
能
な
最
小
限
の
隙
間
を
設
け

て
計
算
し
た
場
合
、
初
代
柳
瀬
橋
の
橋
幅

は
お
よ
そ
二
・
五
ｍ
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
中
学
生
の
目
測
で
あ

る
二
ｍ
は
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

人
吉
中
学
五
年
生
の
時
に
木
上
村
出
身

の
桑
原
俊
介
君
の
案
内
で
、
郷
土
一
の
分

限
者
で
あ
る
平
山
家
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
途
中
、
木
上
村
に
入
る
時
に
球

磨
川
に
架
け
ら
れ
た
鉄
線
ロ
ー
プ
製
の
吊

り
橋
を
渡
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
吊
り

橋
に
は
長
さ
一
ｍ
、
幅
二
〇
㎝
ほ
ど
の
板

が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
恐
る
恐
る
渡

り
ま
し
た
か
ら
、
対
岸
ま
で
大
変
遠
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
山
家
の
入
口
に
は
両
開
き
の
大
き
な

鉄
製
の
門
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
北
側
に
向
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■定価1,500 円（＋税）
　送料 100 円
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製
と
し
て
架
橋
さ
れ
た
に
違
い
な
い
と
言

え
そ
う
で
す
。
工
事
は
大
橋
の
建
設
の
実

績
を
持
つ
富
田
組
に
指
名
さ
れ
た
に
違
い

な
い
で
し
ょ
う
。

　

架
橋
に
際
し
て
は
、
短
い
橋
な
ら
ば
と

も
か
く
、
二
五
〇
ｍ
に
も
及
ぶ
橋
で
す
か

ら
、
平
山
家
が
い
か
に
資
産
家
だ
っ
た
と

し
て
も
使
え
る
金
額
に
は
限
度
が
あ
る
は

ず
で
す
か
ら
、
橋
幅
を
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
が

ぎ
り
ぎ
り
通
れ
る
幅
に
し
た
筈
で
す
。
こ

こ
で
問
題
な
の
は
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
車
幅

で
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
私
が
今
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
倉
敷
市
の
養
護
施
設
オ
リ
ー

ブ
の
職
員
で
あ
る
西
山
健
太
朗
氏
に
お
願

い
し
て
調
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
西
山

氏
に
よ
る
と
「
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
様
々
な

型
式
が
あ
る
の
で
す
が
、
最
も
標
準
的
な

車
幅
は
二
ｍ
か
ら
二
・
〇
五
ｍ
で
す
」
と

め
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
橋
が
な
く
て
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
を

家
に
運
べ
な
い
の
な
ら
、
川
辺
川
に

橋
を
架
け
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
」
と
考

え
、
初
代
柳
瀬
橋
の
建
設
工
事
に
取

り
か
か
っ
た
の
で
す
。
県
下
有
数
の

資
産
家
な
ら
で
は
の
発
想
で
す
。

　

郷
土
で
の
最
初
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
は
、
人
吉
の
大
橋
で
、
昭
和
三

年
（
１
９
２
８
）
に
多
良
木
の
富
田

組
に
よ
っ
て
施
工
さ
れ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
初
代
柳
瀬
橋
の
架
橋
時

期
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
不
明
で

す
。
し
か
し
私
が
最
初
に
初
代
柳
瀬

橋
を
見
た
時
に
は
か
な
り
老
朽
化
し

た
も
の
で
あ
り
、
大
正
末
期
か
ら
昭

和
初
期
に
架
橋
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
橋
に
次
い

で
郷
土
で
の
第
二
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

初代「柳瀬橋」の図（原田 2017）
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開
始
を
早
急
に
す
る
必
要
は
な
い

こ
と

　

こ
の
３
点
を
松
岡
隼
人
・
人
吉
市

長
及
び
田
中
哲
・
市
議
会
議
長
（
当

日
不
在
）、
井
福
準
備
室
長
に
説
明

要
望
。
今
回
訪
問
の
主
目
的
は
次
の

基
本
設
計
、
実
施
設
計
図
面
に
は
木

造
で
の
図
面
を
ぜ
ひ
作
成
さ
れ
る
よ

う
要
望
書
の
提
出
を
致
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
そ
れ
ら
を
取
材
さ
れ
た
新
聞

各
社
の
報
道
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
こ
れ
か
ら
の
図
面
作
成

の
経
過
や
内
容
も
公
開
す
る
よ
う
に

依
頼
、
要
望
致
し
ま
し
た
の
で
、
人

松
岡
隼
人・
人
吉
市
長
、
田
中
哲
・
市
議
会
議
長
へ
望
む
こ
と

 

後
世
に
誇
れ
る
木
造
人
吉
新
市
庁
舎
を
創
る
会
　
代
表
　 

松
本
晉
一

本
誌
読
者
及
び
関
係
の
皆
様
方
へ

　

さ
て
、
以
前
か
ら
人
吉
市
役
所
本
格
木
造
で
の
新
庁
舎
建
築
に
つ

い
て
は
、
ご
協
力
ご
支
援
を
頂
き
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
掲
載

の
文
面
の
よ
う
に
５
月
12
日
、「
後
世
に
誇
れ
る
木
造
新
市
庁
舎
を

創
る
会
」
の
３
名
の
会
員
と
共
に
市
役
所
を
訪
問
し
て
、〝
本
格
木

造
で
の
利
点
〟
説
明
と
、
以
下
の
３
つ
の
要
望
：

⑴
基
本
計
画
も
決
ま
ら
ぬ
中
、
人
吉
新
聞
紙
上
に
な
ぜ
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
４
階
建
て
の
建
造
内
容
の
掲
載
が
な
さ
れ
た
か
、
そ
の
理

由
と
経
過
説
明

⑵
次
の
基
本
設
計
、
実
施
設
計
に
は
ぜ
ひ
、
本
格
木
造
の
設
計
図

面
を
書
い
て
頂
き
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
開
示
し
て
も
ら
う
こ
と

⑶
じ
っ
く
り
と
市
民
県
民
の
要
望
を
受
け
止
め
て
、
後
世
に
悔
い
の

な
い
建
造
物
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
庁
舎
建
造
の
建
造

市長室での要望書説明　右端は松岡市長、左から４番目は
井福準備室長（５月12日カルチャーパレス）

て
：

１
，
当
方
の
意
向
（
要
望
）
が
ど
れ
だ
け
取
り
入
れ
ら
れ
た
回
答
で

あ
る
か

２
，
質
問
へ
の
回
答
が
妥
当
で
、
当
方
の
疑
問
を
解
消
す
る
正
確
な

内
容
で
あ
る
か

３
，
特
に
本
格
木
造
に
よ
る
基
本
、
実
施
の
両
設
計
図
面
が
作
成
さ

れ
る
の
か
否
か

４
，
市
民
の
市
役
所
建
造
方
法
に
つ
い
て
の
意
見
、
考
え
を
さ
ら
に

探
る
（
添
付
文
章
）

５
，
大
型
木
造
建
築
物
の
耐
震
耐
火
の
方
法
つ
い
て
の
（
新
し
い
）

情
報
を
知
る

６
，
名
古
屋
城
本
格
木
造
建
築
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
・
手
段
ほ
か

に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る

　

な
ど
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
下
に
当
会
が
提
出
し
た
意
見
書
と
、
ご
参
考
ま
で
に
人
吉
市
役

所
新
庁
舎
・
基
本
計
画
へ
の
意
見
（
松
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
抜

粋
）
を
添
付
し
て
お
き
ま
す
。
ご
一
読
を
い
た
だ
き
、
木
造
庁
舎
建

造
へ
の
次
に
つ
な
が
る
手
だ
て
に
つ
い
て
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
等
を

頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
平
成
29
年
６
月
６
日
）　

吉
市
側
の
回
答
を
待
つ
予
定
で
す
が
、
現
時
点
（
６
月
６
日
）
で
は

ま
だ
回
答
を
得
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
要
望
書
に
よ
り
今
後
、
市

長
、
人
吉
市
や
市
議
会
の
意
志
、
考
え
が
、
従
来
型
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
か
ら
、
本
格
木
造
化
へ
と
大
き
く
方
向
転
換
が
図
ら
れ
る

も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
方
に
も
、
今
後
の
市
側
の
対

応
や
内
部
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
連
情
報
の
あ
り
次
第
、
ご
連

絡
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
人
吉
市
へ
の
要
望
書
の
回
答
を
待
っ

熊日新聞と人吉新聞の報道内容（５月13日）
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　人吉市長　松岡　隼人　様

要望書「木造新市庁舎は地域創生の光！」
　これまで多くの市民、木材業界他から人吉新市庁舎は「木造で」という要望・陳

情がある中、本年 1月1日、人吉市のプロポーザルに選ばれた山下設計九州支社か

ら、まだ基本計画の確定していない前段階で、地元新聞の１面に“鉄筋コンクリート４

階建て”の見出しで建造方式の掲載がなされました。

　なぜ４月末の基本計画の決定以前から“初めに鉄筋コンクリート造ありき”なのか？　

それが不可解なのです。この建造方式の選択は、恐らくは建設期限、そして予算の範

囲内と言う条件下では“従来工法による当然の帰結”として決定されたものかと思います。

　しかし、１年半以上も前から多くの県市民や地元業界により、既に木造での市庁舎

建造の陳情や要望が数多く成されているのです。そこで次の基本設計・実施設計には、

他所にない本格木造の設計にチャレンジされて、しっかりとした木造の図面を提出して

欲しいという要望です。

　これまでにも多くの提言を申し上げましたように、

本格木造での人吉市新市庁舎建設により：

　１、木造で災害に強い耐震、耐火の大型建造物が可能、県・国も木造を支援

　２、地域の木材資源がしっかりと活き、独自なデザイン設計が可能　　

　３、今なら、まだ地元の伝統木造技術と人材（大工さん）が活かせる　

　４、木には百年、二百年以上の寿命があり、改築、補修も容易である

　５、木造そのものがヒト（市民や職員）に優しく、行政にも潤いが増す

　６、木造公共建築が広く地元の観光振興・産業振興につながる　

　７、木造建築はこの人吉の町の歴史と景観にマッチする

　８、木造新市庁舎そのものが人吉やこの地域の象徴（ランドマーク）、さらには他

所にない地場産業（林業や観光業他）の広告塔となる

　９、時代を経れば、木造新市庁舎そのものが後世へ誇れる資産・財産となる

　10、次の基本設計、実施設計に木造を選択することで、この新市庁舎建造が、

　　　市民参加と情報公開、地元住民のコンセンサスづくりにつながる

　以上の多くの利点があります。鉄筋及びコンクリート建造物は必ず錆びと風化により、

50 年後には経年的劣化に至るのです。新しい時代の設計と建築は“木の文化”へ

とシフトしています。

資料①　松岡市長宛ての要望書

　○要望は以下の 3 点です：
要望１、山下設計へのプロポーザル決定の選定経過とその内容が不透明な中、そし

て基本計画も決定していない時点の本年 1月1日、地元新聞紙上に“鉄
筋コンクリート4 階建て”という見出しで構造体の提示が出されました。いつ、
どこで、誰が、なぜ、それを決められたのか？これらの内容と経過を具体的に
公開して頂きたい。

要望２、次の新市庁舎の基本設計、実施設計の両図面には、上記の木造の利点を
活かした、市民の意志が込められた本格木造の基本及び実施の両図面を作
製し、その作製プロセスの経過を、逐次情報開示して頂きたい。たとえ工期
が遅れたとしても、地域関係者の皆様全体で、木造の英知を集積集約し、
市役所新庁舎の本格木造化に向けて、基本設計をしっかりと議論精査し、
木造による市庁舎の実施設計と、その具現化を望みます。

要望３、昨年 4月の熊本地震により、八代市や宇城市他、多くの市町村で庁舎建
造が予定される昨今、物価の上昇、人材不足がさらに予測されます。またオ
リンピック需要を含め、国内全体がそういう時期に差し掛かります。この時期
に何も建設を急ぐ必要はありません。予算の期間内執行や安易な従来工法
に捉われない、今後を見据えた、後世に悔いのない、後世に誇れる機能と
役割を持つ木造市庁舎の設計と建造を望みます。

　この新しい本格木造市庁舎建設について、人吉市長を始め、市議会及び人吉市
の行政執行関係者の皆様方、人吉球磨の郡市民、そして多くの県市民の皆様方の
ご支援、ご賛同を得ることで、本格木造の名古屋城にも匹敵する、他所にはない本
県人吉市独自の本格木造市庁舎の建造完成につながるものと考えます。
　このことによって、完成する木造市庁舎は" 地域文化創生の発信源“になるものと
確信致します。
　ここに改めて、後世に誇れる木造新市庁舎の建設を要望いたします。
※なお、この要望に対するご回答は可及的早期にご返事を頂ければ幸いです。
　平成 29 年 5月12日

「後世に誇れる木造人吉新市庁舎を創る会」
会員：井上 温章　松本 晉一（代表）　山口 啓二　吉岡 弘晴ほか
連絡先：熊本県人吉市蓑野町 344　山口啓二　（〒868-0061）

Tel：090-4993-1192　Fax：0966‐25‐1360　Email：smatsu@fsinet.or.jp
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＝パブリックコメント抜粋（１は省略）＝
　　　熊本県人吉市九日町 115　松本晉一　平成 29 年 2月18日

２、防災センターに特化した市庁舎づくりの問題点
　なぜ、昨年 4月までは”市庁舎建設の木造化”を進めてきた松岡市長の考えが、急に災
害に強い市庁舎をめざしたのか？　その理由として4月14日の熊本地震の影響が色 な々意
味で大きく関与し、「防災センター機能を備えた堅牢な総合庁舎」という建造方針へと方向転
換をされたことは承知しています。そして勿論、震度７程度の地震には耐え得る構造の市庁舎
でなければなりません。
　しかし、どんなに堅牢な建造物や護岸設備を造っても、それ以上の予期せぬ、想定外の大
自然災害（大水害・大津波・大地震他）の力には及びません。ハードは必ず壊れ、その寿
命も必ず来ます。その点、本格木造にすれば、災害にも耐え、低廉でもあり、その修復や
修理はいたって容易ですし、その多くの利点は上に挙げた通りです。
　もし、自治体本庁舎（市役所）が各種の自然災害で被災したとしても、防災センター（拠点）
として必要な機能は、どこかで、何らかの方法で、維持・カバーすることが可能ではないでしょ
うか。
　仮に、激甚災害（水害、火災を含めて）が本当に起こったとすれば、そこでどういう事態（問
題点）が起こり得るでしょうか？
１、災害の拠点を置いたとしても、その拠点の防災センター地域が大丈夫とは限らない。そこ

で大事なのは拠点の数、目的、機能が重要
２、たとえ初回の災害で大丈夫だとしても、新市庁舎が連続する大規模な災害に耐えうるとは

限らない。次に来る自然の力は予測が出来ず、想定外の災害には、その拠点が大丈夫
とは限らない

３、大災害の種類、その発生時季や時間にもよるが、現実にはパニックが起こり、実際は何
処に、どう逃げたらよいかは不確定、不確実である

４、新市庁舎（防災センター）の集容数は恐らく数百〜数千人規模に限定され、人吉地区
全域の収容は困難であり、川南の住民中心の収容に制限される

５、新市庁舎を含め、エレベーターが必要な多重高層の建物は、大災害時にはかえって危険
である

６、いかなる場所、いかなる情況を想定しても、自然災害には想定内のみの対応であり、市
庁舎単一の防災センターでは役割に限界がある。また疾病などの二次災害を含め、収容
者は早急に機能別施設に移動させる必要がある

７、一つの建造物（ハード）のみに、必要以上の経費を計上するのには疑問がある。大事なのは、
災害時の機能（ソフト）とその対応（目的）である。無駄のない有効な災害拠点を各所
に備え、公共及び個人の既存建造物を併せて拠点とし、そこへの耐震補強にも予め予
算を廻すべきである

８、自然の驚異（災害）に対し、より大きな堤防、大きなダム等は自然の摂理にそぐわない。
木造建築の持つ、自然に寄り添い、自然に逆らわず、自然との共存という視点が、住環
境調和の面からも大事である

資料②　人吉市役所新市庁舎・基本計画案への意見（抜粋）

９、防災を含め、地域づくり、人づくりは市庁舎の構造などのハード（外側）ではなく、そのシ
ステム（中身）である

３、行政への「お任せ防災」への是非
　ご承知のように、多くの天災（災害）は地震予測と同じく予知はできません。そしてその災
害については、各個人が自分の命、家族の命の守りに備えれば、それが地域の防災にもつ
ながります。サバイバルのその基本は、まず行政や地域に頼るものではありません。その一例
として「誰かを助ける美談はいらない。まずは自分の命を守るのが大切」とする「命、てんで
んこ」の精神（それぞれが自分を自分で守る）が大事（元釜石小学校校長、紺野仁司氏談）
であり、　
　同じく「今まで、私個人も含め、行政主導の防災や危機管理に頼りすぎていた。大切な
命の預け先が自治体だけでいいのか。行政から地域主導へと移すことで、住民一人一人の
主体性が育まれ、コミュニティの結束も強まる」（高知県黒潮町大西勝也町長談）。このよう
に、これまで、そしてこれらからも“行政へのお任せ（防災）”では、熊本地震の状況を見ても、
その実質的効果はあまり期待出来ないのが判るかと思います。このことは街づくりでも同様だ
と考えます。

４、まとめ：「より大切な市役所（市庁舎）の機能とは」
　結論として、“新市庁舎造り”は“堅牢な防災施設（市庁舎）の建設”が目的ではありません。
本格木造による市庁舎建設の利点にもあるように、ここで改めて、市庁舎すなわち”市役所
の役割、機能とは何か”を見直して、この人吉球磨の地、人吉の町の景観に相応しい、後
世に誇れる、地域の暮らし（文化）や仕事（産業）、そして景観を守る“本格木造市庁舎に
よる建設”を切望します。
　急ぐ必要はありません。木を活かした実施設計には、少し時間はかかるかもしれません。しか
し、この新市庁舎建設の起点と終点までの各ステップこそが、“市民と住民の意思が反映され
る街づくり”にもつながるものと信じます。 

＜関連資料＞
・「これからは木の時代！人吉の新市庁舎が、なぜ鉄筋コンクリートなのか？」
　くまがわ春秋第 10 号 (2017 年 1 月号 )62 〜 65 頁
・「新市庁舎づくり：これからの人吉のために」＝人吉市役所・新市庁舎に本格木造を希望

する理由＝くまがわ春秋第 11 号 (2017 年 2 月号 )64 〜 67 頁
・「人吉らしい、本格木造による実施設計を！」人吉市役所新庁舎・基本計画への意見（パブリッ

クコメント）松本晉一　平成 29 年 2 月 18 日
・市長あて要望書「木造新市庁舎は地域創生の光！」後世に誇れる木造人吉新市庁舎を創

る会　平成 29 年 5 月 12 日
・市民他への配布資料「後世に誇れる、木造人吉新市庁舎建設を！」後世に誇れる木造人

吉新市庁舎を創る会の意見にあなたのご意見をお聞かせください　平成 29 年 4 月吉日
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書
評　

上
田
精
一
『
子
供
を
い
つ
も
真
ん
中
に
』

あ
ま
り
に
も
正
直
で
、
あ
ま
り
に
も
事
実
的
で

あ
ま
り
に
も
刺
激
的
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
雄
一

ビ
ー
ル
党

　

上
田
は
八
代
市
太
田
郷
小
学
校
、
八
代
二
中
、
八
代
高
校
を

卒
業
し
た
八
代
の
人
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
人
吉

球
磨
の
中
学
校
の
国
語
教
師
に
な
っ
て
、
い
ま
や
完
全
な
人
吉
球

磨
の
人
で
あ
る
。
八
代
人
な
ら
と
も
か
く
、
人
吉
球
磨
人
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
か
、
上
田
は
酒
が
好
き
で
あ
る
。
特
に
ビ
ー
ル
を

好
む
。
普
通
な
ら
、
本
を
書
く
と
き
に
な
ど
に
は
、
そ
う
し
た
こ

と
は
隠
す
の
だ
が
、
上
田
は
そ
う
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
本

書
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
、
酒
の
話
が
で
る
。
本
書
を
執
筆
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
場
所
も
居
酒
屋
だ
。「
先
生
の
指
導
方
法
に
は
問
題

が
あ
る
」
と
生
徒
た
ち
か
ら
詰
め
寄
ら
れ
て
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ

と
き
に
も
、
上
田
は
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
ア
ル

コ
ー
ル
中
毒
の
一
歩
手
前
か
と
心
配
に
も
な
る
け
ど
、
八
十
歳
を

む
か
え
た
い
ま
で
も
精
力
的
で
記
憶
も
確
か
な
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

そ
う
で
は
な
い
よ
う
だ
。
小
山
勝
清
は
上
田
の
大
叔
父
で
あ
る
。

勝
清
は
焼
酎
が
好
き
で
あ
っ
た
が
、
勝
清
と
同
じ
血
が
上
田
に
流

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
文
章
力
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
歌
人
で

ビ
ー
ル
好
き
と
い
え
ば
啄
木
が
そ
う
だ
。
し
か
も
、
歌
の
内
容
が

似
て
い
る
。
不
思
議
だ
。

青風舎　２０１７年５月８日発行。同
書カバーは人吉市の山口啓二さんの
写真。８月の川辺川の朝日を撮した
もの

ア
カ
教
師

　

若
い
人
と
話
す
と「
ア
カ
」が
死
語
に
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。

「
左
翼
」
も
そ
う
だ
。「
革
新
」
は
か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
て
い
る
が
、

こ
の
ま
ま
で
い
く
と
使
わ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
い
ま
は「
与

党
」
と
「
野
党
」
に
単
純
化
さ
れ
て
い
て
、
分
か
り
や
す
く
な
っ
て

い
る
が
、
そ
れ
が
い
い
か
悪
い
は
分
か
ら
な
い
。
野
党
な
し
に
な
る

と
全
体
主
義
の
世
界
に
な
り
、
そ
れ
は
困
る
。
野
党
だ
け
は
死
語

に
な
っ
て
欲
し
く
な
い
。

　
「
ア
カ
教
師
」。
こ
の
言
葉
は
確
か
に
わ
か
り
に
く
い
。
基
準
が
な

い
の
だ
。
な
に
を
す
れ
ば
「
ア
カ
教
師
」
で
、
な
に
を
す
れ
ば
「
シ

ロ
教
師
」
な
の
か
、
蜂
楽
饅
頭
の
よ
う
に
見
た
だ
け
で
は
ア
カ
か
シ

ロ
か
は
分
か
ら
な
い
し
、
ど
ち
ら
と
も
美
味
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
、「
ア
カ
教
師
」
の
レ
ッ
テ
ル
に
は
触
れ
ま
い
と
お
も
っ
た
の

だ
が
、
上
田
自
身
が
そ
の
よ
う
な
陰
口
を
う
け
た
と
書
い
て
い
る
の

で
、
上
田
に
対
し
て
世
間
の
一
部
が
ど
う
み
て
い
た
の
か
を
確
認
す

る
た
め
、
あ
え
て
、
こ
れ
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
。
そ
う
だ
、
上

田
は
教
職
員
組
合
の
活
動
家
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
け
ど
、
上
田
は
教
師
仲
間

の
あ
い
だ
で
（
職
員
室
内
で
）
少
数
派
で
あ
っ
た
。
先
生
た
ち
に

派
閥
が
あ
る
の
か
と
驚
く
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
考

え
る
ま
で
も
な
く
教
師
は
一
定
の
教
育
論
に
基
づ
い
て
生
徒
に
接
し

て
い
る
。
教
育
論
な
し
の
教
育
は
あ
り
え
な
い
し
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
ど
の
よ
う
な
教
育
論
に
立
脚
し
て
教
育
す
べ
き
か
は
難
し

い
問
題
だ
が
、
そ
う
し
た
こ
と
な
ど
が
原
因
に
な
っ
て
「
少
数
派
」

は
生
ま
れ
る
。
漱
石
『
坊
ち
ゃ
ん
』
と
少
し
状
況
は
ち
が
う
け
れ

ど
も
、
坊
ち
ゃ
ん
は
山
嵐
と
と
も
に
少
数
派
で
あ
っ
た
。
上
田
は
坊

ち
ゃ
ん
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
ば
、
赤
シ
ャ
ツ
、
野
だ
い
こ
は

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
う
ら
な
り
は
ど
う
か
。
狸
も
気
に
な
る
。
マ

ド
ン
ナ
は
間
違
い
な
く
い
た
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
う
い

う
話
は
本
書
に
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
教
師
の
世
界
は
全
体
社

会
の
一
部
で
あ
る
。
赤
シ
ャ
ツ
た
ち
は
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

周
辺
の
生
徒
た
ち

　
「
先
生
た
ち
ゃ
ヒ
ュ
ウ
（
び
り
の
意
）
に
な
っ
た
も
ん
の
気
持
ち
は

わ
か
ら
な
れ
ん
で
し
ゅ
う
な
、
学
校
時
代
は
成
績
の
よ
う
あ
ん
な
っ

た
ろ
う
で
」
と
生
徒
の
父
か
ら
語
ら
れ
た
と
き
、
そ
の
生
徒
に
ど

の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
い
い
か
。
そ
の
父
は
、正
座
し
て
か
し
こ
ま
っ
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そ
う
な
話
だ
。
金
八
先
生
で
な
け
れ
ば
解
決
で
き
そ
う
に
な
い
話

だ
。
そ
う
い
え
ば
、
上
田
の
髪
は
長
く
、
金
髪
で
あ
る
。

教
育
群
像

　
「
人
吉
一
中
」、「
錦
中
」、「
多
良
木
中
」
の
よ
う
に
本
書
の
内
容

は
す
べ
て
具
体
的
で
、
学
校
も
教
師
も
ほ
と
ん
ど
実
名
で
登
場
す

る
。
一
部
の
仮
名
も
当
事
者
な
ら
容
易
に
実
名
を
推
測
で
き
る
書

き
方
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
具
体
的
に
書
け
ば
な
に
も
ご
ま
か
せ

な
い
。
評
価
の
ち
が
い
は
残
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
実
の
有
無

は
動
か
せ
な
い
。
た
と
え
ば
相
良
北
中
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
強
か
っ

た
こ
と
、
そ
れ
は
当
時
30
代
半
ば
の
谷
永
悟
の
指
導
力
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、谷
永
が
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
３
月
、

人
吉
二
中
の
校
長
を
定
年
で
退
職
し
た
こ
と
な
ど
は
分
か
り
や
す

い
例
で
あ
る
。
谷
永
は
あ
く
ま
で
も
一
例
で
あ
っ
て
、
本
書
に
は
多

数
の
教
師
・
生
徒
が
登
場
す
る
。
登
場
人
物
を
眺
め
る
だ
け
で
読

者
は
過
去
を
振
り
返
り
時
代
を
想
う
で
あ
ろ
う
し
、
登
場
人
物
を

整
理
す
れ
ば
人
吉
球
磨
の
教
育
群
像
を
描
け
る
。個
人
的
に
は
、『
概

説　

相
良
藩
』（
人
吉
中
央
出
版
社
）
の
著
者
・
尾
方
保
之
に
触

れ
た
箇
所
を
読
み
、『
相
良
藩
』
が
ま
す
ま
す
好
き
に
な
っ
た
。

て
い
る
小
柄
の
息
子
の
頭
を
な
で
ま
わ
し
が
ら
、
こ
う
も
言
っ
た
。

「
勉
強
は
で
き
ん
子
で
す
ば
っ
て
ん
、
牛
の
世
話
は
一
人
で
し
て
く

る
っ
し
、
よ
う
働
い
て
く
れ
て
助
か
っ
と
り
も
す
。
ば
っ
て
ん
、
学

校
じ
ゃ
よ
う
と
わ
か
ら
ん
ヒ
ュ
ウ
の
子
で
す
も
ん
な
」。

　

上
田
は
父
親
の
言
葉
に
ハ
ン
マ
ー
で
殴
ら
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を
受

け
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
の
上
田
の
勤
務
先
は
人
吉
一
中
で
あ
る
。

当
時
、
同
校
で
は
、
テ
ス
ト
結
果
を
集
計
し
て
上
位
者
の
名
前
を

職
員
室
の
廊
下
に
は
り
だ
し
て
い
た
。
父
親
は
そ
れ
を
批
判
し
た

の
だ
。
こ
う
い
う
状
況
に
直
面
し
た
と
き
、
教
師
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
。教
師
だ
け
で
な
く
、私
た
ち
は
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
か
。

上
田
の
回
答
は
本
書
に
書
い
て
あ
る
が
、
高
校
受
験
な
ど
を
考
え

た
と
き
、
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

　

喧
嘩
の
仲
裁
に
入
っ
て
逆
に
こ
ん
棒
で
頭
を
殴
ら
れ
て
撲
殺
さ
れ

た
父
親
を
失
っ
た
生
徒
が
い
た
。
生
徒
は
寡
黙
に
な
っ
た
。
勉
強

意
欲
も
失
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
に
出
会
っ
た
と
き
、
ど
う

し
た
ら
い
い
か
。
上
田
の
対
応
は
本
書
に
書
い
て
あ
る
。
錦
中
学

勤
務
時
の
話
で
あ
る
。
酒
、
タ
バ
コ
、
バ
イ
ク
、
喧
嘩
、
恐
喝
を

く
り
か
え
す
生
徒
が
い
た
。
多
良
木
中
勤
務
時
代
の
話
だ
。
そ
の

生
徒
は
卒
業
ま
も
な
く
し
て
事
故
死
す
る
。
金
八
先
生
に
出
て
き

家
族
は
つ
ら
い
よ

　

敬
称
を
省
略
し
一
読
し
た
印
象
を
思
い
つ
く
ま
ま
に
並
べ
た
。
か

つ
て
「
で
も
、
し
か
先
生
」
と
い
う
蔑
称
が
あ
っ
た
。
と
ん
で
な
い

言
葉
だ
。
む
か
し
か
ら
教
師
は
楽
な
職
業
で
は
な
い
。
い
ま
で
は

長
時
間
労
働
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
る
。
一
部
の
現
役
教
師
は
本
書

を
古
き
良
き
時
代
の
話
で
あ
る
と
受
け
流
す
か
も
し
れ
な
い
。
長

時
間
の
勤
務
は
本
を
読
む
力
を
奪
う
。
本
書
を
読
み
た
く
て
も
そ

れ
が
で
き
な
い
教
師
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
読
書
は
強
制
で
き
な
い
。

そ
れ
を
前
提
に
言
う
。
人
吉
球
磨
の
教
育
史
を
語
る
と
き
、
本
書

は
必
読
書
で
あ
る
。
上
田
の
活
動
は
多
方
面
に
お
よ
ぶ
。
映
画
セ

ン
タ
ー
、
九
条
の
会
の
活
動
は
特
に
目
を
ひ
く
。
映
画
論
を
上
田

に
聞
き
た
い
気
も
す
る
。
山
田
洋
次
「
家
族
は
つ
ら
い
よ
」
に
つ
い

て
と
く
に
伺
い
た
い
。

　

上
田
は
云
う
。

　
「
妻
あ
り
て
こ
そ
わ
が
教
師
人
生
」

　

廸
子
夫
人
は
、
さ
ぞ
、
ビ
ー
ル
が
美
味
し
か
ろ
う
。

【
う
え
む
ら
・
ゆ
う
い
ち
／
編
集
主
幹
】

イ
ワ
ン
の
馬
鹿

　

上
田
は
、
社
会
関
係
の
な
か
で
自
己
の
人
格
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
を
自
覚
し
て
い
る
。
生
徒
、
生
徒
の
親
、
教
師
仲
間
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
多
数
の
人
に
影
響
を
受
け
た

自
己
の
人
格
を
形
成
し
て
き
た
こ
と
を
具
体
的
に
語
る
。
北
御
門

二
郎
（
翻
訳
家
）、丸
木
正
臣
（
教
育
家
）、今
井
正
（
映
画
監
督
）、

新
藤
兼
人
（
映
画
監
督
）
な
ど
の
有
名
人
も
い
る
。
上
田
は
特
に

影
響
を
受
け
た
人
物
と
し
て
桑
原
寛
を
上
げ
て
い
る
。
上
田
よ
り

10
歳
上
の
先
輩
教
師
で
、「
生
涯
一
教
師
」
を
貫
い
た
と
い
う
。
私

は
桑
原
を
知
ら
な
い
が
、
上
田
に
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。

人
吉
球
磨
の
教
育
史
に
残
る
人
で
あ
ろ
う
。上
田
は
そ
う
し
た
人
々

を
無
数
に
あ
げ
て
い
る
。
上
田
は
天
動
説
者
の
よ
う
に
み
え
る
。

彼
の
ま
わ
り
を
キ
ラ
星
が
回
転
し
て
い
る
。
私
は
星
の
名
を
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
い
。
し
か
し
さ
す
が
に
、
ト
ル
ス
ト
イ
は
知
っ
て
い
る
。

ト
ル
ス
ト
イ
を
読
む
と
す
れ
ば
何
を
も
っ
と
も
推
薦
す
る
か
と
の
上

田
の
問
い
に
、
北
御
門
は
「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」
を
あ
げ
た
と
い
う
。

そ
れ
を
知
り
、
早
々
に
、
北
御
門
訳
の
「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」
を
再

読
し
た
。
本
書
に
は
、
そ
う
さ
せ
る
力
が
あ
る
。
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か
す
み
た
ち
西
の
空
に
は
茜
雲
東
の
空
に
は
お
ぼ
ろ
月
見
ゆ

春
う
ら
ら
ひ
い
ら
ひ
ら
ひ
ら
蝶
が
舞
ふ
揚
羽
に
黄
蝶
花
に
戯
れ

守
永　

和
久

去
年
よ
り
藤
の
花
房
に
ぎ
わ
い
て
通
る
人
々
立
ち
止
ま
り
を
り

五
十
余
年
永
い
交
友
続
き
し
君
の
唐
突
の
死
言
の
葉
も
な
く

河
内　

徹
夫

山
風
に
跳
ね
る
が
如
き
鯉
の
ぼ
り
世
界
の
子
等
の
幸
を
祈
ら
ん

ス
ポ
ー
ツ
を
夫
婦
で
テ
レ
ビ
観
戦
す
昔
だ
っ
た
ら
思
い
よ
ら
ぬ

中
村
美
喜
子

里
山
の
草
刈
り
作
業
は
快
調
に
身
体
も
馴
染
み
傘
寿
を
忘
る

筏
漕
ぐ
「
高
音
の
瀬
」
に
挑
む
プ
ロ
波
に
潜
り
て
ポ
カ
リ
と
浮
き
ぬ

西　
　

武
喜

い
つ
来
て
も
涙
な
み
だ
の
知
覧
基
地　

学
童
疎
開
の
思
い
出
甦
る

桜
島
ぐ
る
り
と
廻
る
ド
ラ
イ
ブ
に
二
人
の
元
気
感
謝
し
な
が
ら

釜
田　
　

操

や
が
て
来
る
そ
の
日
の
備
へ
終
活
の
遺
影
の
写
真
選
択
迷
ふ

激
動
の
こ
の
世
に
生
き
た
証
し
に
と
下
手
な
短
歌
を
詠
み
て
残
せ
し

緒
方　

保
正

骨
折
し
一
年
過
ぎ
て
振
り
返
る
元
の
身
体
に
よ
く
ぞ
戻
ら
む

数
十
年
逢
う
こ
と
な
か
り
し
同
級
生　

顔
と
声
に
は
昔
の
面
影

中
原　

康
子

竹
薮
に
猿
が
い
な
い
か
確
か
め
て
急
ぎ
籠
持
ち
小
さ
ん
竹
と
り

も
ぎ
た
て
の
色
鮮
や
か
な
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
夜
の
一
膳
豆
ご
は
ん
と
す

三
原　

光
代

里
山
は
猪
鹿
に
荒
れ
果
て
て
子
供
の
頃
の
面
影
見
え
ず

黄
水
仙
芦
北
の
海
は
夕
陽
の
み
帳
下
り
れ
ば
い
さ
り
火
揺
れ
り

橋
詰　

了
一

こ
の
齢
に
な
り
て
も
夢
に
現
れ
る
英
語
試
験
に
苦
闘
の
我
が

花
薫
る
春
の
静し

じ
ま寂
に
溶
け
行
き
て
浮
遊
し
て
み
た
き
吾
の
心
を

堀
田　

英
雄

鶺せ

き

れ

い鴒
短
歌
会
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
詠
草

─真相を明らかにしてほしいとの国民の思いがどこまで届くか？ ─

森友学園問題も うやむやのなか、今回は加計学園疑惑で混迷。『証
人喚問』を拒否している政府はどこまで国民の声に応えるのか注目。

　universe（ユニバース）はラテン語の「uni（ウニ）、一つに」＋「versus（ウェ
ルスス）、向かった・転じた」が語源で、ばらばらのものが一つの方向に向かい「統
一されたもの」が原義です。そこから「宇宙・全世界・全人類」などの意味へ発
展しました。
　universal（ユニバーサル）は universeの形容詞形で、「すべてに共通した・普
遍的な・万人に共通の・宇宙の・全世界に通じる」などの意味です。
　近年は、障害者福祉に関連して、「universal design（デザイン）、万人に通じる
方式」ということばをよく耳にします。これは、自分自身も車いす生活の障害者であっ
た米国の Ronald L. Mace（ドナルド・メイス）（1941～ 1998）の提唱で始まった
もので、健常者・障害者を問わず、すべての人に使いやすい製品・環境・情報な
どを創出する運動のことです。
　「college（カレッジ）、単科大学」と区別される「university（ユニバーシティ）、
総合大学」は、ラテン語「universitas（ウーニウェルシタース）、全体・同業組合」
がフランス語を経て借用されたものです。ここでは、教師と学生を含めた総体とし
ての大学を意味しました。

外来語から学ぶ英単語 （15）…… 藤原　宏

ユニバース　・　ユニバーサル　・　ユニバーシティ
universe  　　　　universal  　　　　　university

（381）



81  くまがわ春秋　Vol.15　2017.6.15 80くまがわ春秋　Vol.15　2017.6.15

　

な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
り
種
々
の
生
物
が
減
少
し
た
と
き
、
あ
る

い
は
、
人
間
の
需
要
を
満
た
す
た
め
、
そ
れ
ら
生
物
の
人
工
孵
化
ま

た
は
外
部
か
ら
搬
入
が
な
さ
れ
る
。
魚
族
に
つ
い
て
の
資
料
を
み
つ
け

た
の
で
紹
介
す
る
。

①
鮎
の
人
工
孵
化
作
業
（
昭
和
11
年
10
月
27
日　

九
州
日
日
新
聞
）

　
「
年
産
額
一
百
万
円
を
算
し
、
球
磨
・
葦
北
・
八
代
三
郡
の
漁
業

者
の
死
活
権
を
握
る
球
磨
川
鮎
の
繁
殖
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
よ
り

球
磨
川
漁
業
組
合
で
、
鮎
の
人
工
孵
化
作
業
を
行
ひ
増
産
を
計
っ
て

い
る
が
、
本
年
は
県
及
び
政
府
の
補
助
を
得
て
大
々
的
規
模
の
下
に
、

八
代
郡
上
松
求
麻
村
荒
瀬
に
孵
化
に
必
要
な
倉
庫
・
諸
道
具
類
を

新
設
或
い
は
準
備
し
、
本
日
一
〇
日
よ
り
向
ふ
一
三
日
間
に
亘
っ
て
県

水
産
試
験
場
の
指
導
の
下
に
、
昨
年
の
五
千
万
匹
に
比
し
本
年
度
は
、

一
億
二
千
万
匹
と
云
う
大
量
の
孵
化
を
行
っ
て
い
る
。
…
…
…
来
年

度
に
お
け
る
球
磨
川
鮎
の
繁
殖
は
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。」

②
鮎
な
ど
の
外
部
か
ら
の
搬
入（
昭
和
32
年
８
月
26
日　

熊
日
新
聞
）

「
球
磨
川
に
今
年
か
ら
ウ
ナ
ギ
な
ど
放
流

　

八
代
市
の
球
磨
川
漁
協
で
は
、
荒
瀬
ダ
ム
が
出
来
て
か
ら
、
球
磨

川
の
魚
類
が
年
々
減
少
し
て
い
く
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
本
年
三

月
荒
瀬
ダ
ム
の
人
工
湖
で
孵
化
し
た
ワ
カ
サ
ギ
、
六
十
万
尾
を
は
じ

め
と
し
て
ア
ユ
等
を
放
流
し
た
が
、
本
年
度
は
そ
の
量
を
増
や
す
と

と
も
に
、
ウ
ナ
ギ
・
コ
イ
・
フ
ナ
等
の
孵
化
や
放
流
も
計
画
、
魚
類

の
増
殖
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
来
年
の
夏
か
ら
球
磨
川
の
魚
は
ぐ
っ
と
増
え
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ア
ユ
」
球
磨
川
河
口
産
の
百
七
十
万
尾
を
は
じ
め
、水
俣
市
袋
湾
・

鹿
児
島
県
池
田
湖
や
琵
琶
湖
か
ら
、
計
三
十
五
万
尾
を
取
寄
せ
て

放
流
す
る
ほ
か
、
一
億
五
千
万
粒
の
人
工
孵
化
も
計
画
。

《
資
料
探
索
》

編
集
部

　
「
ウ
ナ
ギ
」
鹿
児
島
県
川
内
川
お
よ
び
大
阪
方
面
か
ら
、
ウ
ナ
ギ

の
子
五
十
二
万
尾
を
移
入
。

　
「
県
水
産
試
験
場
に
孵
化
を
依
頼
し
て
い
た
の
を
は
じ
め
、
県
内

か
ら
稚
魚
二
十
万
尾
以
上
を
取
寄
せ
、
今
月
下
旬
か
ら
九
月
に
か
け

荒瀬ダム下流約 400m 地点にある鮎の孵化場

て
放
流
す
る
。

　
「
源
五
郎
ブ
ナ
」
県
内
か
ら
五
万
尾
を
集
め
て
放
流
す
る
。

　
「
ワ
カ
サ
ギ
」
さ
る
二
月
か
ら
県
水
試
の
手
に
よ
っ
て
、
荒
瀬
ダ
ム

の
人
工
湖
で
、
茨
城
県
霞
ヶ
浦
か
ら
四
十
七
万
粒
、
鹿
児
島
県
池

田
湖
か
ら
十
三
万
粒
、
計

六
十
万
粒
が
初
め
て
孵
化

さ
れ
、
新
し
い
球
磨
川
の
夏

の
味
覚
と
し
て
登
場
し
た

が
、
本
年
度
は
更
に
霞
ヶ
浦

な
ど
か
ら
二
千
万
粒
を
取
寄

せ
て
、
人
工
孵
化
を
行
い
ダ

ム
上
流
に
二
千
万
尾
下
流
に

百
万
尾
を
放
流
の
予
定
。」
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省
商
工
局
『
職
工
事
情
』（
明
治
36
年
）、

細
井
和
喜
蔵
『
女
工
哀
史
』（
大
正
14
年
）

な
ど
が
当
時
の
状
況
を
記
録
し
て
い
る
。
工

場
労
働
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
小
説

だ
が
、
小
林
多
喜
二
『
蟹
工
船
』（
昭
和
４

年
）
も
雇
用
労
働
の
過
酷
性
を
描
い
た
作

品
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
描
か
れ

て
い
る
労
働
者
の
状
況
と
『
須
恵
村
』
と
は

ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
時

期
・
内
容
が
異
な
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
簡
単

に
は
比
較
で
き
な
い
が
、『
須
恵
村
』に
は『
女

工
哀
史
』」
と
関
係
す
る
一
節
が
あ
る
。

　

紡
績
工
場
が
女
工
を
求
め
て
須
恵
村
に

き
て
い
た
。
娘
た
ち
は
「
数
年
間
は
都
会
に

出
稼
ぎ
に
行
っ
て
か
ら
、
村
に
帰
っ
て
結
婚

す
る
。
彼
女
ら
は
帰
村
し
て
も
、
村
で
は

面
白
く
な
く
、
都
会
生
活
を
渇
望
し
、
た

と
え
帰
っ
て
来
て
も
、
も
う
前
の
よ
う
に
農

村
的
で
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
農
作

マ
イ
・
文
庫
本

わ
た
し
の
「
女
工
哀
史
」

　      

　
白
城
松
男

そ
の
射
程
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
私
た
ち

は
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
須
恵
村
』
や
『
須
恵
村
の
女
た
ち
』
を

読
む
だ
け
で
は
戦
前
の
日
本
の
姿
は
十
分
に

は
み
え
て
こ
な
い
。
エ
ン
ブ
リ
ー
は
、
①
稲

作
部
落
、
②
商
業
部
落
、
③
丘
稜
部
落
、

④
山
の
部
落
、
⑤
新
し
い
部
落
（
新
た
に

形
成
さ
れ
た
部
落
）
の
５
つ
の
類
型
で
須
恵

村
は
構
成
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
そ
れ
は
、

あ
く
ま
で
も
稲
作
の
村
内
で
の
分
類
で
あ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
は
都
市
と
農
村
の
関
係
は
明

確
に
な
ら
な
い
。

　

工
場
労
働
に
つ
い
て
は
横
山
源
之
助
『
日

本
之
下
層
社
会
』（
明
治
32
年
）、
農
商
務

　

エ
ン
ブ
リ
ー
の
『
須
恵
村
』
は
機
械
化
と

貨
幣
化
に
注
目
し
て
い
る
。
し
か
し
工
場

労
働
を
主
要
な
テ
ー
マ
に
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
都
市
で
は
な
く
、
漁
村
で
も
な
く
、
稲

作
の
村
に
エ
ン
ブ
リ
ー
は
焦
点
を
あ
て
た
。

そ
れ
は
不
当
で
は
な
い
。
む
し
ろ
論
点
を
拡

散
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
な
作
業
だ
。
同
時

に
そ
の
こ
と
は
、『
須
恵
村
』
を
よ
む
と
き
、

高井としを 著（岩波文庫）
（2015 年５月15日）

た
か
。
戦
後
も
、
彼
女
は
失
業
対
策
事
業

（「
ニ
コ
ヨ
ン
」）
に
従
事
す
る
な
ど
生
活
は

楽
で
は
な
か
っ
た
が
、
な
に
が
彼
女
を
さ
さ

え
た
の
か
。

　

職
工
・
女
工
は
死
語
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

雇
用
労
働
の
状
況
が
改
善
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
。
過
労
死
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。『
女

工
哀
史
』
か
ら
90
年
以
上
経
過
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
働
き
方
改
革
」
が
政
治

課
題
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
日
本
と
は
ど
う

い
う
国
で
あ
ろ
う
か
。
と
し
を
が
生
き
て
い

た
ら
、
現
在
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
思
う
で

あ
ろ
う
か
。

　
『
わ
た
し
の
「
女
工
哀
史
」』
は
昭
和
55

年
に
草
土
文
化
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
高

井
と
し
を
に
つ
い
て
は
、
中
村
政
則
『
労
働

者
と
農
民
』（
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
が

参
考
に
な
る【

し
ら
き
・
ま
つ
お
／
八
代
市
】

は
じ
め
と
し
て
女
工
の
実
態
を
和
喜
蔵
に

語
っ
た
の
で
あ
っ
た
。『
哀
史
』
は
い
わ
ば
二

人
の
共
著
で
あ
っ
た
。

　

和
喜
蔵
は
『
哀
史
』
出
版
の
わ
ず
か
１
ヶ

月
後
に
急
性
腹
膜
炎
で
倒
れ
、
そ
の
１
週

間
後
に
は
、
長
男
も
急
死
し
た
。
そ
の
時
の

と
し
を
の
落
胆
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
か
。
と
し
を
は
、
そ
の
２
年
後
、

労
農
党
の
活
動
家
で
あ
っ
た
高
井
親
太
朗
と

結
婚
し
、高
井
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
書
は
、
高
井
と
し
を
の
自
叙
伝
で
、『
女

工
哀
史
』
の
成
立
過
程
や
女
工
の
一
生
を

淡
々
と
綴
っ
て
い
る
。
平
仮
名
の
多
い
会
話

体
で
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

に
属
す
る
。『
哀
史
』
は
世
間
の
注
目
を
集

め
た
。
し
か
し
、
印
税
は
彼
女
に
は
い
か
な

か
っ
た
。
な
ぜ
か
。
再
婚
相
手
の
高
木
は
治

安
維
持
法
に
よ
っ
て
度
々
検
挙
さ
れ
た
が
、

そ
の
時
、
彼
女
は
ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い

業
よ
り
工
場
労
働
が
過
酷
で
は
な
い
と
い
う

が
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
都
市
に
は
「
楽
し
み
」
が
多
く
あ
る

と
い
う
の
も
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
と
い
う
。

本
当
だ
ろ
う
か
。「
豊
か
な
生
活
」
と
は
な

に
か
と
い
う
問
題
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
論

点
で
、
簡
単
に
結
論
を
だ
せ
な
い
が
、
お
そ

ら
く
事
実
で
あ
ろ
う
。
い
ま
で
も
若
者
は
都

会
を
目
指
す
が
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。

　
『
女
工
哀
史
』
は
細
井
和
喜
蔵
（
明
治
30

年
〜
大
正
14
年
）
の
労
作
で
あ
る
。
そ
れ

は
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
の

力
だ
け
で
完
成
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
書

の
「
自
序
」
で
和
喜
蔵
自
身
が
書
い
て
い
る

よ
う
に
「
堀
と
し
を
」（
明
治
35
年
〜
昭
和

58
年
）
の
「
協
力
」
に
よ
っ
て
同
書
は
生
ま

れ
た
。
と
し
を
は
女
工
で
和
喜
蔵
の
妻
（
内

縁
）
だ
っ
た
。
彼
女
は
妻
と
し
て
和
喜
蔵
に

協
力
し
た
だ
け
で
な
く
、
寄
宿
舎
制
度
を
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問５、写真を見て問いに答えよ

①錦町にある国指定文化財の家屋

である。名称は？

　

（　　　　　　　　　）

②八代城主松井家の別邸で、花菖

蒲で有名な庭園の名前は？

　

（　　　　　　　　　）

③あさぎり町にある神社である。名

前は？

　

（　　　　　　　　　）

④芦北町にある球磨川の支流であ

る。名前は？

　

（　　　　　　　　）川

⑤隠れ念仏で有名な球磨村の地域で

ある。地域名は？

　

（　　　　　　　　　）

※答え合わせは次号でおこないます。
　前回の答え合わせは94 頁で。

★全問正解者には抽選で弊社の書籍を
プレゼントします。ハガキ又は封書で
弊社まで解答をお送りください。

問１（　　　　　）を埋めよ。

１、あさぎり町は、平成 15 年 2003 年４月１日に（　　）村、（　　）町、

（　　）村、（　　）村、（　　　）村の５町村が対等合併して発足した。

２、球磨川の別名は（　　　　）川である。

３、荒瀬ダムは、八代市（　　）町にある。

４、肥薩線海路駅は（　　　）駅と（　　　　　）の間にある。

５、八代市の市鳥は（　　　　）である。

問２　○か×か。

１、『菊と刀』はエンブリーが書いた。

２、トルストイはフランスの文豪である。

３、八代市の市長選挙は来年７月にある。

４、祝日がないのは６月だけである。

５、漱石『三四郎』の主人公・三四郎は熊本生まれである。

問３、（　　　　　）を埋めよ

１、球磨川支流・油谷川の別名は（　　　　）川である。

２、山田村の伝助は（　　　　　）の信者であった。

３、北御門二郎は、晩年、（　　　　）村で、晴耕雨読の生活をすごした。

４、韓国の大統領の名前は（　　　　　　　）である。

５、丸山応挙は（　　　　）派の画家である。

問４、４字熟語である。（　　　　）を埋めよ。

１、漱石（　　　）流

２、則天去（　　　）

３、狡（　　　）走狗

４、一石（　　　）鳥

５、四（　　　）楚（　　　）

くまがわ学習塾　⑥
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橋
詰
と
柳
詰
（
ハ
シ
ツ
メ
と
ヤ
ナ
ヅ
メ
）

　
　
　
　
　

︱
球
磨
村
一
勝
地
︱　

　

球
磨
村
一
勝
地
、
芋
川
（
イ
モ
ゴ
ウ
）

が
本
流
の
球
磨
川
に
合
流
す
る
近
く
に
橋

詰
と
柳
詰
が
あ
っ
て
他
所
者
は
戸
惑
う
。

橋
詰
は
一
勝
地
甲
、
柳
詰
は
一
勝
地
乙
の

小
字
で
あ
る
。
こ
の
付
近
は
甲
・
乙
・
丙
・

丁
と
い
う
大
字
の
要
（
か
な
め
）
に
な
っ
て

お
り
、
古
い
時
代
の
ム
ラ
境
地
で
あ
っ
た
こ

と
を
地
名
が
示
し
て
い
る
。

　

二
つ
の
字
名
に
共
通
す
る
〝
詰
〟
は
先

端
の
こ
と
で
指
先
の
爪
も
語
源
は
同
じ
で
あ

り
、
橋
爪
と
書
く
地
名
や
姓
も
あ
る
。
ま

た
普
遍
名
詞
と
し
て
は
橋
端
を
ハ
シ
ヅ
メ
、

軒
端
を
ノ
キ
ツ
マ
と
も
読
む
。

　
『
大
言
海
』
に
よ
る
と
著
（
は
し
）、端
（
は

し
）、
橋
（
は
し
）、
階
（
き
ざ
は
し
）、
梯

（
は
し
ご
）、
考
（
く
ち
ば
し
）、
始
（
は

じ
め
）、
初
（
は
じ
め
）
な
ど
の
ハ
シ
は
同

根
の
語
と
い
う
。
従
っ
て
地
名
と
し
て
の
橋

詰
は
ム
ラ
区
域
の
端
っ
こ
で
あ
り
、
始
ま
り

で
も
あ
る
。
運
動
会
の
ヒ
ュ
ウ
も
回
れ
右
す

れ
ば
一
等
賞
、
と
い
う
の
と
同
じ
理
屈
。
糸

の
先
端
は
糸
口
で
も
あ
る
か
ら
端
緒
の
熟

語
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
橋
詰
は
区
域
の
先
端
、
境

地
に
名
付
け
ら
れ
る
地
名
で
あ
る
の
は
字
図

に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
る
。
問
題
は
柳
詰

の
〝
柳
〟
で
あ
る
。
植
物
の
ヤ
ナ
ギ
に
柳
が

あ
て
ら
れ
る
の
は
矢
の
木
の
意
で
〝
の
〟
は

箆
（
の
、矢
竹
）
の
こ
と
（『
大
言
海
』）。『
萬

葉
集
』
巻
10
・
２
１
４
９
の

　
あ
し
ひ
き
の　
　

や
ま
よ
り
き
せ
ぼ　

さ
を
し
か
の

　

足
火
木
笶　

山
従
来
世
波　

左
小
鹿
之

　
つ
ま
よ
ぶ
こ
え
は　

と
も
し
く
も
あ
る
か

　

妻
呼
音
者　

乏
毛
有
香

と
い
う
歌
の
〝
笶
〟
は
矢
竹
が
箆
（
の
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
矢
と
竹
を
組
み
合
わ
せ

た
造
字
（
和
製
漢
字
）
と
さ
れ
る
。
ヤ
ノ

キ
の
〝
ノ
〟
が
音
転
し
て
ヤ
ナ
ギ
と
い
う
ヤ

マ
ト
コ
ト
バ
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る

　

例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
柳
地
名
は

各
地
に
あ
り
、
ヤ
ナ
ギ
と
訓
む
場
合
も
あ

れ
ば
ギ
が
抜
け
て
ヤ
ナ
と
言
う
所
も
あ
り
、

ヤ
ナ
に
は
簗
・
梁
の
字
を
当
て
る
地
名
も

あ
っ
て
や
や
こ
し
い
が
「
ヤ
ナ
ギ
・
ヤ
ナ

地
名
は
植
物
の
柳
、
漁
の
簗
に
由
来
す
る
」

　
字
図
で
見
る
球
磨
の
地
名 

⑭
　
上
村
重
次

復
刻

掲
載

【
お
こ
と
わ
り
】
本
連
載
は
平
成
６
年
か
ら

９
年
に
か
け
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
の
復
刻
版

で
す
。
市
町
村
合
併
前
の
地
名
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

と
い
う
の
が
普
通
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
漢
和
辞
典
を
見
る
と
梁
（
り
ょ

う
、
は
し
）
と
あ
っ
て
橋
の
こ
と
で
あ
り
、

土
木
用
語
の
橋
梁
は
橋
の
意
を
重
複
さ
せ

た
語
。
川
漁
の
梁
（
や
な
）
も
川
の
ハ
シ
か

ら
ハ
シ
に
仕
掛
け
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
言

葉
で
ル
ー
ツ
は
橋
（
端
）
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

　

橋
詰
が
一
勝
地
甲
と
い
う
区
域
（
ム
ラ
）

の
先
端
（
は
し
っ
こ
、
始
ま
り
）
を
表
現

す
る
の
と
同
じ
事
柄
を
表
わ
す
の
に

同
じ
用
語
で
は
混
同
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
一
勝
地
丙
の
ム
ラ

で
は
橋
詰
と
同
意
の
梁

詰
（
や
な
つ
め
）
に
し

た
の
が
、
柳
詰
と
書
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

梁
（
や
な
、
は
し
）

の
媒
介
に
よ
っ
て
地
名

に
用
字
さ
れ
る
橋
と
柳

が
同
意
で
あ
る
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
し
、
一
勝

地
の
柳
詰
・
橋
詰
が
同

義
地
名
で
あ
る
こ
と
は
字
図
が
実
証
し
て
い

る
。
柳
地
名
解
明
の
実
証
例
と
し
て
は
希

少
価
値
が
高
い
わ
け
で
あ
る
。

【
う
え
む
ら
・
し
げ
じ
／
宇
土
市
生
ま

れ
、
元
熊
本
日
日
新
聞
社
記
者
】
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ん
ば
い
」、
そ
の
よ
う
に
娘
が
言
っ
た
と
す

る
。こ
れ
が
カ
ミ
ヤ
ゲ
方
面
で
あ
っ
た
な
ら
、

「
お
ろ
う
だ
ん
だ
ん
、
ひ
ゃ
ー
七
時
た
い
、

下
駄
ど
も
揃
え
て
え
ー
て
く
れ
い
。
肴
の
旨

か
と
ど
も
が
あ
れ
ば
土
産
に
持
っ
て
来
る
」

な
ど
と
言
っ
て
気
持
ち
良
く
出
掛
け
た
で
あ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
こ
れ
が
も
し
も
シ
モ
で
あ
っ
た

な
ら
、そ
れ
ま
で
穏
や
か
で
あ
っ
た
ト
ト
し
ゃ

ん
の
顔
は
、
見
る
見
る
茹
で
タ
コ
と
な
り
、

雷
雲
と
竜
巻
が
同
時
発
生
。「
お
ま
や
今
、

親
に
向
か
っ
て
ナ
ン
ち
ゅ
う
た
や
ナ
ン
て
。

オ
マ
イ
の
な
ん
の
、ど
う
ゆ
う
言
葉
遣
い
す
っ

と
か
。
親
を
ば
ナ
ン
て
思
う
と
っ
と
や
、
ク

ソ
ー
バ
カ
た
れ
が
。
今
ど
き
の
教
育
ち
ゅ
う

は
」
な
ど
と
、
学
校
の
先
生
ま
で
も
が
悪
者

に
さ
れ
る
。

　

び
名
で
は
あ
る
が
、
昔
は
そ
ん
な
イ
ヤ
し
い

考
え
を
持
つ
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
な
っ
ば
、
川
辺
川
筋
の
相
良
や
ら
五
木
ゃ

な
ん
ち
ゅ
う
と
」、「
横
球
磨
た
い
」。

　

ま
あ
最
後
の
は
冗
談
で
あ
る
が
、
こ
の
盆

地
を
東
西
二
つ
に
分
け
て
み
て
も
、そ
こ
で
の

「
球
磨
弁
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
い
さ
さ
か
の

違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
　

〇
お
ま
い

　
「
父
さ
ん
、
お
ま
や
今
夜
は
飲
み
方
ち
ィ

お
っ
つ
ろ
が
な
、
早
よ
行
か
ん
ば
か
て
や
れ

　

球
磨
・
人
吉
盆
地
を
東
西
の
二
つ
に
分

け
、
そ
の
東
つ
ま
り
球
磨
川
の
上
流
部
の
こ

と
を
、
古
く
か
ら
「
か
み
や
げ
」
と
呼
ん
で

き
た
。
こ
の
地
の
人
々
が
霊
峰
と
崇
め
、「
お

嶽
さ
ん
み
ゃ
ー
り
」
の
折
り
に
通
っ
た
市
房

の
麓
、
湯
山
の
一
角
に
「
神
揚
」
と
い
う
所

が
あ
っ
た
た
め
、そ
う
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
「
百
太
郎
溝
」
の
末
端
部

で
、
そ
の
流
れ
が
合
流
す
る
錦
町
一
武
と
西

地
区
の
境
に
あ
る「
原は

っ
だ
ご

田
川
」あ
た
り
か
ら
、

人
吉
を
含
む
西
半
分
を
「
し
も
く
ち
」
と
。

い
さ
さ
か
下
品
な
連
想
を
起
こ
し
そ
う
な
呼

方
言
を
味
わ
う
⑫

同
じ
球
磨
弁
で
っ
ち
ゃ

意
味
か
ら
発
音
ま
で
違
う
こ
と
も

　 

前
田
一
洋

　

〇
…
や
る

　
「
今
夜
は
、
お
い
ぎ
ゃ
に
校
長
先
生
と
受

け
持
ち
ん
先
生
の
来
や
る
ち
ゅ
て
、言
い
や
っ

た
ば
い
」。

　
「
な
ん
て
、
校
長
先
生
も
来
て
く
っ
や
っ
と

や
、
そ
ら
ァ
存
分
飲
ま
ん
ば
ん
た
い
。
わ
い

ど
ん
が
先
生
も
若
こ
う
し
と
い
さ
み
ゃ
ん
、

球
磨
拳
ま
で
打
ち
き
っ
や
っ
と
じ
ゃ
っ
で
楽
し

み
。
カ
カ
し
ゃ
ん
に
も
、
え
ろ
う
ご
っ
つ
ォ
し

て
く
っ
や
る
ご
と
言
う
と
け
」
と
、
カ
ミ
ヤ

ゲ
の
お
ト
っ
ち
ゃ
ん
は
エ
ベ
ス
顔
だ
。

　

と
こ
ろ
が
ど
っ
こ
い
、
こ
ち
と
ら
シ
モ
の

親
父
。

　
「
な
ー
ん
、
校
長
ど
ん
ま
で
来
や
っ
て
や
。

ナ
ン
し
ぎ
ゃ
ご
ざ
っ
と
じ
ゃ
れ
ろ
。
わ
っ
が
、

い
っ
と
テ
ー
ら
ん
事
ば
か
り
す
っ
で
、
ヤ
カ

ま
し
ゅ
う
言
い
き
ゃ
来
や
っ
と
じ
ゃ
ろ
た
い
。

そ
し
て
受
け
持
ち
の
教
員
も
、
飲
み
や
れ
ば

大
蛇
の
ぐ
た
っ
と
じ
ゃ
っ
で
、
決
し
て
焼
酎

ど
ま
出
し
な
ん
な
て
、
カ
カ
し
ゃ
ん
に
言
う

と
け
。
何
ど
も
し
き
ゃ
ご
ざ
っ
と
じ
ゃ
れ
ろ
」

　

来
や
る
・
食
い
や
る
・
飲
み
や
る
、
こ
う

し
た
語
尾
に
「
や
（
あ
）
る
」
の
付
く
語
も
、

上
と
下
で
は
か
な
り
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
っ
て

い
る
。
上
で
は
、
遠
い
所
を
わ
ざ
わ
ざ
来
て

下
さ
っ
た
。
不
味
い
肴
な
の
に
、
な
ん
と
も

美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
頂
い
た
。
有
り
難
い

こ
と
に
、
心
行
く
ま
で
飲
ん
で
下
さ
っ
た
よ

な
ど
と
、
敬
意
を
こ
め
て
使
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
が
シ
モ
の
方
で
は
、
こ
の
ク
ソ
忙

し
か
と
こ
れ
ナ
ン
ど
も
し
き
ゃ
来
や
っ
と

じ
ゃ
ろ
か
、
教
員
ち
ゅ
う
は
ど
う
い
う
イ
ヤ
っ

さ
じ
ゃ
れ
ろ
、
家
庭
訪
問
の
時
に
ゃ
お
が
肴

ま
で
う
ち
食
て
く
れ
や
っ
た
。
ち
っ
と
飲
み

や
れ
ば
ク
ド
さ
が
ク
ド
さ
が
な
ど
と
、
全
く

逆
の
表
現
と
な
る
。
ち
な
み
に
敬
語
的
な
表

現
で
は
、
来
な
る
、
食
い
な
る
、
飲
み
な
る

で
あ
る
。

〇

　

松
舟
博
満
さ
ん
が
か
つ
て
、『
お
っ
と
わ
っ

と
あ
す
び
』
と
い
う
、
ま
こ
と
に
郷
愁
を
誘

わ
れ
る
本
を
出
さ
れ
た
。
図
解
入
り
で
、
子

供
た
ち
の
遊
び
を
記
録
し
た
も
の
。
頁
を
め

く
る
ご
と
に
「
じ
ゃ
っ
た
じ
ゃ
っ
た
」「
そ
ぎ
ゃ

そ
ぎ
ゃ
ー
」
の
連
発
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
人
吉
あ
た
り
、
つ
ま
り
シ
モ
ク
チ

の
子
供
の
記
録
で
あ
る
。
も
し
カ
ミ
で
あ
っ

た
な
ら
、そ
の
書
名
は
『
お
い
と
わ
い
と
…
』

に
な
る
。
つ
ま
り
、
お
れ
・
お
前
・
だ
れ
は
、

お
っ
・
わ
っ
・
だ
っ
と
、
撥
ね
て
発
音
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
カ
ミ
の
方
で
は
お
い
・
わ
い
・

だ
い
と
、
至
っ
て
〝
座
り
〟
の
よ
い
言
い
方

に
な
る
、
お
な
じ
球
磨
弁
で
っ
ち
ゃ
ば
い
。

【
ま
え
だ
・
か
ず
ひ
ろ
／
人
吉
市
】
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る
。
大
戸
尾
根
か
ら
一
人
若
い
男
性
が
登
っ

て
く
る
。
山
頂
で
写
真
を
取
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
、
雪
の
降
る
な
か
昼
食
を
取
る
。

　

12
時
山
頂
出
発
。
ズ
ル
ズ
ル
滑
る
急
斜

面
を
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
下
る
。
駐
車
場
に

13
時
40
分
に
到
着
。
途
中
道
路
の
渋
滞
も

あ
っ
た
り
し
て
18
時
、
人
吉
帰
着
。　
　

【
徳
澄
正
照
】

畔
草
を
刈
り
進
み
き
て
一
輪
の
野の

あ
ざ
み薊

の
み
は
残
し
お
り
た
り

戦
終
わ
り
植
え
し
し
杉
の
切
株
の
輪
が
物
語
る
生
き
様
を
よ
む三

原　

竹
二

雨
上
が
り
く
ぬ
ぎ
林
を
登
り
来
て
わ
ら
び
狩
り
す
る
友
の
持
ち
山

与
論
島
珊
瑚
の
海
は
ど
こ
ま
で
も
エ
メ
ラ
ル
ド
に
て
ひ
が
な
波
打
つ

坂
本　

ケ
イ

言
葉
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
も
の
よ
「
よ
い
し
ょ
」
と
言
い
て
立
ち
上
が
り
け
り

日
一
日
忘
れ
ん
坊
に
な
り
ゆ
け
り
「
俺
も
同
じ
」
と
夫
は
言
う
も上

田　

廸
子

朝
早
く
赤
飯
配
り
大
勢
で
祭
り
の
ご
と
き
昭
和
の
田
植
え

園
庭
の
空
に
名
旗
の
棚
引
い
て
我
が
名
見
つ
け
て
笑
顔
の
子
ら
よ宮

川
し
の
ぶ

憲
法
に
接
ぎ
木
し
た
あ
と
で
き
る
の
は
大
手
ふ
る
っ
て
海
外
派
兵

懐
か
し
き
父
の
古
里
田
野
の
地
に
わ
れ
を
迎
え
し
竜り

ん
ど
う胆
の
花

吉
岡　

弘
晴

五
輪
ま
で
使
い
野
望
を
遂
げ
ん
と
す
首
相
の
手
口
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
似
て

ア
ベ
政
治
暴
走
重
ね
行
く
先
に
暗
き
未
来
の
戦い

く
さ

の
国
が

上
田　

精
一

く
ま
が
わ
春
秋
歌
壇

い
も
ご
短
歌
会 

向
か
う
。
沿
道
に
は
復
興
住
宅
が
見

え
、
道
路
も
工
事
中
で
、
迂
回
路
を

ぐ
る
ぐ
る
回
り
、
や
っ
と
こ
さ
で
、
登

山
口
へ
続
く
入
り
口
を
見
つ
け
た
。
牧

場
の
細
い
道
を
１
・
５
㎞
走
る
と
、
山

の
裾
に
広
い
駐
車
場
が
あ
り
、
そ
こ

に
車
を
停
め
て
準
備
を
す
る
。
標
高

１
０
６
０
ｍ
位
か
。

　

９
時
５
分
に
出
発
す
る
。
天
気
は

良
く
な
ら
ず
、
上
方
は
雲
に
隠
れ
て

見
え
な
い
。
登
山
道
は
火
山
灰
が
積

も
っ
た
黒
土
で
、
急
斜
面
の
為
ズ
ル
ズ

ル
滑
っ
て
潅
木
に
す
が
っ
た
り
、
ロ
ー

プ
に
す
が
っ
た
り
し
て
登
っ
た
。
標
高

１
３
７
０
ｍ
位
で
大
戸
尾
根
コ
ー
ス

と
合
流
す
る
。

　

少
し
登
る
と
根
子
岳
東
峰
の
山
頂

だ
っ
た
。
標
高
１
４
０
８
ｍ
。
11
時

25
分
に
到
着
。

　

山
頂
は
低
木
に
霧
氷
が
つ
い
て
白
く

な
っ
て
い
た
。
や
が
て
あ
ら
れ
ま
じ
り

の
雪
も
舞
い
だ
し
た
。
天
狗
岩
は
岩
盤

の
下
半
分
が
地
震
で
崩
れ
落
ち
た
の
か

白
く
見
え
て
い
て
、
海
中
か
ら
飛
び
出

し
た
ジ
ョ
ー
ズ
が
口
を
開
け
た
よ
う
で

不
気
味
で
あ
る
。

　

高
岳
、
鷲
ヶ
峰
も
時
お
り
見
え
て
く

　

４
月
２
日
（
日
）
６
時
前
、
家
を

出
る
と
き
は
雨
が
ポ
チ
ポ
チ
落
ち
て
い

た
。
集
合
場
所
に
集
ま
っ
て
、
天
気

予
報
で
は
良
く
な
る
と
な
っ
て
い
た
の

で
７
名
、
２
台
の
車
で
６
時
過
ぎ
出

発
す
る
。

　

南
阿
蘇
へ
の
道
路
は
、
立
野
方
面
の

道
路
が
崩
壊
し
た
ま
ま
な
の
で
、
熊

本
空
港
手
前
か
ら
俵
山
ト
ン
ネ
ル
を

経
由
し
て
、
高
森
町
、
箱
石
峠
へ
と

山に行こうよ！
「人吉球磨ハイキングクラブ」通信より

その❻

根子岳
標高 1408 m
阿蘇郡高森町

2017年４月２日（日）
天候：曇雪
参加者：７名

根子岳山頂で

霧氷のなかを下る
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～
う
ま
か
で
。
ニ
ワ
ト
リ
の
肉

と
は
比
べ
も
ん
に
な
ら
ん
ば
い
。

食
う
て
み
ら
ん
な
、
明
日
持
っ
て

来
っ
で
」。

　

翌
日
で
あ
る
。

　
「
ち
ょ
っ
と
外
に
出
て
来
て
く

だ
い
。
あ
ん
た
が
食
う
て
い
う

た
で
持
っ
て
来
た
ば
い
」。

　

言
わ
れ
た
ま
ま
外
に
出
て
い

く
と
「
久
米
ま
で
行
っ
て
買
う
て

来
た
ば
い
、
は
い
、
五
千
円
」。

　

え
～
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し

た
。

　

今
か
ら
23
年
前
の
話
で

あ
る
。

　

私
は
鳥
の
唐
揚
げ
み
た

い
に
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
の
に
、
ト
ウ
マ

イ
袋
（
米
袋
み
た
い
な
袋
）

　

あ
る
お
坊
さ
ん
は
言
っ
た
。

　
「
供
養
と
は
良
か
れ
悪
か
れ
、

そ
の
人
の
事
を
思
い
出
し
て
思

い
出
話
を
し
て
や
る
事
だ
」
と
。

　

だ
か
ら
私
は
い
く
つ
か
の
心
に

残
っ
た
方
々
と
の
思
い
出
話
を
こ

こ
に
書
く
こ
と
に
し
た
。

　

あ
れ
は
、
あ
さ
ぎ
り
町
社
協

に
勤
め
始
め
た
頃
に
温
泉
の
受

付
を
担
当
し
て
い
た
時
の
こ
と

だ
。

　

私
は
お
客
様
と
の
会
話
を
大

切
に
し
て
い
た
。

　

あ
る
日
あ
る
お
客
様
か
ら
、

「
七
面
鳥
ば
食
う
た
事
あ
ん

な
？
」
と
言
わ
れ
、「
い
い
え
あ

り
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
と
「
一

回
、食
う
て
み
て
ん
な
い
。そ
り
ゃ

上杉芳野の「あがっ段」⑬

供養とは…

の
中
で
バ
タ
バ
タ
暴
れ
て
い
る
で

は
な
い
か
。

　

生
き
て
い
る
七
面
鳥
を
そ
の

ま
ま
持
っ
て
来
る
な
ん
て
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
明
日
持
っ
て
く
っ
で
な

と
言
わ
れ
て
、
は
い
と
返
事
し

た
の
だ
か
ら
受
け
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

父
に
調
理
を
頼
も
う
と
電
話

す
る
と
「
芳
野
～
、
お
ら
、
ジ
ュ

リ
き
ら
ん
ば
い
（
調
理
で
き
な

い
）、
バ
タ
バ
タ
動
く
で
」
と
断

ら
れ
た
。

　

そ
の
電
話
の
話
を
し
て
お
断

り
を
入
れ
よ
う
と
す
る
と
「
俺

が
行
っ
て
、
ジ
ュ
っ
て
や
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
断
る
事
も

出
来
な
い
ま
ま
、
そ
の
ま
ま
調

理
し
て
も
ら
い
、
二
千
円
ほ
ど

の
お
菓
子
を
お
礼
に
手
渡
し
し

て
お
帰
り
願
っ
た
。

　

七
面
鳥
は
旨
い
と
の
話
で
は

あ
っ
た
が
、
油
が
ギ
ト
ギ
ト
、

肉
も
パ
サ
ン
パ
サ
ン
し
て
い
っ

ち
ょ
ん
旨
く
な
か
っ
た
。

　

食
べ
て
み
た
い
、
と
言
っ
た
私

の
イ
ヤ
シ
サ
が
こ
ん
な
結
果
と

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
が
来
る
度

に
こ
の
七
面
鳥
の
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
る
。

　

今
も
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
。

　

こ
の
方
は
70
歳
く
ら
い
で
亡

く
な
ら
れ
た
が
、
い
つ
も
温
泉
に

来
て
下
さ
る
お
客
様
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
が
あ
っ
て
か
ら
、
人
の

話
に
は
直
ぐ
に
飛
び
つ
か
な
い
で
、

良
く
話
し
を
聞
い
て
、
良
く
考
え

て
返
事
す
る
事
に
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
こ
と
に
気
付
か
せ
て

頂
い
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
お
方

の
お
陰
だ
っ
た
。
ど
う
か
、
安

ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。

　

改
め
て
「
供
養
と
は
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
次
の
お
方
の
話
も
書

か
せ
て
頂
く
つ
も
り
で
す
。

　

私
は
特
に
、
失
敗
し
て
反
省

し
、
そ
れ
が
元
で
ま
た
失
敗
す

る
と
い
う
、
人
様
に
と
っ
て
、
お

笑
い
人
生
で
す
が
、
す
こ
し
は
、

か
し
こ
く
な
り
た
い
の
で
す
。

　

私
は
失
敗
し
た
事
を
、
笑
い

話
の
思
い
出
と
し
て
、
あ
の
人

の
供
養
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

【
う
え
す
ぎ
・
よ
し
の
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

観
光
バ
ス
ガ
ー
ル
、
あ
さ
ぎ
り
町
上
】 あさぎり町のヘルシーランドに勤めていた頃のステージで
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前号【くまがわ学習塾⑤の答え】

問１（　　　　　）を埋めよ。
１、芦北町は、（　球磨　）村、（　津奈木　）町、（　八代　）市に隣接している。
２、球磨川の最大の支流は（　川辺　）川である。
３、西人吉駅は、（　渡　）駅と（　人吉　）駅の間にある。
４、日羅は（　百済　）国で活躍した日本人である。
５、鮎漁は（　６　）月（　１　）日に解禁になる。

問２　○か×か。
１、小山勝清『或る村の近世史』は須惠村の近代史を書いたものである。×
２、球磨村淋地区の柴立姫祭りは鍾乳洞内の祠でとりおこなわれる。×
３、百済来地蔵堂の祭りでは神職が祝詞をあげる。×
４、瀬戸石ダムは八代市坂本町内にある。×
５、４月 29 日は昭和の日である。〇

問３、（　　　　　）を埋めよ
１、白石駅の発音は（　しろいし　）駅である。
２、八代海の別名は（　不知火海　）である。
３、『菊と刀』の執筆者は（　ルース・ベネディクト　）である。
４、今年の人吉のお城祭りは（　４月 29 日、30　）日に開催された。
５、今年はツクシイバラ確認から（　100　）年目にあたる。

問４、○×で答えよ
１、憲法施行は吉田茂内閣が実施した。〇
２、地方自治法の施行日は憲法の施行日と同一である。〇
３、山下清は球磨川をみたことがない。×
４、アメリカの大統領はエドワード・トランプである。×
５、「新解さん」と呼ばれている国語辞書の正式名は岩波国語辞典である。×

問５、写真を見て問い答えよ
　①鉄橋の名前は？　（　球磨川第一橋梁　）
　②石門に咲いている花の名前は？　（　海棠　）
　③球磨村内にある地蔵尊である。その名前は？　（　ヤホー　）地蔵
　④芦北町で運用されているバスである。その名前は？　　（　ツクール　）バス
　⑤フランスのル・モンド紙で掲載された挿絵である。なにを描いたものか。

（　西南戦争　）

　
村 

上 

鬼 

拳

気
に
な
る　

何
処
ま
で
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
か

防
犯
カ
メ
ラ　

慰
謝
料
取
っ
て
来
て
く
れ
た

急
ブ
レ
ー
キ　

彼
女
の
居
る
て
知
っ
て
か
ら

足
し
げ
く　

千
羽
鶴
よ
り
嬉
し
か
つ

胸
騒
ぎ　

む
ご
う
カ
ル
テ
の
暇
の
要
る

の
ん
び
り
と　

自
分
探
し
の
旅
も
え
え

な
ん
転
び　

天
下
国
家
の
模
索
中

う
ん
ざ
り　
い
ま
我
輩
ァ
自
在
鉤

馬
鹿
ば
い　

取
る
し
こ
取
っ
て
別
れ
じ
ゃ
ァ

戻
り
が
け　

母
親
て
有
り
難
か
で
す

【
む
ら
か
み
・
き
け
ん
／
人
吉
市
】
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今
月
も
田
中
一
彦
著
『
忘
れ
ら
れ
た
人

類
学
者
』
の
関
連
記
事
に
多
く
の
ス
ペ
ー

ス
を
割
い
た
。
今
、「
須
恵
村
」
は
再
び

注
目
さ
れ
て
い
る
場
所
。
あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
在
住
の
方
に
案
内
し
て
い

た
だ
き
、
エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
所ゆ

か
り縁
の
場
所
を
歩
い
て
み
た
。
表
紙
写
真

に
あ
る
よ
う
に
５
月
下
旬
の
須
恵
地
区
は
田
植
え
の
真
っ
盛
り
。
緑
が

ま
ぶ
し
く
自
然
が
輝
い
て
い
た
。
須
恵
支
所
に
あ
っ
た
エ
ン
ブ
リ
ー
が
愛

用
し
た
椅
子
を
見
た
り
、
舟
場
稲
荷
神
社
に
保
存
さ
れ
て
い
る
寄
進
者

の
木
板
に
「
ジ
ョ
ン
エ
ン
ブ
リ
ー
」
の
名
前
を
発
見
し
た
時
に
は
、
時

代
を
超
え
て
エ
ン
ブ
リ
ー
夫
妻
に
触
れ
た
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
を
味

わ
っ
た
。
今
後
も
「
須
恵
村
」
を
追
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
★
今
月

号
か
ら
始
ま
っ
た
溝
下
昌
美
さ
ん
の
「
湯
前
ま
ん
が
美
術
館
設
立
の
頃
」

は
、
湯
前
出
身
の
漫
画
家
・
那
須
良
輔
の
記
念
館
設
立
当
時
の
手
記
で

あ
る
。「
球
磨
で
も
奥
地
、
小
さ
な
町
で
の
、
い
わ
ば
、
こ
れ
は
行
政
の

仕
事
で
あ
る
が
…
」
の
出
だ
し
は
謙
遜
に
満
ち
て
い
る
が
今
後
、
そ
の

歩
み
を
じ
っ
く
り
見
て
ゆ
き
た
い
。（
ま
）

　
編
集
後
記

〒
８
６
８
─
０
０
１
５

熊
本
県
人
吉
市
下
城
本
町
１
４
３
６
︱
４
の
３
号

人
吉
中
央
出
版
社
「
く
ま
が
わ
春
秋
」
編
集
部

info@
hitoyoshi.co.jp

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス 

０
９
６
６
・
23
・
３
７
５
９

　イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

開
催
中

▽
松
井
文
庫
展
示
「
能
面
・
能
装
束
」（
〜
７
月
９
日
、
八
代
市
立
博
物
館

未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

６
月
17
日
（
土
）

▽
「
プ
リ
マ
・
ク
ラ
ッ
セ
の
会
」
馬
場
貞
至
・
敬
子
リ
サ
イ
タ
ル
（
ひ
と
よ

し
森
の
ホ
ー
ル
）

▽
熊
本
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
「
Ａ
列
車
か
ら
昭
和
歌
謡
ま
で
」
山

下
正
宗
・
グ
リ
と
グ
ラ
・
デ
ル
フ
ィ
オ
ー
レ
（
人
吉
市
上
薩
摩
瀬
町
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）

６
月
18
日
（
日
）

▽
日
本
の
棚
田
百
選
「
松
谷
棚
田
」
田
植
え
（
球
磨
村
・
同
棚
田
）

▽
熊
本
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ナ
イ
ト
」

あ
る
ぽ
・
ぽ
ん
た
・
ナ
テ
・
吉
村
ミ
ッ
ク
・
甲
斐
あ
き
ひ
ろ
（
人
吉
市
上

薩
摩
瀬
町
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）

６
月
24
日
（
土
）

▽
２
０
１
７
九
州
Ｕ
︱
16
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
〜
25
日
、
人
吉
市
梢
山
グ
ラ

ウ
ン
ド
）

６
月
25
日
（
日
）

▽
第
31
・
32
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
太
極
拳
熊
本
県
支
部
大
会
（
人
吉
市
ス

ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
）

６
月
28
日
（
水
）

▽
奥
球
磨
セ
ミ
ナ
ー
（
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
）

７
月
９
日
（
日
）

▽
八
代
演
奏
家
協
会 

「
若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」（
八
代
市
厚
生
会
館
ホ
ワ

イ
エ
）

▽
熊
本
地
震
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
塚
原
哲
平
〜
ふ
る
さ
と
へ

愛
を
こ
め
て
」（
須
恵
文
化
ホ
ー
ル
）


